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海外校シリーズ
パナマ日本人学校
ボルドー補習授業校

受け入れ校紹介
愛知工業大学名電高等学校

今月の顔
木村 文さん
博物館研究者・リトアニア語翻訳家
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普 通 科 総合コース進学スタンダード 保育コースグローバルスタンダード

進学アドバンス グローバルアドバンス
メディアアート表現コース スポーツコース フードコーディネートコース

h t t p : / /www . h a k u h o j o s h i - h . e d . j p

〒230-0074  神奈川県横浜市鶴見区北寺尾四丁目10番13号
TEL：045-581-6721　FAX：045-571-3372白鵬女子高等学校

●普通科９コース制。自分の進路に合わせたコース選択と、特色あるカリ
キュラムが夢へとつながります。
●グローバルアドバンス・グローバルスタンダードコースには外国籍の生
徒や海外からの留学生も在籍しています。

●2022年度より、アメリカ・マーセッドカレッジとの高大連携、アメリカ・ペ
ンフォスター高校とのダブルディプロマプログラムを導入しました。
●海外15か国に姉妹校、交流校があります。交換留学で海外校も毎年多数
来校しています。

●グローバルアドバンス・グローバルスタンダードコースは語学力を活かし
て難関大学に合格した生徒が多数います。
　（筑波大学、横浜市立大学、都留文科大学、早稲田大学、慶應義塾大学、国
際基督教大学、上智大学、立教大学、学習院大学、法政大学、津田塾大学、
明治学院大学、成城大学、成蹊大学、東洋大学、フェリス女学院大学な
ど）。海外の難関大学にも合格者が多数います。（マンチェスター大学、ブ
リストル大学、リーズ大学、サセックス大学、イースト・アングリア大学、浙
江大学、テンプル大学、オレゴン州立大学、イリノイ州立大学、チェンマイ
国立大学など）

〇学校の敷地内や徒歩数分の所に寮を完備しています。清潔感のある施設
で、食事も提供されますので安心して学校生活を送ることが出来ます。

白鵬女子とは

Aim high!
Hakuho 帰国生入試随時実施

帰国生用の寮を完備
転編入入試も随時実施

2 0 2 3年度入試

http://www.hakuhojoshi-h.ed.jp/


スイスで学ぶ。ボーディングスクールの3年間。

８/２１日  ８/２８日  ９/１７土  ９/２５日 １０/１6日  １０/３０日  １１/２０日  １２/３土
学校説明会学校説明会

オンライン

●事前申込みが必要です。
●新型コロナウイルスの感染状況によっては、説明会日程が変更等になる場合があります。随時、WEBサイトでご案内しますので、事前にご確認をお願いします。
●各ライブ会場でのご参加もできます。実施会場については、WEBサイトでご確認ください。

所在地：Route de Versmont 6, CH-1854 Leysin, Switzerland (スイス連邦ヴォー州レザンCH1854）　TEL. +41-24-493-5335　E-mail：klas@klas.ch
資料の請求・お問合せ：スイス公文学園 広報室　〒108-0074 東京都港区高輪4-10-18  京急第１ビル12階　TEL.03-6836-0078　E-mail：klas-inquiry@kumon.co.jp

自立と社会性が身につきます
KLASは全生徒が寮生活を送ります。親元を離れ、
共に生活する日常を通して、他者を尊重する姿勢、自
己責任と自治の精神などを身につけることで、人間力
を高めていきます。また、KLASの教職員がきめ細や
かにサポートすることで、生徒の成長を手助けします。

実践的な英語力がみがけます
KLAS校内の公用語は英語です。授業（一部を除く)、
連絡、学校行事、地域社会との交流事業、すべてを
英語で行います。卒業・進学後、英語圏の大学で通
用する高度な英語力を育成していきます。フランス語
の授業もあり、フランス語圏のレザンでは、日 の々生活
の中で学んだフランス語を実践することもできます。

世界の舞台を体験し、学び、語り合う
世界の学生と交流し、学ぶ機会を提供します。例え
ば、海外の学校との交換プログラム、模擬国連で世
界の高校生たちとの討論、音楽やスポーツを通した
交流、英語圏の大学で学ぶプログラム、国際ボラン
ティアなど、さまざまな活動に参加することで、たくさ
んの経験と知識、コミュニケーション力を獲得します。

スイス公文学園高等部（KLAS／文部科学省認定の在外教育施設）は、1990年の開校から今日まで、世界への扉を開こうとする日本の若者たちの学びを応援し続けています。
生徒たちは、スイスを拠点にヨーロッパの多様な文化に触れ、感じることで、世界の今と未来を学びます。

Online学校見学会
を開催！

参加方法等、詳細はWEB
サイトでご案内しています。

ス
イ
ス
・
シ
ャ
レ
ー
風
の
校
舎
と
寮

Gateway to the WorldGateway to the Worldア
ル
プ
ス
の
大
自
然
も

学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。

ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
も

学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。

9/30金

入学試験：2022年12月18日日

https://www.klas-ac.jp/


お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81-3-5954-1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校
海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

ハイレベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 2年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスをスタートします。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

詳細・お申込はこちら

講座受講生滞在国（例）
アメリカ・オーストラリア・シンガポー
ル・タイ・中国・マレーシア・ドイツ

帰国生入試 出願ガイダンス

9/23 金㊗開催
※8/16よりHP公開予定

9/4 日

8/28 日

帰国生集まれ講座
入試の面接や作文の中で「学校に求められている帰国
生像」をご説明し、ご家庭でアピールポイントを考え
るためのヒントをお伝えします。
海外からもZoomでご参加
いただけます。

中学入試でも高校入試でも、早い学校では11月から始まる帰国生入
試。早稲田アカデミーの国際部スタッフが、受験校の確定・併願の戦略・
出願についてアドバイス致します。また、面接を見据えた願書の書き方
についても詳しく説明します。

【日本会場】 9/19 月㊗ 【シンガポール会場】 10/15 土
【ロンドン会場】 10/23 日 【ニューヨーク会場】 10/2 日
【クアラルンプール会場】 10/9 日

無料 無料

特長 1
一方通行では伝わらな
い“熱”を、まるで教室
で授業を受けているか
のような臨場感を、「双
方向Web授業」にて。

特長 2
早稲田アカデミーオリ
ジナルシステム「早稲
田アカデミーEAST」を
使い添削課題にも対応
し、欠席した場合や復
習用としてオンデマン
ド授業映像をご用意。

特長 3
対面と同じように、早稲
田アカデミーが誇るト
ップ講師の「完全志望校
別対策講座」を、早稲ア
カオリジナルテキスト
で受講できる。

無料

志望校別オープン模試
完全志望校別模試で現在の実力・
合格可能性を判定

オンライン校入会試験
小６　対象

第２回 必勝志望校判定模試
受験科目・レベル別の志望校判定と評価 

中３　対象

小６・中３　生徒　対象
オンライン
参加可

詳細はこちら

（小６）

1/10 火 ～ 30 月 　1/10 火 ～ 2/4 土
（中3）

御三家中・早慶中などの難関校を目指す小6帰国生、開
成高・国立附属高・早慶附属高を目指す中3帰国生のた
めの入試直前に行う特別講座です。少人数制の授業で、
面接練習や作文添削も実施しています。

入試直前対策講座

12/5 月 ～ 16 金

12月に受験帰国される小学6年生を対象とした講座を開講します。1月・2月の帰国
生入試難関校（聖光学院中・渋谷教育学園幕張中・渋谷教育学園渋谷中・海城
中・攻玉社中・洗足学園中・慶應義塾湘南藤沢中等部な
ど）の入試レベルの演習を行います。英語は英文法やエッ
セイなどお子様の需要に応じた内容で授業を行います。

プレ冬期講習会
小６　生徒　対象

詳
細
は
こ
ち
ら

オンライン
参加可

小１～中３　生徒・保護者様 小６・中３　生徒・保護者様

詳
細
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html


C O N T E N T S

海外子女教育
パナマキャンプでの海水浴
（パナマ日本人学校）

2 今月の顔　　木村 文さん（博物館研究者・リトアニア語翻訳家）

4　特集１　在外校勤務と私──その経験で次のステップへ
13　特集２　プロカメラマンが伝授する帰国生向け写真術
22 連載　家族／クロスカルチャー

千の経験も「はじめの一歩」から（前編）

25 子どもの本棚

26 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯233 ◆ 愛知工業大学名電高等学校

28 連載 　JOES Davos Next

29 連載　１都１道２府４３県めぐり 鳥取県

30　海外校シリーズ パナマ日本人学校
ボルドー補習授業校

34 連載　校歌の広場　　シカゴ日本人学校・シカゴ補習授業校

35 聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育アドバイザー 橋本 芳登
 ― 帰国が決まりました。学校選択において子どもと親で意見が合いません。どうしたらよいでしょうか。

38 連載　ことばキャンプ　 聞く力のない子どもには、どうしたらいい？

39 連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　 Kanji Are an Adventure！②

40 寄稿　一般社団法人日本在外企業協会　 坂部 隆 専務理事

42 ニュース

45 海外子女教育振興財団　JOES Davos Next

46 連載　挑戦！にほごんの日本語検定

48 連載　漫画 「なっとうねばじろうシリーズ」　タヒチ

ガ
ロ
ン
ヌ
川
に
か
か
るpont de

pierre
（
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人

No.594    2022No.594    2022 8
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博
物
館
の
過
渡
期
を
記
録
す
る

　
専
門
は
博
物
館
学
。
博
物
館
を
ど
の
よ
う
に
組
織

し
、
収
蔵
品
を
充
実
さ
せ
て
社
会
に
生
か
し
て
い
く

か
と
い
う
学
問
だ
そ
う
だ
。

　
「
も
と
も
と
博
物
館
の
仕
組
み
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
が
、
人
々
が
集
ま
っ
て
、
整
然
と
並
ん
で
い
る

も
の
を
、
黙
っ
て
じ
っ
と
見
て
い
る
。
そ
ん
な
場
所

は
ほ
か
に
な
い
で
す
よ
ね
。
博
物
館
は
文
化
財
の
収

集
・
保
存
・
研
究
が
メ
イ
ン
の
役
割
で
、
展
示
し
て

い
る
の
は
所
蔵
品
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
。
そ
れ
が

な
ぜ
こ
ん
な
に
面
白
い
の
か
、
そ
れ
を
知
り
た
く
て

研
究
し
て
い
る
の
か
も
」

　
大
学
院
で
博
物
館
研
究
を
始
め
た
一
年
目
の
二
〇

一
六
年
の
夏
、「
各
国
の
奨
学
金
を
調
べ
て
日
本
人

が
あ
ま
り
行
か
な
そ
う
な
と
こ
ろ
を
選
び
」、
初
め

て
リ
ト
ア
ニ
ア
に
夏
期
短
期
留
学
し
た
。

リ
ト
ア
ニ
ア
は
一
九
九
〇
年
代
に
旧
ソ
連
か
ら
独

立
し
た
バ
ル
ト
三
国
の
一
つ
。
首
都
ビ
リ
ニ
ュ
ス
の

旧
市
街
は
歴
史
的
建
造
物
が
並
び
世
界
遺
産
と
な
っ

て
い
る
。
人
口
二
八
〇
万
人
の
小
さ
な
国
だ
が
、
だ

か
ら
こ
そ
人
々
は
気
さ
く
だ
っ
た
。
留
学
し
て
す
ぐ

友
人
も
で
き
、
文
化
省
と
の
人
脈
も
築
く
こ
と
が
で

き
て
、
以
後
四
年
間
、
毎
年
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
リ
ト
ア
ニ
ア
に
は
一
〇
〇
を
超
え
る
博
物
館
が

あ
り
ま
す
が
、
近
代
の
博
物
館
学
は
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
な
ど
大
き
な
と
こ
ろ
が
主
流
に
な
っ
て
い
て
、
小

国
の
博
物
館
が
歴
史
に
上
っ
て
き
ま
せ
ん
」

　
そ
こ
で
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、「
博
物
館
の
デ

ジ
タ
ル
化
―
―
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
と
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

の
事
例
研
究
」
と
し
た
。

　
「
リ
ト
ア
ニ
ア
の
博
物
館
は
、
大
国
に
比
べ
た
ら

父の転勤に伴い、４歳から７歳までマレーシアのペラ州、11歳
から13歳までカンボジアのプノンペンに滞在。お茶の水女子大
学卒業後、政策研究大学院修士課程の１年目の夏に博物館研
究のためにリトアニア政府奨学生としてリトアニア国立教育大学
に留学。2022年３月、お茶の水女子大学大学院博士課程修了。
博物館研究と同時進行でリトアニア語の翻訳も手がけ、訳書に
『あさはやくに』『へびの王妃エグレ』（サロメーヤ・ネリス著　ふ
らんす堂）、『ちいさなちいさな―みんなと遊ぶリトアニアのしの
えほん』（マリウス・マルツィンケヴィチウス著、ラサ・ヤンチャ
ウスカイテ絵　銀の鈴社）、グラフィックノベル『シベリアの俳句』
（ユルガ・ヴィレ著、リナ板垣絵、花伝社）。
22年６月より広島大学Town & Gown未来イノベーション研究
所研究員。

木
き む ら

村 文
あ や

さん
博物館研究者・リトアニア語翻訳家

詩
と
博
物
館
と

リ
ト
ア
ニ
ア
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規
模
も
小
さ
く
予
算
も
少
な
い
で
す
が
、
国
内
の
公

共
博
物
館
の
す
べ
て
が
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｓ＊

１
と
い
う
シ
ス
テ

ム
に
つ
な
が
り
、
所
蔵
品
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の

デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
化
は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
す
ご
い
こ

と
で
す
。
ま
た
〝
文
化
財
を
Ｅ
Ｕ
の
文
脈
の
な
か
に

位
置
づ
け
る
〞
こ
と
を
国
の
政
策
に
組
み
込
み
、
Ｌ

Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
欧
州
連
合
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト＊

２
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
予
算
を
獲
得
し
、
小

さ
な
博
物
館
も
取
り
残
さ
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
化
時
代

の
博
物
館
の
在
り
方
を
考
え
る
よ
い
事
例
で
す
」

　
研
究
は
コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
っ
た
が
、
リ
モ
ー
ト
で

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
人
々
は
デ
ジ
タ
ル

の
情
報
で
は
な
く
、
美
術
館
や
博
物
館
を
訪
れ
る
体

験
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
実
感
す
る
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る
博
物
館
の
役

割
は
、
ま
だ
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
過
渡
期
を

見
届
け
、
記
録
し
て
い
き
た
い
」

翻
訳
を
通
じ
て
恩
返
し

　
研
究
と
同
時
進
行
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
詩
集
や

絵
本
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
な
ど
四
冊
の
本
を
翻

訳
・
出
版
し
て
い
る
。

　
「
語
学
研
修
の
先
生
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
は
詩
の
こ

と
ば
、
詩
こ
そ
が
醍だ

い
ご
み
醐
味
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も

詩
は
言
語
に
熟
達
し
て
い
な
い
と
楽
し
め
ま
せ
ん
」

リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
学
習
す
る
手
段
は
日
本
国
内
で

は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
地
で
夏
期
語
学

研
修
と
、
体
当
た
り
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
習
得
し
た
。

　
「
研
究
の
た
め
に
五
十
館
の
博
物
館
に
電
話
を
か

け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。
地
方

の
博
物
館
で
は
英
語
が
通
じ
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
ず
自

己
紹
介
や
説
明
原
稿
を
英
語
で
書
き
、
そ
れ
を
リ
ト

ア
ニ
ア
語
にG

oogle

翻
訳
し
、
先
生
に
手
直
し
と

音
読
を
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
録
音
を
繰
り
返
し
聞

い
て
練
習
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
下
手
で
よ
く
通
じ

な
い
の
で
す
が
、
め
げ
ず
に
同
じ
こ
と
を
三
回
繰
り

返
し
て
お
願
い
し
、
メ
ー
ル
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

を
送
っ
て
も
ら
う
…
…
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
、
リ
ト

ア
ニ
ア
語
を
習
得
し
た
ん
で
す（
笑
）」

現
地
の
言
語
を
習
得
す
る
こ
と
へ
の
熱
意
の
背
景

に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
過
ご
し
た
子

ど
も
時
代
が
重
な
る
。
五
歳
か
ら
通
っ
た
マ
レ
ー
シ

ア
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
、
中
国

語
と
英
語
、
マ
レ
ー
語
の
授
業
が
あ
っ
た
が
、「
黒

板
に
書
か
れ
た
単
語
が
頭
に
入
っ
て
こ
な
く
て
」
眠

か
っ
た
。
小
学
六
年
生
か
ら
住
ん
だ
プ
ノ
ン
ペ
ン
で

は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い
て
の
日
本
語
の
情
報
は『
地

球
の
歩
き
方
』
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
当
時
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。

「
マ
レ
ー
シ
ア
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
現
地
の
文

化
が
遠
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も

心
に
、
日
本
人
だ
け
で
集
い
、
英
語
と
日
本
語
が
で

き
れ
ば
い
い
と
い
う
態
度
の
大
人
に
は
疑
問
も
感
じ

ま
し
た
。
子
ど
も
の
生
活
に
も
現
地
の
こ
と
ば
が
大

事
な
場
面
は
多
い
し
、
言
語
を
共
有
す
る
と
距
離
も

縮
ま
り
ま
す
よ
ね
。
い
ま
大
人
に
な
っ
た
私
が
翻
訳

を
し
て
い
る
の
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
面
白
さ
、
文
化

を
次
の
世
代
に
も
伝
え
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
で
す
。
研
究
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
〝
恩
返
し
〞

と
い
う
感
じ
で
す
」

（
取
材
・
文　
松
島
あ
お
い
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

マ
レ
ー
シ
ア
時
代

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル『
シ
ベ
リ
ア
の
俳
句
』の

イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
リ
ナ
板
垣
さ
ん（
右
）と

＊１　リトアニア博物館情報統合システム（the Lithuanian Integral Museum Information System）　https://www.limis.lt/en
＊２　欧州連合（EU）の文化遺産デジタル・プラットフォーム「ヨーロピアーナ」　https://www.europeana.eu/en

https://www.limis.lt/en
https://www.europeana.eu/en
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「
十
年
ご
と
に
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
い
る
」
と
い
う
中
村
祐
哉
さ
ん
。二
十

代
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
在
外
校
勤
務
だ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
教
員
の
両
親
は
、
自

宅
で
も
時
間
を
忘
れ
て
学
校
の
こ
と
を
語

り
合
っ
て
い
た
。「
教
師
っ
て
そ
ん
な
に

必
死
に
な
れ
る
仕
事
な
の
か
」
と
思
っ
た

中
村
さ
ん
は
、
自
分
も
そ
の
世
界
を
見
て

み
た
い
と
思
い
、
教
員
の
道
を
選
ん
だ
。

　

公
立
小
で
五
年
間
お
も
に
専
任
講
師
を

務
め
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
斡あ

っ
せ
ん旋

で
二
〇
一
二
年
に
上
海
日
本
人
学
校
虹
橋

校
に
赴
任
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
派
遣
先

が
中
国
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現

地
の
反
日
感
情
の
こ
と
が
気
に
な
ら
な
か

っ
た
と
い
え
ば
う
そ
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
飛
び
込
ん
で
み
る
と
上
海

の
人
た
ち
は
と
て
も
優
し
か
っ
た
。
人
懐

っ
こ
い
中
村
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
街
に
溶
け

込
ん
だ
。
到
着
三
日
目
か
ら
中
国
語
を
学

び
、
早
い
時
期
に
日
常
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
街
を

歩
き
、
語
り
合
っ
て
「
国
と
人
の
心
は
別

上
海
日
本
人
学
校
虹
橋
校
で
卒
業
を
迎
え
た

児
童
た
ち
と
中
村
さ
ん

特集

1

在
外
校
勤
務
と
私

│
│
そ
の
経
験
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　
世
界
中
の
日
本
人
学
校
と
補
習
授
業
校
に
は
、

海
外
子
女
教
育
に
情
熱
を
持
つ
先
生
た
ち
が
い
る
。

　
教
員
だ
っ
た
親
や
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
先
輩
の

姿
に
憧
れ
て
、
教
員
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し

た
く
て
、
海
外
で
自
分
の
力
を
試
し
た
く
て
、
子

ど
も
た
ち
に「
日
本
」を
届
け
た
く
て
│
│
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
で
海
外
に
飛
び
立
っ
た
先

生
た
ち
は
、
数
年
の
勤
務
を
終
え
て
日
本
に
戻
る
。

こ
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
ど
の
よ
う
に
か

か
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　
帰
国
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
躍
す
る
三
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
在
外
校
勤
務
を
語
っ
た
。

取
材
・
文
　
只
木
良
枝

二
十
代
で
感
じ
た
上
海
　

中
村
祐
哉
さ
ん
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だ
」
と
実
感
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
。
空
の
太
陽
が
か
す
む
ほ
ど
の

大
気
汚
染
、
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
激
し
い
反
日
デ
モ
、
そ
し
て
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
恐
怖
。
中
村
さ
ん
も
、

原
因
不
明
の
高
熱
が
十
日
ほ
ど
続
き
、
帰

国
治
療
を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

日
本
人
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
よ
く

い
え
ば
よ
い
子
ば
か
り
。
生
活
に
も
ゆ
と

り
が
あ
り
、
保
護
者
は
子
ど
も
の
教
育
に

も
熱
心
で
、
学
校
の
活
動
に
対
し
て
も
と

て
も
協
力
的
だ
っ
た
。

　
「
簡
単
に
『
理
想
の
ク
ラ
ス
』
が
で
き

て
し
ま
う
。
授
業
中
の
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ほ
し
い
と
思
う
発
言
が
出
ち
ゃ
う
ん
で

す
」

　

授
業
進
行
上
も
、
学
級
経
営
上
も
そ
れ

は
よ
い
こ
と
だ
。
し
か
し
「
初
め
て
の
担

任
が
こ
ん
な
に
素
敵
な
ク
ラ
ス
だ
と
、
そ

の
後
が
し
ん
ど
い
だ
ろ
う
な
」
と
も
感
じ

た
。
日
本
で
担
任
経
験
を
積
ん
で
か
ら
赴

任
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

　

現
地
校
と
の
交
流
も
盛
ん
だ
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
が
こ
と
ば
や
文
化
を
超
え
て
わ

か
り
合
う
光
景
は
新
鮮
で
、
在
外
校
の
よ

さ
を
実
感
し
た
。
教
員
と
も
仲
よ
く
な
り
、

酒
を
酌
み
交
わ
し
、
食
事
を
し
た
。
語
り

合
う
ほ
ど
に
共
感
が
深
ま
っ
た
。

　
「
教
師
と
い
う
職
に
就
く
人
は
、
世
界

中
ど
こ
で
も
同
じ
情
熱
を
持
っ
て
い
る
の

だ
な
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
」

　

上
海
日
本
人
学
校
虹
橋
校
は
、
児
童
数

が
千
人
を
超
え
る
大
き
な
学
校
。
教
員
の

出
身
地
は
ほ
ぼ
全
国
を
網
羅
し
て
い
た
の

で
、
社
会
科
な
ど
で
地
名
が
出
た
ら
、
そ

の
県
の
教
員
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
頼

む
こ
と
が
で
き
る
。
広
島
出
身
の
中
村
さ

ん
も
、
招
か
れ
て
し
ば
し
ば
原
爆
や
戦
争

と
平
和
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

校
務
の
進
め
方
が
県
に
よ
っ
て
違
う
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
各
地
の
い
い
と
こ

ろ
を
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
し
た
『
上
海
ス
タ

イ
ル
』
が
で
き
て
い
た
。
二
十
代
の
中
村

さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
協
働
は
と
て
も
刺
激

的
で
、
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
。
同
じ
学

年
の
担
任
仲
間
と
は
帰
国
後
も
つ
き
合
い

が
続
き
、
中
村
さ
ん
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
と
き
に
は
、そ
の
な
か
の
ひ
と
り
が「
顔

を
見
に
行
く
よ
」
と
隣
の
県
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
。
そ
の
人
脈
は
い
ま
で
も
宝

物
だ
。

　

二
年
間
の
勤
務
を
終
え
て
戻
っ
た
中
村

さ
ん
、
し
ば
ら
く
の
間
は
日
本
の
現
場
の

感
覚
を
取
り
戻
す
の
に
苦
労
し
た
。
特
に

戸
惑
っ
た
の
が
、俗
に
い
う
「
海
外
担
当
」

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
国
際
理
解
教
育
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
…
…
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
や
カ
タ
カ
ナ
の
も
の
は
、
な
ん
で
も
か

ん
で
も
降
っ
て
き
ま
し
た
」

　

国
際
協
力
や
国
際
理
解
の
話
を
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
徐
々
に

「
違
う
」
と
思
い
は
じ
め
た
。
上
海
で
や

っ
て
き
た
の
は
、
い
ず
れ
日
本
に
帰
る
子

ど
も
た
ち
に
向
け
た
「
日
本
と
同
じ
教

育
」。
海
外
子
女
教
育
と
国
際
理
解
教
育

は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。

　
「
海
外
経
験
を
し
て
き
た
だ
け
の
自
分

子どもたちへ：
いずれ日本に帰ることをどこかで意識しながら、海外
にいる子どもたちへ。君たちがいま住んでいる街は、
「第二の故郷」になります。日々そう思いながら、町
に出て、現地の人と接してみてください。上海日本人
学校には「泣いて日本を出る子は、泣いて上海を去る」
ということばがあります。それは、自分のいまいる場
所を大切に思えるという素晴しいことなのです。

保護者の皆さんへ：
子どもは保護者に連れられて移動するので、お子様の
生活は、自身のこと以上にご心配でしょう。日本人学
校の教員は、そういう保護者の気持ちに全力で寄り添
おうとしています。安心して学校に送り出してほしい
と思います。大丈夫、子どもたちはほんとうに強いで
す。

教員の皆さんへ：
在外校勤務は、先生ひとりのための経験ではありませ
ん。自分のキャリアアップのためだけではなく、在外
校での経験を日本に帰って還元するという視点を、海
外在勤中から、ぜひ持っていてほしいと思います。

「
中
村
先
生
は
海
外
担
当
」
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中
村
祐
哉
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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に
、
い
っ
た
い
何
が
で
き
る
ん
だ
」
と
自

問
自
答
し
た
中
村
さ
ん
は
決
意
す
る
。

　
「
周
囲
の
勘
違
い
を
、
自
分
の
力
に
変

え
よ
う
」

　

国
際
理
解
教
育
を
き
ち
ん
と
学
ぼ
う
と

考
え
た
中
村
さ
ん
は
、
二
〇
一
六
年
、
広

島
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
教
師
海
外
研
修
に

応
募
す
る
。
六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
理

論
を
学
び
、
八
月
に
は
現
地
で
十
日
間
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
帰
国
後
に
指
導
案

を
作
成
し
て
授
業
で
実
践
、
翌
年
一
月
に

研
修
会
で
発
表
す
る
と
い
う
、
ほ
ぼ
一
年

が
か
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
。
日
々
の
学

校
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
な
の
で
、
ハ
ー

ド
な
の
は
覚
悟
し
て
い
た
。
同
じ
教
員
の

妻
は
「
私
も
受
講
し
た
い
く
ら
い
」
と
応

援
し
て
く
れ
た
。

　

研
修
の
テ
ー
マ
国
は
毎
年
変
わ
り
、
そ

の
年
は
ラ
オ
ス
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
ほ

と
ん
ど
を
訪
問
し
て
い
た
が
、
ラ
オ
ス
だ

け
は
未
踏
だ
っ
た
。「
こ
れ
は
行
け
と
い

う
こ
と
だ
」
と
運
命
を
感
じ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
不
発
弾
」
に
決
め
た
。

　

ラ
オ
ス
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
に
、

不
発
弾
の
爆
破
処
理
現
場
に
立
ち
合
っ
た
。

三
〜
四
〇
〇
㍍
ほ
ど
も
離
れ
て
い
る
の
に
、

処
理
の
瞬
間
に
受
け
た
爆
風
は
、
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
強
さ
だ
っ
た
。

　
「
手
の
ひ
ら
に
載
る
く
ら
い
の
小
さ
な

爆
弾
、
し
か
も
五
十
年
も
前
の
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
時
の
も
の
。
そ
れ
が
ま
だ
威
力
を
保

っ
て
い
る
ん
で
す
」

　

爆
弾
の
音
、
風
圧
、
そ
し
て
臭
い
。「
あ

り
得
な
い
」
と
感
じ
た
。

　

広
島
出
身
の
中
村
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

原
爆
は
「
あ
た
り
ま
え
の
知
識
」
だ
。
そ

の
原
爆
よ
り
も
ず
っ
と
ず
っ
と
小
さ
な
不

発
弾
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
威
力
が
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
広
島
の
町
に
投
下
さ
れ
た

原
爆
は
ど
ん
な
に
す
さ
ま
じ
い
も
の
だ
っ

た
の
か
。
想
像
を
絶
す
る
。「
広
島
の
教

員
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
語
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
強
く
思
っ
た
。

　

ラ
オ
ス
の
不
発
弾
は
、
小
五
の
社
会
科

の
授
業
に
な
っ
た
。
工
業
製
品
を
学
ぶ
単

元
で
、
不
発
弾
処
理
の
際
に
出
た
ス
ク
ラ

ッ
プ
メ
タ
ル
か
ら
つ
く
ら
れ
た
ス
プ
ー
ン

の
実
物
を
児
童
に
見
せ
、
命
を
奪
う
工
業

製
品
（
爆
弾
）
が
、
命
を
支
え
る
工
業
製

品
（
ス
プ
ー
ン
）
に
形
を
変
え
る
こ
と
を

示
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
と
ラ
オ
ス
の
関

係
に
話
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

翌
年
、
こ
の
授
業
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
小
六
の
社
会
科
「
世
界
の
未

来
と
日
本
の
役
割
」
を
実
施
。
ラ
オ
ス
に

対
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
支
援
の
実
績
を
示
し
、
支

援
へ
の
依
存
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
な

が
ら
、「
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
国
際
支
援

と
は
何
か
」
を
問
い
か
け
た
。「
今
後
、

支
援
額
を
増
や
す
べ
き
か
否
か
」
を
め
ぐ

っ
て
ク
ラ
ス
は
真
っ
二
つ
に
分
か
れ
、
活

発
な
議
論
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　
「
教
師
の
出
番
は
な
く
な
り
、
僕
の
仕

事
は
板
書
だ
け
で
し
た
」

　

中
村
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
子
ど
も

た
ち
を
自
慢
す
る
よ
う
な
口
調
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

地
球
ひ
ろ
ば
の
国
際
理
解
教
育
／
開
発
教

育
指
導
者
研
修
を
受
け
た
。

　
「
受
講
生
は
猛
者
ぞ
ろ
い
。
講
師
も
著

名
な
研
究
者
ば
か
り
で
、鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

中
村
さ
ん
は
、
す
で
に
実
施
し
て
い
た

二
つ
の
授
業
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
付

与
し
た
。
ラ
オ
ス
は
、
国
連
が
定
め
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
項
目
に
加
え
て
、
十
八
番

目
と
し
て
「
不
発
弾
撤
廃
」
を
含
め
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
「
不
発
弾
は
、
世
界
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
な
の
か
な
？
」
そ
う
問
い
か
け
る
中

村
さ
ん
に
、
子
ど
も
た
ち
は
答
え
て
い
く
。

「
十
七
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
け
で
は
世
界
は
幸

せ
に
な
ら
な
い
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
未
完
成
。

二
〇
三
〇
年
の
ゴ
ー
ル
以
降
の
行
動
こ
そ

が
重
要
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　

批
判
的
、
客
観
的
な
思
考
、
そ
し
て
未

来
へ
の
視
座
を
獲
得
し
た
子
ど
も
た
ち
。

ラ
オ
ス
の
不
発
弾
・
国
際
支
援
の
授
業
に
、

最
後
の
一
時
間
を
つ
け
加
え
た
意
味
が
あ

っ
た
と
中
村
さ
ん
は
感
じ
た
。
そ
し
て
、

こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
も
っ
と
た
く
さ
ん

育
て
た
い
と
思
っ
た
。

　

自
分
が
授
業
で
直
接
伝
え
ら
れ
る
の
は
、

多
く
て
も
同
じ
学
年
の
一
〇
〇
人
ほ
ど
の

児
童
だ
け
。
だ
か
ら
、
中
村
さ
ん
は
積
極

的
に
発
信
す
る
こ
と
に
し
た
。
国
際
理
解

教
育
に
関
す
る
研
究
会
や
教
育
関
係
の
学

会
で
取
り
組
み
を
発
表
、
今
年
二
月
に
は

「ラオスの不発弾」を扱った授業の様子

中村さんが共著で出版した
『社会科教材の追究』
https://www.toyokan.
co.jp/products/4757

ラ
オ
ス
の

不
発
弾
と
の
出
会
い

こ
れ
か
ら
が
本
番

https://www.toyokan.co.jp/products/4757


月刊 海外子女教育 2022.87

校
の
人
事
の
都
合
で
四
年
間
の
勤
務
と
な

っ
た
が
、
家
族
と
も
ど
も
大
歓
迎
だ
っ
た
。

　

派
遣
当
時
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
日
本
人
学
校

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
か
ら
分

か
れ
る
形
で
創
立
さ
れ
て
十
一
年
を
迎
え

て
い
た
。
児
童
生
徒
一
二
〇
人
程
度
、
派

遣
教
員
は
十
人
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

国
境
の
橋
を
渡
っ
た
ら
大
都
会
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
だ
。
設
立
当
初
は
、
在
留
日
本
人

の
な
か
に
そ
ち
ら
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う

空
気
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
マ
レ
ー

シ
ア
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
好
き
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
、
代
々
の
教
員
は
地
元

理
解
の
教
材
を
精
力
的
に
作
成
し
て
い
た
。

　
「
現
地
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が

国
際
理
解
の
第
一
歩
。
確
か
に
そ
の
通
り

な
ん
で
す
が
…
…
」

　

勤
務
四
年
目
の
七
月
。
現
地
校
と
、
サ

ッ
カ
ー
の
交
流
試
合
を
日
本
人
学
校
で
行

っ
た
。
試
合
を
終
え
て
現
地
校
チ
ー
ム
が

帰
ろ
う
と
し
た
と
き
、
突
然
、
子
ど
も
た

ち
が
叫
び
だ
し
た
。

　
「
礼
儀
知
ら
ず
」「
二
度
と
来
る
な
」「
帰

れ
」
…
…
。
も
っ
と
ひ
ど
い
、
聞
く
に
耐

え
な
い
こ
と
ば
も
あ
っ
た
。
周
囲
の
子
ど

も
た
ち
も
ざ
わ
つ
い
て
い
た
。

　
「
最
初
は
、
何
が
起
こ
っ
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

　

夢
中
で
子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
飛
び
込

み
、
叫
ん
で
い
た
ふ
た
り
の
女
子
を
連
れ

だ
し
て
叱
責
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
国
際
交

流
を
楽
し
ん
で
き
た
子
ど
も
た
ち
が
ど
う

し
て
│
│
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

は
無
意
味
だ
っ
た
の
か
│
│
。
怒
り
、
絶

望
、
そ
し
て
、
ひ
た
す
ら
悲
し
か
っ
た
。

　
「
何
が
原
因
で
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ

た
の
か
、
そ
の
と
き
深
く
理
解
で
き
て
い

な
か
っ
た
ん
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
申

し
わ
け
な
い
こ
と
を
し
ま
し
た
」

　

こ
と
の
発
端
は
、
試
合
後
の
両
チ
ー
ム

の
握
手
だ
っ
た
。
現
地
校
の
子
ど
も
た
ち

が
、
日
本
人
学
校
の
女
子
と
は
握
手
を
せ

ず
に
、
手
を
パ
ン
と
は
た
い
た
の
だ
と
い

う
。
長
年
交
流
を
続
け
て
き
た
が
、
初
め

て
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
の
教
え
で
は
、
女
性
と
握
手

す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

現
地
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
女
子
児
童
と

の
握
手
を
避
け
た
の
だ
。
き
っ
と
厳
格
に

共
著
書
籍
も
出
版
し
た
。

　

た
ん
な
る
既
製
の
指
導
案
と
し
て
使
う

だ
け
で
は
な
く
、
授
業
の
外
枠
を
参
考
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
中
村
さ
ん
の
願

い
だ
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま

ね
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
。
で
も
素
材
を

は
め
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
授
業
は
つ

く
り
手
の
も
の
に
な
り
、
よ
り
児
童
に
寄

り
添
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
ね
」

　

今
年
四
月
に
は
、
小
学
校
の
現
場
を
い

っ
た
ん
離
れ
、
広
島
大
学
教
職
大
学
院
に

入
学
し
た
。
来
年
度
は
教
員
と
学
生
を
両

立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
い
ま
が
踏
ん

張
り
ど
き
な
の
だ
そ
う
だ
。
授
業
を
受
け
、

文
献
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
学
会

発
表
の
準
備
に
追
わ
れ
る
、
多
忙
で
充
実

し
た
毎
日
だ
。

　
「
上
海
に
行
か
な
か
っ
た
ら
、
い
ま
こ

ん
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
て
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
ね
」

　

専
門
職
修
士
課
程
修
了
と
い
う
三
十
代

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
ど
う
や
ら
ク
リ
ア
で

き
そ
う
だ
。
こ
の
先
、
四
十
代
、
五
十
代

の
中
村
先
生
は
、
ど
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
、
ど
ん
な
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。

　
「
教
師
と
し
て
は
、
こ
こ
か
ら
が
新
た

な
フ
ェ
ー
ズ
で
す
」

　

頼
も
し
い
笑
顔
の
中
村
さ
ん
。す
で
に
新

し
い
授
業
の
構
想
を
練
り
は
じ
め
て
い
る
。

　

大
学
時
代
に
、
父
親
の
勤
務
先
だ
っ
た

マ
ド
リ
ッ
ド
日
本
人
学
校
を
訪
問
し
た
。

い
き
い
き
と
勤
務
す
る
教
員
の
姿
が
印
象

的
で
、
い
つ
か
は
自
分
も
と
思
っ
て
い
た

福
森
真
一
さ
ん
。
小
学
校
教
員
と
し
て
経

験
を
重
ね
、
二
〇
〇
七
年
、
三
十
八
歳
の

と
き
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
日
本

人
学
校
に
赴
任
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
々
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
特
に
小
さ
い
子
に
優
し
い
。
福
森
家

の
生
後
三
カ
月
の
息
子
は
ど
こ
へ
行
っ
て

も
人
気
の
的
で
、
お
か
げ
で
町
に
早
く
溶

け
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

タ
ク
シ
ー
で
ぼ
っ
た
く
ら
れ
た
り
、
市

場
で
怪
し
い
人
物
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
約

束
の
時
間
に
も
の
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

思
い
通
り
に
行
か
な
い
こ
と
も
多
い
。
腹

を
立
て
た
り
、
い
ら
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
な
ん
だ
か
ら
、
こ
れ

で
よ
し
と
し
よ
う
」
と
考
え
て
流
し
て
い

た
。
そ
れ
で
十
分
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
生
活

は
楽
し
く
、
充
実
し
て
い
た
。
日
本
人
学

ジョホール日本人学校で教
きょうべん

鞭をとる福森さん

「
こ
こ
は
、こ
う
い
う
と
こ
ろ
」

福
森
真
一
さ
ん
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教
え
を
守
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
に
思

い
を
馳は

せ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
も
な
い

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
の
行
為
は

と
て
も
無
礼
な
も
の
に
思
え
た
の
だ
。
加

え
て
、
飲
み
干
し
た
ジ
ュ
ー
ス
の
ゴ
ミ
を
、

ご
く
自
然
に
校
庭
に
捨
て
る
姿
な
ど
か
ら
、

日
ご
ろ
の
現
地
へ
の
不
満
や
偏
見
も
重
な

り
、
怒
り
の
あ
ま
り
叫
び
だ
し
た
と
い
う

こ
と
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
「
い
ま
の
国
際
理
解
教
育
だ
け
で
は
、

こ
の
事
態
は
解
決
し
な
い
。
こ
れ
ま
で
触

れ
て
こ
な
か
っ
た
現
地
へ
の
不
満
に
つ
い

て
扱
お
う
」
と
考
え
た
福
森
さ
ん
は
、
数

日
後
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
担
任

し
て
い
た
小
六
の
子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か

け
た
。

　
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
日
常
生
活
の
な
か
で
、

な
ん
で
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
る
こ
と

と
か
、
こ
れ
は
イ
ヤ
だ
な
と
思
う
こ
と
、

あ
る
よ
ね
。
全
部
出
し
て
み
よ
う
」

　

ク
ラ
ス
の
十
二
人
全
員
か
ら
発
言
が
相

次
ぎ
、
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
様
子
に
、

「
自
分
は
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
も
思
っ
た
。

ま
と
め
て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
日
々

感
じ
て
い
る
違
和
感
や
嫌
悪
感
は
、
三
十

項
目
以
上
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
日
本
人
学
校
の
現
地
採
用
事
務

職
員
に
頼
み
、
授
業
に
参
加
し
て
も
ら
っ

た
。
日
本
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
日
本
語

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
習
慣
や
考
え
方

を
理
解
し
て
く
れ
る
人
た
ち
だ
。
彼
女
た

ち
に
違
和
感
の
事
例
に
つ
い
て
問
い
か
け

る
と
、
意
外
な
答
が
返
っ
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
約
束
の
時
間
に
遅
れ
る
の
は
、

先
方
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
配

慮
し
て
の
ふ
る
ま
い
で
、
む
し
ろ
三
十
分

程
度
は
遅
れ
て
い
く
の
が
礼
儀
だ
と
い
う
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
違
和

感
の
あ
る
事
柄
に
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
に

ま
ず
驚
き
、
次
に
「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」

と
納
得
、
ホ
ッ
と
し
て
、
ス
ッ
キ
リ
し
た

表
情
に
な
っ
た
。

　
「
そ
の
反
応
は
劇
的
で
し
た
。
わ
だ
か

ま
り
が
ほ
ど
け
て
い
く
感
覚
を
、
い
っ
し

ょ
に
私
も
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　

一
学
期
の
終
わ
り
ま
で
に
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
四
時
間
を
使
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
そ
し
て
最

終
的
に
は
、「
違
和
感
を
持
っ
た
ら
聞
い

て
み
た
ら
い
い
ん
だ
」
と
い
う
行
動
指
針

に
決
着
し
た
。

　

最
初
か
ら
そ
の
結
論
に
落
ち
着
く
と
い

う
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

と
、
福
森
さ
ん
は
言
う
。
児
童
に
「
日
常

で
感
じ
る
イ
ヤ
な
と
こ
ろ
」
を
吐
露
さ
せ
、

マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
い
ら
だ
ち
を
直
視
さ
せ

る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、
大
き
な
冒
険
で

も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
研
究
主
任
と
し
て
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
立
ち
上
げ
た
経
験

の
あ
る
福
森
さ
ん
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
く

「
ど
こ
に
た
ど
り
つ
く
か
わ
か
ら
な
い
が
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
事

実
を
も
と
に
深
く
考
え
る

こ
と
に
価
値
が
あ
る
」
と

腹
を
く
く
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
進
め
る
に
は
、
ま

ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
象
へ
の
怒
り

や
い
ら
だ
ち
、
困
惑
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
共

感
し
て
い
る
事
実
が
必
要

だ
っ
た
。「
自
分
も
き
っ

と
そ
う
感
じ
る
」
こ
と
を

前
提
に
し
て
は
じ
め
て
、

子どもたちへ：
近い将来、皆さんは、海外でも日本でも、他国の人々
といっしょに仕事をしたり、同じコミュニティーで生
活したりすることがかならずあると思います。そん
なときは、相手の自分たちとの違いを怖がらずに、
質問してみることでお互いの未来を拓

ひら

くことができ
ます。相手をひとりの人として尊重し、一歩踏み込
んで、笑顔で質問してみましょう。「私はあなたのこ
とをわかりたいのです。どうしてそうするのですか？」

保護者の皆さんへ
お子さんは、将来、きっと世界をつなぐ人材となり
ます。そこで、意識していただきたいのは皆さんの
思いがかならずお子さんへ伝わるということです。
いまお住まいの国とその国の人々への思いも伝わり
ます。その国の抱える課題だけでなく、プラスの部
分への評価や働く人々への思いやり、人々の言動の
背景への深い思慮も伝わることを願っています。

教員の皆さんへ：
国際理解のための教材集（※）をつくりました。派遣
中の皆さんなら、私たちが意図していることをご理
解いただけると思います。そして、ぜひ一歩踏み込
んで現地のかたに質問し、感じていた違和感が理解
に変わる貴重な体験をしてみてください。そこには
きっと日本のよさと課題が潜んでいるのだと思いま
す。帰国後は、先生の体験をいろいろな形で発信し
てください。それが在外校で勤務した私たちの使命
だと思います。
※ 第2版のエピソードも募集しています。ご協力い
ただけると幸いです。エピソードはこちらまで　
kagoshimakenkaiken@gmail.com
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日
本
人
と
し
て
の
問
が
で
き
た
。
そ
し
て

「
じ
つ
は
こ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
事
実
を

知
っ
た
と
き
、
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
た
ち

は
深
く
考
え
、「
自
分
た
ち
が
勝
手
に
思

い
込
ん
で
い
た
だ
け
だ
っ
た
」
こ
と
に
気

づ
い
た
。
す
べ
て
の
違
和
感
の
も
と
に
同

じ
原
因
が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。
そ

う
し
て
、「
違
和
感
を
持
っ
た
ら
理
由
を

聞
け
ば
い
い
」
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
「
違
和
感
か
ら
逃
げ
ず
に
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
た
ら
わ
か
り
合
え
る
と
い
う
こ

の
経
験
を
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に

さ
せ
た
い
。
い
や
、
間
違
い
な
く
必
要
だ

か
ら
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
、
と
思
い
ま

し
た
」

　

こ
の
経
験
を
す
る
た
め
に
、
自
分
に
は

ジ
ョ
ホ
ー
ル
日
本
人
学
校
の
四
年
目
が
あ

っ
た
、
と
福
森
さ
ん
は
言
う
。

　

帰
国
後
に
着
任
し
た
鹿
児
島
の
小
学
校

で
、
道
徳
教
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
輩

と
出
会
っ
た
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

道
徳
教
育
の
素
材
と
し
て
「
違
和
感
」
を

使
っ
て
み
た
。

　
「
日
本
人
の
美
徳
」
に
つ
い
て
の
題
材

で
、
留
学
生
か
ら
の
疑
問
「
日
本
人
は
、

な
ぜ
車
が
通
っ
て
な
く
て
も
赤
信
号
を
守

る
の
？
」
を
紹
介
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
理

由
を
尋
ね
て
く
る
人
に
は
好
感
が
持
て

る
」「
批
判
す
る
人
と
は
友
達
に
な
り
た

く
な
い
」
と
言
う
。
そ
こ
で
、「
立
場
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
考
え
て
み
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。
す
る
と
、「
自
分
の
基
準
で

一
方
的
に
相
手
を
批
判
す
る
前
に
、『
な

ぜ
そ
う
す
る
の
か
』
と
聞
い
て
み
た
ら
い

い
」
と
気
づ
く
。

　

こ
の
授
業
を
ま
と
め
た
論
文
は
高
い
評

価
を
受
け
た
。
手
ご
た
え
を
感
じ
た
福
森

さ
ん
は
、
違
和
感
を
テ
ー
マ
に
、
誰
で
も

使
え
る
教
材
を
整
備
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
「
一
つ
の
実
践
例
で
は
教
育
は
変
わ
ら

な
い
。
ほ
ん
と
う
に
変
え
よ
う
と
思
う
の

な
ら
、
日
本
中
の
先
生
が
た
が
誰
で
も
い

つ
で
も
使
え
る
教
材
が
必
要
で
す
か
ら
」

　

し
か
し
、
自
分
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
体
験

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
ま
た
こ
れ
は
自
分

だ
け
が
感
じ
て
い
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

鹿
児
島
県
の
海
外
子
女
教
育
・
国
際
理
解

教
育
研
究
協
議
会
の
仲
間
に
声
を
か
け
て

み
た
。
す
る
と
、
次
々
に
事
例
が
寄
せ
ら

れ
て
き
た
。

　
「
た
と
え
ば
中
国
の
あ
る
地
方
で
は
、

お
釣
り
の
小
銭
を
台
に
バ
ン
と
叩た

た

き
つ
け

て
渡
す
の
で
す
が
、
そ
れ
が
不
愉
快
だ
っ

た
と
い
う
事
例
。
そ
の
理
由
は
、
偽
金
の

可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
叩
き
つ
け
て
音
が

す
れ
ば
本
物
。
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
だ

っ
た
ん
で
す
よ
」

　

ク
イ
ズ
の
種
明
か
し
を
す
る
よ
う
な
表

情
で
、
福
森
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　
「『
海
外
生
活
あ
る
あ
る
』
っ
て
言
い
ま

す
よ
ね
。
そ
の
『
あ
る
あ
る
』
を
『
こ
ん

な
も
ん
だ
よ
ね
』
で
済
ま
せ
る
の
で
は
な

く
、『
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
こ
と
か
』
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
相
互
理
解
が
進

む
。
そ
こ
に
共
感
し
て
く
だ
さ
る
先
生
が

た
が
、
た
く
さ
ん
い
た
ん
で
す
」

　

集
ま
っ
て
き
た
事
例
を
ま
と
め
、
二
〇

二
一
年
の
海
外
子
女
教
育
・
国
際
理
解
教

育
研
究
協
議
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
合

わ
せ
て
、
教
材
『
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和
感

か
ら
学
ぶ
国
際
理
解
の
た
め
の
教
材
集
』

を
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
公
開

し
た
。

　

教
材
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
施
し
た
。

授
業
の
な
か
に
手
軽
に
挿
入
で
き
る
よ
う

に
、
一
枚
の
シ
ー
ト
に
「
違
和
感
の
例
」

と
そ
の
理
由
を
ま
と
め
、
単
体
で
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
で
配
布

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
あ
え
て
ペ
ー
ジ

番
号
も
付
さ
な
か
っ
た
。

　

現
在
勤
務
し
て
い
る
学
校
の
教
員
か
ら

は
「
虫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
面
白
い
」
と
言

わ
れ
た
。「
そ
れ
は
、
後
ろ
の
方
の
ペ
ー

ジ
な
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
全
部
読
ん
で
く
れ

た
ん
だ
な
と
」
と
笑
う
福
森
さ
ん
。
福
森

さ
ん
自
身
が
授
業
で
使
う
こ
と
も
あ
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
、
よ
く
考
え
て
く
れ
ま

す
。
ジ
ョ
ホ
ー
ル
日
本
人
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
『
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
』
と
納
得
し

た
と
き
と
同
じ
目
を
し
て
い
ま
す
ね
」

　

授
業
の
あ
と
で
、
配
布
し
た
冊
子
を
子

ど
も
た
ち
が
読
み
物
の
よ
う
に
楽
し
く
読

ん
で
い
た
の
は
、
う
れ
し
い
予
想
外
だ
っ

た
。

　

第
二
版
制
作
に
向
け
て
、
す
で
に
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
募
集
し
は
じ
め
て
い
る
。
低
学

年
が
使
え
る
よ
う
に
ル
ビ
を
ふ
り
た
い
、

掲
載
す
る
国
の
数
や
事
例
を
増
や
し
た
い
、

解
説
書
も
つ
く
り
た
い
と
構
想
は
広
が
る
。

そ
し
て
在
外
校
勤
務
中
や
派
遣
前
の
教
員

と
も
つ
な
が
り
た
い
。

そ
の
人
た
ち
に
こ
そ
、

知
っ
て
ほ
し
い
、
使
っ

て
ほ
し
い
教
材
だ
。

　

い
ま
五
十
代
の
半
ば
。

今
年
か
ら
県
の
海
外
子

女
教
育
・
国
際
理
解
教

育
研
究
協
議
会
の
副
会

長
に
な
っ
た
。
し
ば
ら

『
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和
感
か
ら
学
ぶ
国
際
理
解
の
た
め
の
教
材
集
』

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

誰
で
も
使
え
る
よ
う
に
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経
営
学
を
専
攻
し
て
い
た
大
学
時
代
は
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
志
し
た
。
一
方
で

教
員
の
道
も
見
え
て
い
た
。

　
「
日
本
人
学
校
な
ら
、
二
つ
の
夢
が
同

時
に
実
現
す
る
。
だ
か
ら
教
員
に
な
る
前

か
ら
、
在
外
校
勤
務
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
」
森
宏
介
さ
ん
は
笑
う
。

　

福
岡
市
の
小
学
校
に
採
用
さ
れ
、
数
年

間
夢
中
で
社
会
科
指
導
法
を
学
ん
だ
。
や

が
て
社
会
科
の
研
究
校
に
引
き
抜
か
れ
た
。

三
年
後
に
研
究
発
表
会
を
無
事
終
え
て
、

よ
う
や
く
派
遣
教
員
に
応
募
。
一
九
九
二

年
に
ソ
ウ
ル
日
本
人
学
校
へ
赴
任
し
た
。

く
は
、
校
長
と
し
て
も
忙
し
い
日
々
が
続

き
そ
う
だ
。
そ
の
後
を
問
う
と
、
即
答
だ

っ
た
。

　
「
シ
ニ
ア
派
遣
で
も
う
一
度
在
外
校
に

行
き
た
い
で
す
。
行
く
つ
も
り
で
す
」

　

す
べ
て
は
違
和
感
か
ら
始
ま
る
。
違
和

感
か
ら
目
を
背
け
な
い
こ
と
で
、
わ
か
り

合
え
る
こ
と
は
こ
ん
な
に
大
き
い
。
そ
れ

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
福
森
さ
ん
の
旅

は
、
ま
だ
ま
だ
続
く
。

　

第
一
印
象
は
「
近
い
な
あ
」
だ
っ
た
。

じ
つ
は
福
岡
か
ら
の
距
離
は
、
東
京
よ
り

も
ソ
ウ
ル
の
方
が
は
る
か
に
近
い
。

　

赴
任
前
研
修
の
会
場
に
、
各
地
の
日
本

人
学
校
が
発
行
し
た
副
読
本
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
ソ
ウ
ル
の
も
の

が
見
当
た
ら
な
い
。「
よ
し
、
オ
レ
が
つ

く
っ
て
や
ろ
う
」
と
意
気
込
ん
だ
森
さ
ん

は
、
着
任
早
々
に
提
案
し
た
。

　
「
で
も
、
じ
つ
は
あ
っ
た
。
現
地
で
発

行
さ
れ
て
い
る
地
図
を
使
っ
た
の
が
問
題

視
さ
れ
て
、
お
蔵
入
り
に
な
っ
て
い
た
ん

で
す
」

　

日
韓
が
抱
え
る
領
土
問
題
の
存
在
を
突

き
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
た
。

　

現
地
の
生
活
に
慣
れ
る
間
も
な
く
校
務

に
追
わ
れ
た
。
韓
国
語
は
「
英
語
か
日
本

語
わ
か
る
人
い
ま
せ
ん
か
」
だ
け
を
覚
え
、

電
話
も
英
語
と
日
本
語
で
乗
り
切
っ
て
い

た
。

　

九
月
の
運
動
会
前
夜
、
妻
が
産
気
づ
い

た
。
と
こ
ろ
が
夜
の
病
院
で
は
、
英
語
も

日
本
語
も
ま
っ
た
く
通
じ
な
か
っ
た
。
友

人
を
呼
び
出
し
、
電
話
越
し
に
通
訳
し
て

も
ら
っ
た
。

　
「
翌
日
、
運
動
会
の
最
中
に
『
森
先
生

に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
』
と
ア
ナ

ウ
ン
ス
さ
れ
て
、
そ
れ
で
娘
の
誕
生
を
知

り
ま
し
た
」

　

韓
国
語
が
で
き
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
っ

た
森
さ
ん
は
一
念
発
起
し
て
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
た
。
韓
国
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
と
生
活
の
質
は
大
幅
に
向
上
。
現

地
の
学
校
と
の
交
流
で
も
、
自
分
の
こ
と

ば
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
。
や

が
て
、
森
さ
ん
は
韓
国
の
教
科
書
の
翻
訳

を
思
い
立
つ
。
日
韓
で
、
同
じ
事
象
を
ま

っ
た
く
違
う
視
点
か
ら
見
て
い
る
。
社
会

科
の
貴
重
な
教
材
と
し
て
森
さ
ん
の
宝
物

に
な
っ
た
。

　

ソ
ウ
ル
市
は
北
朝
鮮
国
境
か
ら
二
十
㌔

㍍
ほ
ど
。
両
国
の
関
係
が
悪
化
し
た
と
き

に
は
、
日
本
人
学
校
の
地
下
に
あ
る
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

の
使
用
を
想
定
し
て
準
備
し
た
。
帰
国

者
が
相
次
ぎ
、
毎
日
の
よ
う
に
転
出
書
類

を
書
い
た
。

　

こ
の
と
き
は
危
機
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、

半
年
ほ
ど
た
っ
て
金
日
成
主
席
が
死
去
。

週
末
で
旅
行
中
だ
っ
た
森
さ
ん
は
、
あ
わ

て
て
ソ
ウ
ル
に
飛
ん
で
帰
っ
た
。

　

こ
の
国
で
は
、
戦
争
が
す
ぐ
身
近
に
あ

る
。
近
い
と
思
っ
た
国
は
、
や
は
り
異
国

だ
っ
た
。

　
「
ソ
ウ
ル
の
経
験
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
く
ら
い
大
き
か
っ
た
」
と
森
さ
ん
は
言

う
。

　

帰
国
後
は
異
文
化
理
解
教
育
が
広
が
っ

た
時
期
で
、
地
元
の
国
際
交
流
協
会
と
い

っ
し
ょ
に
教
材
を
開
発
し
た
。
ア
ジ
ア
太

平
洋
こ
ど
も
会
議
イ
ン
福
岡
や
日
韓
子
ど

も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
か
か
わ
り
、
こ
ど

も
会
議
の
代
表
と
し
て
、
来
日
し
た
盧
武

鉉
大
統
領
と
の
「
市
民
一
〇
〇
人
と
の
対

話
」
に
出
席
し
た
こ
と
も
あ
る
。
韓
流
ブ

ー
ム
も
あ
っ
て
、
韓
国
通
の
森
さ
ん
の
活

躍
の
場
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ソウル日本人学校３年竹組のみんなと森さん

韓
国
歴
史
教
科
書
、そ
の
翻
訳
、そ
し
て
翻
訳
に
使
っ
た
辞
書

近
く
て
遠
い
国

行
き
た
い
と

思
え
る
学
校
に

森
宏
介
さ
ん
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ソ
ウ
ル
で
の
経
験
か
ら
、
森
さ
ん
は
、

日
本
経
済
の
下
支
え
の
た
め
に
は
、
在
外

教
育
施
設
の
安
定
が
必
須
だ
と
考
え
て
い

た
。
自
分
も
い
つ
か
管
理
職
と
し
て
学
校

経
営
に
か
か
わ
っ
て
み
た
い
。
学
生
時
代

に
学
ん
だ
経
営
学
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論

が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
教
頭
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

学
校
に
募
集
要
項
が
届
い
た
。
開
い
て
み

る
と「
派
遣
予
定
教
頭
一
名
」と
あ
る
。「
行

け
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
、出
願
し
た
。

　

今
回
も
ア
ジ
ア
が
い
い
な
、
と
ぼ
ん
や

り
思
っ
て
い
た
。
一
〇
〇
人
く
ら
い
の
小

さ
な
日
本
人
学
校
で
、
自
分
も
教
壇
に
立

ち
な
が
ら
学
校
経
営
を
し
た
い
│
│
。
と

こ
ろ
が
行
き
先
は
日
本
人
学
校
で
は
な
く
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
補
習
授
業
校
だ
っ
た
。
補

習
授
業
校
は
土
曜
日
や
日
曜
日
、
放
課
後

な
ど
に
日
本
の
国
語
等
の
授
業
を
行
う
学

校
で
、教
員
は
ほ
ぼ
現
地
採
用
だ
。聞
け
ば
、

困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
だ
っ
た
ら
い
ま
以
上
は
悪
く
な
ら
な

い
だ
ろ
う
、
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
」

　

二
〇
〇
六
年
、
い
ざ
赴
任
し
て
教
員
や

保
護
者
と
話
を
し
て
み
る
と
、「
意
外
に

悪
く
な
い
」
と
感
じ
た
。
運
営
委
員
会
に

ま
ず
自
分
を
信
頼
し
て
も
ら
い
、
保
護
者

を
巻
き
込
ん
で
目
指
す
学
校
の
姿
を
語
り

か
け
た
。
た
だ
、
教
員
に
対
し
て
は
、小

学
校
教
頭
の
キ
ャ
リ
ア
を
武
器
に
し
よ
う

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
」

　

教
員
研
修
で
は
率
先
し
て
示
範
授
業
を

し
て
、
指
導
案
も
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
た
。

経
験
の
浅
い
教
員
に
は
「
授
業
の
上
手
下

手
よ
り
も
、
子
ど
も
の
こ
と
を
思
う
気
持

ち
」
と
励
ま
し
た
。
徐
々
に
森
さ
ん
に
共

感
す
る
声
が
増
え
て
き
た
。

　

補
習
授
業
校
の
校
長
の
仕
事
は
、
想
像

を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
だ
っ
た
。
教
頭

兼
教
務
主
任
兼
事
務
職
員
兼
用
務
員
、
代

講
で
教
壇
に
も
立
つ
。
補
習
授
業
校
の
授

業
時
間
数
は
少
な
く
、
教
員
も
プ
ロ
で
は

な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
限
界
を
感
じ
な
が
ら

学
校
運
営
を
進
め
る
う
ち
に
、
補
習
授
業

校
の
あ
る
べ
き
姿
が
見
え
て
き
た
。
そ
れ

は
、
日
本
語
に
触
れ
る
こ
と
、
日
本
文
化

を
体
験
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
同
じ
悩
み

や
苦
し
み
を
持
っ
て
い
る
子
と
交
流
で
き

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も

補
習
授
業
校
が
「
行
き
た
い
」
と
思
え
る

場
所
で
な
い
と
い
け
な
い
。

　
「
だ
っ
て
、
苦
し
い
と
思
っ
て
い
る
子

が
学
ぶ
わ
け
が
な
い
で
し
ょ
う
」

　

年
度
末
に
進
級
テ
ス
ト
を
導
入
し
、
入

学
基
準
を
厳
し
く
す
る
な
ど
の
学
校
改
革

を
し
た
。「
で
き
る
子
」
ば
か
り
を
集
め

よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
補
習
授
業

校
で
提
供
す
る
教
育
と
は
何
か
を
考
え
た

結
果
だ
っ
た
。

　

精
力
的
に
改
革
を
進
め
な
が
ら
も
、
森

さ
ん
は
孤
独
を
味
わ
っ
て
い
た
。
学
校
運

営
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い

の
だ
。
す
ぐ
そ
ば
に
日
本
人
学
校
も
あ
る

が
、
補
習
授
業
校
の
悩
み
は
補
習
授
業
校

に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
派
遣
教
員
の
い
な

い
小
さ
な
補
習
授
業
校
か
ら
、
教
員
研
修

を
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
「
ど
こ
も
悩
ん
で
い
る
。
課
題
を
共
有

し
て
、
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
│
│
北
米
の
補
習
授
業
校
校
長
会

に
参
加
し
て
ま
す
ま
す
交
流
が
必
要
だ
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
翌
年
、
ア
ジ
ア

大
洋
州
補
習
授
業
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

子どもたちへ：
海外の学校で学ぶという特別な経験を大切にしまし
ょう。また、それを生かしてこれからの人生を切り
開いてください。才能を開花させ、世界を救うヒー
ローになってくれることを期待しています。

保護者の皆さんへ：
口幅ったいことを言うようですが、保護者の願いや
思いが強すぎると子どもを苦しめる結果になりがち
です。現地校・インターナショナルスクールと補習
授業校の学びの両立。それは親子共にきわめて厳し
い選択です。過重な負担にならないよう配慮すると
ともに子どもの気持ちになって学びの場を選んであ
げてください。また、つねに子どもが発するサイン
に注意しながら、必要に応じて立ち止まったり、撤
退する勇気を持ってほしいと思います。

教員の皆さんへ：
自分の海外経験を持ち帰って、帰国後に活躍してく
れる先生は少数派です。在外経験を個人の財産にと
どめれば、せっかくの貴重な体験がその先生に直接
接する子どもにしか伝わりません。教材をつくる、研
究会で発表するなど、さまざまな機会を通して国際
教育の推進役になっていただきたいと願っています。
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森 宏 介 さんからのメッセージ
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帰
国
し
て
小
学
校
の
校
長
に
な
っ
て
か

ら
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
補
習
授
業
校
で
出

会
っ
た
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
は
頭

を
離
れ
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
継
承
語

と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
存

在
だ
。
そ
ん
な
子
た
ち
の
力
に
な
り
た
い

と
考
え
、
日
本
語
教
師
養
成
講
座
に
通
う

こ
と
に
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
異
動
に

な
る
。
行
き
先
は
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ス
ラ

ム
圏
出
身
の
外
国
人
が
全
校
の
三
割
を
占

め
る
小
学
校
。
学
校
に
は
福
岡
市
日
本
語

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
、
そ
こ
の

初
代
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
し
て
日
本
語
教

育
に
も
奔
走
し
た
。

　

い
つ
か
も
う
一
度
在
外
校
へ
と
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
母
親
の
認
知
症
が
進
み

断
念
。
そ
の
ま
ま
定
年
を
迎
え
、
退
職
後

は
再
任
用
で
校
長
を
務
め
て
い
た
。
そ
ん

な
森
さ
ん
に
、
あ
る
日
妻
が
「
お
母
さ
ん

の
こ
と
は
任
せ
て
、
行
っ
て
い
い
よ
。
行

き
た
い
ん
で
し
ょ
」
と
、
声
を
か
け
た
。

　
「
き
っ
と
私
が
寂
し
そ
う
に
し
て
い
た

ん
で
し
ょ
う
ね
」

　

妻
の
心
遣
い
に
感
謝
し
な
が
ら
、
二
〇

一
九
年
春
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
補
習
授

業
校
に
赴
任
し
た
。
日
本
人
学
校
の
校
舎

の
一
室
が
事
務
所
で
教
室
も
借
用
し
て
い

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
違
い
、
授
業
日
は
朝

六
時
に
事
務
所
で
荷
物
を
車
に
積
み
、
借

用
校
へ
向
か
う
。
倉
庫
か
ら
机
と
椅
子
を

出
し
て
教
室
ま
で
運
ぶ
の
も
、
校
長
の
仕

事
だ
っ
た
。「
十
歳
若
け
れ
ば
な
ぁ
」
と

思
っ
た
。

　

児
童
生
徒
数
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ほ
ぼ

倍
の
七
〇
〇
人
。
運
営
形
態
も
違
い
、
設

立
主
体
は
保
護
者
。

　

世
界
の
中
枢
機
関
が
集
中
す
る
土
地
だ

け
に
、
教
員
の
な
か
に
は
高
学
歴
者
も
少

な
く
な
い
。
日
本
を
離
れ
て
長
か
っ
た
り

し
て
、
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
が
合
わ
な

い
人
も
い
た
。
森
さ
ん
は
丁
寧
に
対
話
を

し
て
い
っ
た
。
長
年
の
現
場
、
特
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
補
習
授
業
校
の
何
た
る
か
を

考
え
て
格
闘
し
た
経
験
が
生
き
た
。

　

よ
う
や
く
学
校
の
基
礎
が
固
ま
っ
て
き

た
と
感
じ
は
じ
め
た
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
北
米
に
及
ん
だ
。

　
「
仕
事
、
生
活
、
学
校
運
営
、
教
育
研

究
の
す
べ
て
が
変
わ
り
ま
し
た
」

　

卒
業
式
も
で
き
な
か
っ
た
。
三
月
の
時

点
で
、
来
年
度
一
年
間
は
学
校
を
開
け
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
た
。

　

し
ば
ら
く
検
討
し
た
の
ち
に
、
運
営
委

員
会
で
学
校
を
継
続
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
そ
の
と
き
に
は
森
さ
ん
は
す
で
に

オ
ン
ラ
イ
ン
双
方
向
授
業
の
具
体
的
な
方

法
を
ま
と
め
て
い
て
、
間
髪
を
入
れ
ず
に

提
案
。
す
ぐ
に
実
施
に
向
け
て
具
体
的
に

動
き
だ
し
た
。

　

教
員
の
な
か
に
は
、
当
初
温
度
差
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
合
意
し
た
あ

と
は
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
走
っ
て
く

れ
た
。
誰
か
が
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と

他
も
続
き
、
見
る
見
る
う
ち
に
授
業
の
質

が
高
ま
っ
て
い
く
。
夏
休
み
明
け
か
ら
は
、

授
業
数
を
倍
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

補
習
授
業
校
と
家
庭
学
習
の
連
携
は
、

森
さ
ん
の
か
ね
て
か
ら
の
持
論
で
も
あ
っ

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
開
始
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
前
後
に
ど
の
よ
う
に
家
庭
学
習

を
組
み
合
わ
せ
る
か
を
図
示
し
て
学
校
だ

よ
り
に
掲
載
、
保
護
者
と
意
識
を
共
有
し

た
。
は
か
ら
ず
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
校
と

家
庭
が
連
携
し
て
取
り
組
む
学
び
の
大
切

さ
が
家
庭
に
も
伝
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
「
ほ
ん
と
う
に
保
護
者
も
先
生
も
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た
と
思
う
」
と
、
森
さ
ん
は

し
み
じ
み
と
ふ
り
返
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
補

習
授
業
校
は
激
動
の
二
〇
二
〇
年
を
無
事

乗
り
切
っ
た
。
結
果
的
に
退
学
者
も
退
職

者
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
。
教
育

者
と
し
て
経
営
者
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
経
験
が
非
常
事
態
で
生
き
た
。

　
「
た
い
へ
ん
だ
っ
た
け
ど
ね
、
や
り
き

っ
た
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」

　

二
〇
二
一
年
の
帰
任
後
は
、
市
の
新
採

用
教
員
の
指
導
係
と
し
て
四
校
六
人
を
担

当
し
た
。
翌
年
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も

会
議
以
来
の
長
い
つ
き
合
い
の
校
長
に
請

わ
れ
て
、
福
岡
市
内
の
外
語
専
門
学
校
の

副
校
長
に
着
任
。
英
語
を
学
ぶ
日
本
人
と
、

日
本
語
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
び
大
学
進
学
や

就
職
を
目
指
す
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の

ク
ラ
ス
が
あ
る
。
昭
和
の
終
わ
り
に
海
外

で
教
え
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
青
年
教
員

は
、
令
和
の
い
ま
、
海
外
か
ら
こ
の
国
に

来
て
い
る
若
者
が
学
ぶ
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
心
を
砕
く
。

　
「
ソ
ウ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
す
べ
て
の
こ
と
が
つ

な
が
り
な
が
ら
流
れ
て
き
た
気
が
し
ま
す

ね
」

　

四
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
何
千
人
も
の

子
ど
も
た
ち
を
魅
了
し
て
き
た
笑
顔
で
、

教
師
人
生
を
ふ
り
返
る
森
さ
ん
。
そ
の
流

れ
は
、
さ
ら
に
未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。

ワシントン補習授業校の運動会でお世話になったレス
キュー隊長に感謝状を贈呈する森さん

激
動
の
二
〇
二
〇
年
を

楽
し
む
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  特集２

　「
印
象
的
な
海
外
経
験
」と
帰
国
後
に
感

じ
る「
新
鮮
な
日
本
」。
海
外
生
・
帰
国
生
に

し
か
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
年
月
だ
。
そ
ん

な
心
に
残
る
一
生
の
思
い
出
を
、
さ
ら
に
確

か
な
形
で
残
す
手
段
が
あ
る
。「
写
真
」だ
。

写
真
は
、
た
ん
な
る
客
観
的
な
映
像
記
録
で

は
な
い
。
海
外
生
活
の
記
憶
や
多
感
な
時

期
の
感
性
も
反
映
さ
れ
る「
心
の
記
録
」だ
。

　
誰
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
が
撮
れ

る
時
代
。
で
も
、
た
ん
な
る
記
録
以
上
の
写

真
を
撮
る
に
は
、
写
真
に
対
す
る
芸
術
的
・

哲
学
的
知
見
や
、
写
真
術
・
カ
メ
ラ
を
扱
う

技
術
が
あ
っ
た
方
が
い
い
。
こ
の
特
集
で
は
、

元
帰
国
生
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
特
に
帰

国
生
に
向
け
て
、写
真
道
の
入
り
口
へ
誘い

ざ
なう

。

ベルリンの街角で（2005 内村コースケ）

文・作例写真　内村コースケ
1970年ビルマ（現ミャンマー）生まれ。外交官だった父の転勤で
少年時代をカナダとイギリスで過ごした。早稲田大学第一文学部
卒業後、中日新聞の地方支局と社会部で記者を経験。かねてから
希望していたカメラマン職に転じ、同東京本社（東京新聞）写真
部でアフガン紛争などの撮影に従事した。2005年よりフリーとな
り、「撮れて書ける」フォトジャーナリストとして、海外ニュース、
海外・帰国子女教育、地方移住、ペット・動物愛護問題、障害者
福祉などをテーマに撮影・執筆活動をしている。特にアイメイト（盲
導犬）の撮影・取材に力を入れている。ライフワークの「心象ス
ナップ」で個展多数。日本写真家協会（JPS）正会員。

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
伝
授
す
る

帰
国
生
向
け
写
真
術
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そ
も
そ
も
写
真
っ
て
何
だ
ろ
う
。
日

本
で
は
、「
写
真
」
と
い
う
日
本
語
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
「
真
実
を
写
し
た
も

の
」
と
捉
え
る
向
き
が
多
い
よ
う
だ
。

一
方
、
英
語
の
「Photograph

」
は

ギ
リ
シ
ャ
語
の
「Photo

＝
光
」
と

「Graph

＝
図
式
、
図
表
」
を
組
み
合

わ
せ
た
単
語
で
、
直
訳
す
れ
ば
「
光こ

う

画が

」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
第
二
次
世

界
大
戦
前
の
日
本
に
は
、
実
際
に
『
光

画
』
と
い
う
写
真
雑
誌
が
あ
っ
た
。

　

写
真
は
決
し
て
「
真
実
を
写
し
た
も

の
」
で
は
な
く
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー

ト
の
一
種
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
僕
個
人
の
特
殊
な
考
え

方
で
は
な
い
。
特
に
欧
米
で
は
、
写
真

家
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
は
「
光
画
」
寄

り
の
捉
え
方
を
し
て
い
る
し
、
一
般
に

も
写
真
は
文
化
・
芸
術
だ
と
い
う
考
え

方
が
根
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。
た
と
え

ば
僕
が
子
ど
も
時
代
の
一
時
期
を
過
ご

し
た
カ
ナ
ダ
の
小
学
校
で
は
、A

rt

の

時
間
の
絵
画
鑑
賞
（
作
品
解
説
や
感
想

を
述
べ
合
う
授
業
）
で
は
、
絵
画
ば
か

り
で
な
く
ア
ン
リ
・
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ブ

レ
ッ
ソ
ン
（「
決
定
的
瞬
間
」
で
有
名

な
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
大

家
）
や
ア
ン
セ
ル
・
ア
ダ
ム
ス
（
ヨ
セ

ミ
テ
渓
谷
の
シ
リ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
ア

メ
リ
カ
の
風
景
写
真
家
）
ら
の
歴
史
的

名
作
も
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
芸
術
や
表
現
に
正
解
は
な

く
、「
真
実
を
写
し
た
も
の
」
と
捉
え

る
の
が
間
違
い
だ
と
は
い
え
な
い
。
ち

ょ
っ
と
哲
学
的
な
話
に
な
る
け
れ
ど
、

「
真
実
」
と
は
、
人
間
の
主
観
や
情
緒

を
排
し
た
究
極
の
客
観
的
な
視
点
で
捉

え
た
先
に
見
え
て
く
る
も
の
だ
。
座
禅

な
ど
の
仏
教
の
修
行
も
真
実
の
探
究
だ

と
い
え
る
。
僕
も
そ
う
だ
が
、
一
部
の

写
真
家
は
「
カ
メ
ラ
」
と
い
う
機
械
の

目
で
淡
々
と
目
の
前
の
情
景
を
写
し
と

る
こ
と
で
、「
真
実
」
に
近
づ
け
る
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
、
実
際
に
そ
う
し

た
作
品
づ
く
り
に
挑
ん
で
い
る
。
と
は

い
え
、
僕
が
思
う
の
は
、カ
メ
ラ
の
後
ろ

に
は
か
な
ら
ず
「
人
間
」
が
い
る
と
い

う
こ
と
。
人
間
に
は
情
緒
が
あ
る
か
ら
、

や
は
り
基
本
的
に
は
「
写
真
」
的
な
捉

え
方
を
す
る
よ
り
も
「Photograph

」

と
し
て
つ
き
合
っ
た
方
が
自
然
だ
と
思

う
。

　

写
真
は
、
目
の
前
の
光
景
を
可
視
化

す
る
「
光
」
を
レ
ン
ズ
で
集
め
、
カ
メ

ラ
内
の
撮
像
素
子
（
＝
イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
ー
。
昔
は
フ
ィ
ル
ム
）
に
当
て
て
つ

く
り
出
す
絵
だ
。
つ
ま
り
、
科
学
的
な

原
理
か
ら
見
て
も
、「Photograph

＝

光
画
」
と
い
う
考
え
方
は
理
に
か
な
っ

て
い
る
。

　

さ
て
、
実
際
に
写
真
を
撮
る
に
は
カ

メ
ラ
と
い
う
道
具
が
必
要
だ
。
で
も
い

ま
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
、
ち
ょ
っ

と
し
た
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
の
と
変
わ
ら

な
い
き
れ
い
な
写
真
が
撮
れ
る
。
ス
マ

ホ
で
も
よ
く
ね
？　

ま
あ
、
確
か
に
そ

う
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
確
認
。
そ
も
そ
も
カ
メ
ラ
っ

て
何
だ
ろ
う
？　

カ
メ
ラ
と
ス
マ
ホ
の

違
い
っ
て
？　

正
確
に
い
え
ば
、
ス
マ

ホ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
能
の
一
部
に

カ
メ
ラ
が
あ
る
の
で
、
ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
も
立
派
な
カ
メ
ラ
だ
。
ま
た
最
近
は

ほ
と
ん
ど
の
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
（
静
止
画

の
カ
メ
ラ
）
に
も
動
画
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
。
な
の
で
、
ス
マ
ホ
も
ム
ー

ビ
ー
カ
メ
ラ
も
「
カ
メ
ラ
」
に
は
変
わ

り
が
な
い
の
だ
け
ど
、
そ
の
あ
た
り
に

こ
だ
わ
る
と
と
て
も
や
や
こ
し
い
こ
と

に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
静

止
画
メ
イ
ン
の
カ
メ
ラ
を
「
カ
メ
ラ
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
（
ゆ
え
に
通
信

機
能
メ
イ
ン
の
ス
マ
ホ
は
「
カ
メ
ラ
」

で
は
な
い
）。

　

そ
の
う
え
で
、
こ
の
特
集
で
は
あ
く

ま
で
「
カ
メ
ラ
」
で
撮
る
こ
と
を
前
提

に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。
前
述
の
よ

う
に
、
写
真
を
芸
術
性
を
含
ん
だ

「Photograph

＝
光
画
」
と
し
て
捉
え

た
場
合
、
よ
り
撮
り
手
の
感
性
や
心
情

を
反
映
す
る
の
に
適
し
て
い
る
の
は
、

カ
メ
ラ
だ
。
カ
メ
ラ
で
で
き
る
こ
と
の

多
く
は
ス
マ
ホ
で
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
は
い
る
が
、
決
定
的
な
違
い

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
写
真
表
現
の
一

つ
に
、
被
写
界
深
度
（
ピ
ン
ト
が
合
っ

写
真
っ
て
何
だ
ろ
う
？

「
写
真
」
か

「P
hotograph

」
か

「
カ
メ
ラ
」
で

撮
っ
て
み
よ
う

プロカメラマンが伝授する
帰国生向け写真術
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て
い
る
範
囲
）
を
調
整
す
る
技
術
が
あ

る
が
、
カ
メ
ラ
で
は
レ
ン
ズ
に
つ
い
て

い
る
「
絞
り
」
と
い
う
機
構
を
開
閉
し

て
ア
ナ
ロ
グ
的
に
調
整
す
る
（
ほ
か
に

も
方
法
が
あ
る
）。
ス
マ
ホ
で
は
背
景

が
ボ
ケ
て
立
体
的
に
見
え
る
写
真
を
つ

く
れ
て
も
、
ア
プ
リ
で
「
そ
れ
ふ
う
」

に
加
工
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
い
ろ

い
ろ
な
部
分
で
ス
マ
ホ
は
写
真
を
デ
ジ

タ
ル
加
工
で
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
写
真
に

近
づ
け
て
い
る
。
ま
た
「
コ
ラ
ム
１
」

で
触
れ
て
い
る
が
、
内
蔵
の
イ
メ
ー
ジ

セ
ン
サ
ー
の
大
き
さ
の
違
い
で
、
で
き

上
が
る
絵
の
質
は
ス
マ
ホ
と
本
格
的
な

カ
メ
ラ
で
は
だ
い
ぶ
違
う
。

　

少
々
乱
暴
か
も
し
れ
な
い
が
、
ざ
っ

く
り
い
え
ば
、
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
写
真

が
「
本
物
の
手
づ
く
り
の
料
理
」
だ
と

す
れ
ば
、
ス
マ
ホ
の
写
真
は
「
そ
れ
ら

し
い
味
に
整
え
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
」
だ
。
せ
っ
か
く
写
真
を
撮
る
の
な

ら
、
最
初
は
下
手
で
も
い
い
か
ら
ま
ず

は
「
手
づ
く
り
」
し
て
ほ
し
い
。
も
ち

ろ
ん
、
自
分
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
で
十
分

と
い
う
人
は
ス
マ
ホ
で
撮
れ
ば
い
い
。

そ
の
場
合
も
、「
手
づ
く
り
」
の
心
構

え
や
レ
シ
ピ
を
知
っ
て
お
い
て
損
は
な

い
だ
ろ
う
。

コラム１

デジタルカメラはおも
に次の３種類に分か
れる。

・コンパクトカメラ
・一眼レフカメラ（レフ機）
・ミラーレス一眼レフカメラ
　（ミラーレス機）

そして、写真をつくり出す「光」
を受ける撮像素子（イメージセ
ンサー）のサイズにバリエーシ
ョンがある。大きくなるほど画
質がよくなるが、カメラのサイ
ズも比例して大きくなり、価格
も高くなる。

＜おもなイメージセンサーの
サイズ（小さい順）＞

・1/2.3型（普及型コンパクト
カメラ・一般的なスマートフ
ォン）
・1型（高級コンパクトカメラ、
一部の最新高級スマートフォ
ン）
・マイクロフォーサーズ（小型
ミラーレス機）
・APS-C（ミラーレス機・レ
フ機）
・フルサイズ（ミラーレス機・
レフ機）

コンパクトカメラはポケットや

小さなバッグに入るサイズで、
レンズ交換ができないかわりに
広角から望遠までをカバーする
ズームレンズがついている場合
が多い。お手軽だが、センサー
サイズがスマートフォンと同じ
1/2.3型や1型と小さいため、
スマホ写真との差別化が難しい。

本格的なカメラの代名詞といえ
ばレンズ交換式の一眼レフだ。
現在は一眼レフにも２種類あっ
て、ファインダー（構図を見る
のぞき窓）をデジタル方式
（EVF）にすることで先進的な
オートフォーカス機能などを備
えつつ、ボディサイズをコンパ
クトに抑えた「ミラーレス機」
が主流になりつつある。対して
「レフ機」は昔のフィルムの一
眼レフと基本原理は変わらない。
熟成された技術のため、いまも
信頼するプロは多い。

どちらのタイプの一眼レフでも、
主流のセンサーサイズは「フル
サイズ」と「APS-C」だ。フ
ルサイズは、かつて最も普及し
ていた「35mm判フィルム」
に準じたサイズ。一般に普及し
ているデジタルカメラのなかで
は最も大きく、被写界深度など

表現手法の調整の幅が広い。で
き上がる絵も人の目に自然で美
しいとされる。「APS-C」はフ
ルサイズよりひと回り小さい規
格で、フルサイズに準じた画質
を維持しながら、価格とサイズ
を抑えられるのがメリット。マ
イクロフォーサーズ」はそれよ
りもさらに小さいサイズで、軽
自動車的な小回りと利便性を売
りにした機種に採用されている。

どの規格のカメラを選ぶかは、
撮りたい写真や予算次第。上記
の特徴をよく理解して検討して
ほしい。予算が許せば、僕はフ
ィルム時代からの写真術の歴史
を明確に継承できるフルサイズ
をお勧めする。

筆者がメインで使っているのは現在主流
のミラーレス一眼レフ。上がフルサイズ
機、下はAPS-C機。

カメラの選び方
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「Photograph
＝
光
画
」
は
絵
画
な

ど
と
同
じ
芸
術
表
現
だ
。
ア
ー
ト
に
必

要
な
の
は
つ
く
り
手
の
セ
ン
ス
や
感
情
、

思
い
や
哲
学
。
写
真
で
も
、
ま
ず
は
技

術
面
を
気
に
せ
ず
、
あ
な
た
だ
け
の
セ

ン
ス
や
思
い
を
ぶ
つ
け
て
自
由
に
撮
っ

て
ほ
し
い
。
だ
い
ぶ
昔
の
こ
と
だ
が
、

写
真
家
に
な
り
た
い
と
い
う
帰
国
生
に
、

あ
る
有
名
写
真
家
み
た
い
な
写
真
を
撮

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
聞
か
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
僕
は
咄と

っ
さ嗟

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、「
被
写
界
深
度

を
浅
く
、
露
出
を
明
る
め
に
花
な
ど
を

撮
れ
ば
そ
れ
っ
ぽ
く
な
る
か
も
」
な
ど

と
つ
い
軽
い
技
術
論
を
口
に
し
て
し
ま

っ
た
。
確
か
に
、
あ
る
時
点
で
は
憧
れ

の
作
家
の
作
品
を
ま
ね
る
こ
と
は
大
事

だ
。
で
も
、「
ま
ず
は
『
〇
〇
さ
ん
み

た
い
な
』
で
は
な
く
て
『
あ
な
た
み
た

い
な
』
写
真
を
撮
ろ
う
よ
」
と
言
え
ば

よ
か
っ
た
。
僕
は
い
ま
だ
に
こ
の
こ
と

を
後
悔
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
自
分
の
セ
ン
ス
を
適
切

に
形
に
す
る
た
め
に
は
技
術
が
い
る
。

写
真
術
の
基
本
と
な
る
の
は
「
構
図
」

「
露
出
」「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
」「
被

写
界
深
度
」「
遠
近
感
」
だ
。
セ
ン
ス

だ
け
で
撮
る
段
階
に
限
界
を
感
じ
た
ら
、

次
に
こ
れ
ら
を
意
識
し
て
み
よ
う
。
こ

の
四
つ
の
要
素
の
組
み
合
わ
せ
が
、
写

真
表
現
の
技
術
的
な
核
と
な
る
。

　

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
も
描
け

る
絵
画
と
違
い
、
写
真
は
目
の
前
に
広

が
る
現
実
の
光
景
を
切
り
取
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
ど
の
よ
う
な
構
図
で
切
り

取
る
か
は
撮
影
者
次
第
だ
。
ま
ず
は
こ

こ
で
大
い
に
セ
ン
ス
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
。
よ
く
、
ど
真
ん
中
に
人
物
な
ど
メ

イ
ン
の
被
写
体
を
置
く
「
日
の
丸
構
図
」

は
ダ
メ
だ
と
か
、
絵
画
史
の
な
か
で
計

算
さ
れ
尽
く
し
て
き
た
「
黄
金
比
」
に

基
づ
く
べ
し
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
ん
な
型
に
は
ま
っ
た
技
術
論
に
ふ
り

回
さ
れ
な
い
方
が
い
い
。
ま
ず
は
自
分

の
思
い
や
表
現
し
た
い
こ
と
を
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
を
の
ぞ
い
た
先
に
ぶ
つ
け
る
よ

う
な
気
持
ち
で
、
直
感
的
に
構
図
を
決

め
れ
ば
い
い
。

　

こ
こ
か
ら
少
し
応
用
。
た
と
え
ば
大

好
き
な
子
を
撮
る
場
合
を
考
え
て
み
よ

う
。
そ
の
素
敵
な
顔
に
意
識
が
集
中
し

て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
背
景
に
入
る
建

物
や
木
な
ど
の
配
置
に
も
気
を
配
っ
て

み
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
人
に
寄
せ
る

自
分
の
思
い
、
そ
の
人
が
発
す
る
魅
力

を
心
で
受
け
止
め
る
。
そ
の
感
動
を
そ

の
と
き
の
背
景
と
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
最
大
限
に
見
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
？　

こ
こ
を
意
識
す
れ
ば
、
自
ず

と
構
図
は
決
ま
っ
て
く
る
。
あ
る
い
は
、

先
に
撮
り
た
い
背
景
か
ら
構
図
を
決
め

て
、
そ
こ
に
人
物
な
ど
を
配
置
し
て
い

く
方
法
も
あ
る
。

　

構
図
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
に
明
る
さ

に
気
を
配
り
た
い
。
写
真
の
明
る
さ
は
、

カ
メ
ラ
に
設
定
し
た
「
露
出
」
で
決
ま

る
。露
出
と
は
、写
真
を
生
み
出
す「
光
」

の
量
の
こ
と
で
、
カ
メ
ラ
の
「
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
」
と
「
絞
り
値
」、
そ

し
て
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
」
の
組
み
合
わ
せ

で
決
ま
る
。
人
間
の
目
で
見
た
明
る
さ

に
近
い
値
を
「
適
正
露
出
」
と
い
う
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

　

撮
像
素
子
に
光
を
取
り
込
む「
時
間
」

を
調
整
す
る
機
能
。
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ

を
人
間
の
目
に
た
と
え
れ
ば
、
ま
ば
た

き
の
速
さ
だ
。
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は

1/8000

秒
か
ら
30
秒
程
度
ま
で
段
階
的

に
設
定
で
き
る
（
天
体
写
真
な
ど
で
使

う
「
バ
ル
ブ
」
と
い
う
機
能
を
使
え
ば

遅
い
方
は
無
制
限
）。
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
ほ
ど
動
き
の
あ
る
被
写

体
が
止
ま
り
、
遅
い
ほ
ど
ブ
レ
る
。

構
図
は
、主
要
被
写
体
だ
け
で
な
く
背
景
に
も
目
を
配
る
と
決
め
や
す
い
。

構
図

露
出

写
真
の「
絵
づ
く
り
」の
基
本

「
自
分
ら
し
い
写
真
」を

技
術
は「
心
」を

表
現
す
る
手
段

プロカメラマンが伝授する
帰国生向け写真術
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「
絞
り
値
」
と
し
て
数
値
化
さ
れ
て
い

て
、
数
字
が
小
さ
い
ほ
ど
明
る
く
な
る
。

絞
り
値
は
「F

〇
〇
」
と
表
記
さ
れ
る
。

絞
り
を
最
大
に
開
い
た
開
放
絞
り
値
と

最
も
閉
じ
た
最
小
絞
り
値
は
レ
ン
ズ
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
た
と
え
ば
開
放

F1.4

・
最
小F22

の
レ
ン
ズ
な
ら
ば
、

絞
り
値
は
一
段
絞
る
ご
と
に
、F1.4

、F2

、

F2.8

、F4

、F5.6

、F8

、F11

、F16

、

F22

と
な
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
撮
像
素
子
は
、

光
を
受
け
止
め
る
感
度
を
調
整
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
感
度
が
高
い
ほ
ど
、
暗

い
場
所
で
も
明
る
く
写
る
。
た
だ
し
、

感
度
が
高
い
ほ
ど
画
質
は
落
ち
る
。
Ｉ

Ｓ
Ｏ
と
い
う
国
際
規
格
で
数
値
化
さ
れ

て
い
て
、
日
中
の
屋
外
で
よ
く
使
わ
れ

る
の
はISO

 100

か
らISO

 400

。
極

端
に
画
質
が
落
ち
な
い
の
は
一
般
的
に

ISO
 1600

程
度
ま
で
。ISO

 10000
以

上
に
設
定
で
き
る
機
種
も
あ
る
。

適
正
露
出

　

人
間
の
目
に
見
え
て
い
る
の
と
同
等

の
明
る
さ
で
写
真
が
仕
上
が
る
露
出
の

こ
と
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
絞
り

値
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
の
組
み
合
わ
せ
で
設

定
す
る
。
適
正
露
出
の
組
み
合
わ
せ
は

一
つ
で
は
な
く
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
、
絞
り
値
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
の
相
対
値

が
一
定
で
あ
れ
ば
よ
い
。
た
と
え
ば
、

一
般
的
な
晴
天
屋
外
の
適
正
露
出
は

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド1/250

」「
絞

りF8

」「ISO
 100

」
だ
が
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
2
段
早
く
し
て

「1/1000

」
に
、
そ
の
分
絞
り
を
1
段

開
い
て
「F5.6

」
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
も

１
段
上
げ
て
「ISO

 200

」
に
し
て
も

同
じ
明
る
さ
で
写
る
。
こ
の
組
み
合
わ

せ
方
に
よ
っ
て
、
同
じ
明
る
さ
で
も
シ

ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
や
絞
り
の
違
い
で

絵
の
仕
上
が
り
が
変
わ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
カ
メ
ラ
に
は
、
適

正
露
出
を
カ
メ
ラ
が
自
動
的
に
設

定
す
る
自
動
露
出
機
能
が
あ
る
。

自
動
露
出
に
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
、
絞
り
値
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度

の
す
べ
て
が
カ
メ
ラ
任
せ
の
モ
ー

ド
と
、
自
分
で
決
め
た
任
意
の
絞

り
値
に
応
じ
て
カ
メ
ラ
が
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
自
動
的
に
設
定

す
る
「
絞
り
優
先
オ
ー
ト
」、
任

意
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
に
応

じ
て
絞
り
値
が
自
動
的
に
設
定
さ

れ
る「
シ
ャ
ッ
タ
ー
優
先
オ
ー
ト
」

が
あ
る
（
僕
は
絵
づ
く
り
と
速
射

性
を
優
先
し
て
「
絞
り
優
先
オ
ー

ト
」
を
多
用
し
て
い
る
）。
表
現

と
し
て
適
正
露
出
よ
り
明
る
め

（
オ
ー
バ
ー
）、暗
め
（
ア
ン
ダ
ー
）

に
す
る
こ
と
も
可
能
。
そ
の
と
き
は
シ

ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
絞
り
値
と
も
自

分
で
決
め
る
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
露
出
」
か
、

自
動
露
出
の
値
を
任
意
に
調
整
す
る

「
露
出
補
正
」
機
能
を
使
う
。

　

同
じ
構
図
・
露
出
で
も
、
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
か
で
写

真
は
変
わ
る
。
構
図
の
中
に
人
物
な
ど

の
動
く
対
象
が
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
。

一
見
動
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
風
景
で

絞
り
値

　

撮
像
素
子
に
取
り
込
む
光
の
「
量
」

を
調
整
す
る
機
能
。
人
間
の
目
の
瞳
孔

に
あ
た
る
。
レ
ン
ズ
の
中
に
大
き
さ
を

変
え
ら
れ
る
穴
＝
絞
り
が
あ
り
、
穴
の

直
径
が
大
き
い
ほ
ど
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開

い
て
い
る
間
に
取
り
込
ま
れ
る
光
の
量

が
多
く
な
る
。
こ
の
穴
の
大
き
さ
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
と

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

シャッターチャンスは写真の大事な要素。シャッタースピードを速くすれば動き
のある被写体を止めることができる。

コラム2

　
「
〇
年
分
の
家
族
写
真
が
全
部
消
え
た
！
」
帰
国
生

の
ご
家
庭
か
ら
も
し
ば
し
ば
聞
こ
え
て
く
る
悲
鳴
だ
。

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
場
合
、
多
く
の
人
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
写
真
を
保
存
し
て
い
る
。
ス
マ
ホ
の

機
種
変
更
の
際
に
誤
っ
て
消
し
て
し
ま
っ
た
、
パ
ソ
コ

ン
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
が
壊
れ
て
写
真
も
全
部
飛
ん
で
し
ま
っ
た

…
…
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
れ
ど
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

「
あ
る
あ
る
」
だ
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
誤
操
作
や
記
録

メ
デ
ィ
ア
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
、
経
年
に
よ
る
自
然
故
障
は

避
け
ら
れ
な
い
。「
写
真
デ
ー
タ
は
壊
れ
る（
消
え
る
）」

を
前
提
に
、
か
な
ら
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
て
お
き

た
い
。

　

写
真
デ
ー
タ
は
、
最
低
２
カ
所
に
保
存
し
て
お
こ

う
。
僕
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
原
則
的
に
記
録
メ
デ
ィ
ア
が
２
枚
入
る
カ
メ
ラ
を

使
用
。
同
時
記
録
で
１
枚
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
。

・	

撮
影
終
了
後
、す
ぐ
に
外
づ
け
ド
ラ
イ
ブ
（
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）

に
保
存
。
同
時
に
Ｎ
Ａ
Ｓ（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な

が
っ
た
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）
と
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
に
も
保

存
。
カ
メ
ラ
の
記
録
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
時
点
で
初

期
化
し
て
次
の
撮
影
に
備
え
る
。

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
ろ
う
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も
、
時
間
帯
や
雲
の
動
き
に
よ
っ
て
光

の
当
た
り
方
、
光
の
色
が
変
わ
る
。
な

か
な
か
思
う
よ
う
な
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
を
も
の
に
で
き
な
い
場
合
、
た
く

さ
ん
連
写
し
て
い
ち
ば
ん
よ
い
瞬
間
の

写
真
を
選
ぶ
の
も
一
つ
の
方
法
だ
。

　

ま
た
、
設
定
し
た
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
」
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ

ャ
ン
ス
の
捉
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。

先
に
書
い
た
通
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ

ー
ド
が
速
い
ほ
ど
動
き
の
あ
る
被
写
体

が
止
ま
り
、
遅
い
ほ
ど
ブ
レ
る
の
で
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
の
設
定
に
よ
っ

て
走
っ
て
い
る
人
物
な
ど
を「
止
め
る
」

の
か
「
流
す
」
の
か
と
い
う
表
現
の
違

い
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
走
っ
て
い
る
人
を
止
め

る
に
は1/500

秒
以
上
が
目
安
だ
。
反

対
に
、
走
っ
て
い
る
人
を
意
図
的
に
ブ

ラ
し
て
疾
走
感
を
出
す
場
合
は
、1/60

、

1/30

と
い
っ
た
遅
め
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
を
使
う
。
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー

で
カ
メ
ラ
を
被
写
体
の
動
き
に
追
随
さ

せ
て
動
か
す
こ
と
で
、
背
景
だ
け
を
ブ

ラ
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
出
す
「
流
し
撮

り
」
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
あ
る
。

　

ス
マ
ホ
で
漫
然
と
撮
っ
た
写
真
の
多

く
は
、
手
前
か
ら
奥
ま
で
ピ
ン
ト
が
合

っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
を
「
パ
ン
フ

ォ
ー
カ
ス
」
と
い
う
。
一
方
、
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
写
真
な
ど
で
、
目
だ
け
に
ピ
ン

ト
が
合
っ
て
い
て
、
背
景
や
手
前
が
ボ

ケ
て
人
物
が
立
体
的
に
浮
き
上
が
っ
て

い
る
よ
う
な
作
品
を
目
に
し
た
こ
と
が

あ
る
と
思
う
。
こ
の
ピ
ン
ト
が
合
っ
て

い
る
範
囲
を
「
被
写
界
深
度
」
と
い
う
。

　

被
写
界
深
度
は
、
設
定
し
た
「
絞
り

値
」
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
絞
り
を
開
く

ほ
ど
被
写
界
深
度
は
浅
く
（
ピ
ン
ト
が

合
っ
て
い
る
範
囲
が
狭
く
）
な
る
。
被

写
界
深
度
は
ま
た
、
被
写
体
と
の
距
離
、

レ
ン
ズ
の
種
類
（
焦
点
距
離
）、
セ
ン

サ
ー
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
。
被

写
体
と
の
距
離
が
近
い
ほ
ど
、
レ
ン
ズ

が
望
遠
な
ほ
ど
、
セ
ン
サ
ー
サ
イ
ズ
が

大
き
い
ほ
ど
被
写
界
深
度
は
浅
く
な
る
。

　

ス
マ
ホ
の
写
真
が
パ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス

に
な
り
や
す
い
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
機

種
が
広
角
レ
ン
ズ
メ
イ
ン
で
、
な
お
か

つ
セ
ン
サ
ー
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
か
ら
だ
。

被
写
界
深
度
は
写
真
の
印
象
を
左
右
す

る
大
事
な
要
素
の
一
つ
。
こ
れ
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
の
が
ス
マ
ホ
よ
り

も
カ
メ
ラ
を
推
し
た
い
理
由
の
一
つ
だ
。

　

カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
の
種
類
で
、

50m
m

と
か200m

m

と
表
す
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
を
焦

点
距
離
と
い
い
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど

望
遠
に
な
る
。
一
般
的
に
は35m

m

以

下
を
広
角
レ
ン
ズ
、50m

m

を
標
準
レ

ン
ズ
、85m

m

や135m
m

を
中
望
遠

レ
ン
ズ
、200m

m

以
上
を
望
遠
レ
ン

ズ
と
い
う
。
広
角
に
な
る
ほ
ど
広
い
範

囲
が
写
っ
て
遠
近
感
も
広
が
り
、
望
遠

は
そ
の
逆
と
な
る
。

　

50m
m

の
標
準
レ
ン
ズ
は
、
人
間
の

目
に
近
い
画
角
（
見
え
る
範
囲
）
と
遠

近
感
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

50m
m

を
基
準
に
考
え
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
た
ん
に
広
い
範
囲
を
写
し
た
い

か
ら
広
角
レ
ン
ズ
を
使
う
、
遠
く
の
も

の
を
大
き
く
写
し
た
い
か
ら
望
遠
レ
ン

ズ
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
遠

近
感
と
被
写
界
深
度
の
違
い
も
意
識
し

て
ほ
し
い
。
た
と
え
ば50m

m

の
標
準

レ
ン
ズ
で
撮
っ
た
写
真
と
、
そ
れ
よ
り

も
少
し
被
写
体
に
寄
っ
て24m

m

の
広

角
レ
ン
ズ
で
撮
っ
た
写
真
は
、
写
っ
て

い
る
範
囲
（
被
写
体
の
大
き
さ
）
が
同

じ
で
も
だ
い
ぶ
印
象
が
異
な
る
は
ず
だ
。

被
写
界
深
度
の
調
整
で
背
景
の
ボ
ケ
具
合
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
。こ
の
場
合
は
、光
源
が
き
れ
い
な
「
玉
ボ
ケ
」に
な
る
よ
う
、少
し

だ
け
絞
り
込
ん
で
い
る
。

広
角
レ
ン
ズ
で
被
写
体
に
寄
っ
て
遠
近
感
を
強
調

被
写
界
深
度

遠
近
感（
レ
ン
ズ
の
選
択
）
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前
の
章
で
紹
介
し
た
基
本
的
な
心
構

え
と
技
術
を
念
頭
に
、
実
際
に
写
真
を

撮
っ
て
み
よ
う
。

　

写
真
を
趣
味
と
し
て
い
な
く
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
誕
生
日
、
卒
業
式
な

ど
の
特
別
な
日
に
は
記
念
写
真
を
撮
る

と
思
う
。
旅
先
の
記
念
写
真
も
同
様
だ
。

海
外
生
活
は
、
大
人
に
な
っ
て
ふ
り
返

れ
ば
「
特
別
」
の
連
続
だ
。
そ
し
て
、

帰
国
後
の
学
校
行
事
な
ど
も
そ
の
時
期

だ
け
の
特
別
な
も
の
だ
。

　

そ
う
し
た
「
特
別
」
を
、
い
つ
、
ど

こ
で
、
何
が
あ
っ
た
か
わ
か
り
や
す
く

記
録
す
る
の
も
写
真
の
大
事
な
役
割
だ
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
貴
重
な

思
い
出
を
よ
り
印
象
的
に
残
す
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て
み
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
想
像
し
て
み
た
。

＜

ア
メ
リ
カ
滞
在
最
後
の
年
、
親

友
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
か
れ

た
。
毎
年
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
だ
け

ど
、
最
後
の
年
な
の
で
し
っ
か
り

カ
メ
ラ
で
収
め
た
い＞

　

こ
の
場
合
、
あ
な
た
な
ら
ど
ん
な
写

真
を
撮
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
か
な
ら
ず
押
さ
え
て
お
き
た

い
の
は
、
来
場
者
全
員
の
集
合
写
真
。

こ
れ
に
は
自
分
も
入
る
か
ら
、
交
代
で

撮
っ
た
り
セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
を
使
っ
て

も
よ
い
。
美
し
く
撮
る
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
集
合
写
真
は
芸
術
性
よ
り

も
「
全
員
の
顔
が
は
っ
き
り
写
っ
て
い

る
こ
と
」
が
大
事
な
の
で
、
被
写
界
深

度
は
深
め
に
（F5.6

、F8

、F11

な
ど
）。

暗
け
れ
ば
ス
ト
ロ
ボ
を
使
っ
て
も
よ
い
。

な
る
べ
く
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
た
り
顔
が

被
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
同
じ
カ
ッ

ト
を
何
枚
も
撮
る
。
盛
り
上
が
っ
て
み

ん
な
で
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
り
、
す
ま
し

て
並
ん
で
い
た
り
す
る
様
子
な
ど
い
く

つ
か
異
な
る
パ
タ
ー
ン
も
押
さ
え
て
お

き
た
い
。

　

併
せ
て
来
場
者
一
人
ひ
と
り
の
写
真

も
撮
っ
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
た
と

え
ば
、
ひ
そ
か
に
憧
れ
て
い
る
子
は
逆

光
気
味
で
被
写
界
深
度
が
浅
い
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
ふ
う
と
い
っ

た
具
合
に
、
そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
寄
せ
る
思
い
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
合
わ
せ
て
撮
り
方
を
工
夫
し
た
い
。

淡
々
と
撮
る
よ
り
、
そ
う
し
た
方
が
あ

と
で
ふ
り
返
っ
て
そ
の
と
き
の
自
分
や

人
間
関
係
を
思
い
出
せ
る
か
ら
だ
。
自

撮
り
、
あ
る
い
は
人
に
カ
メ
ラ
を
渡
し

て
い
っ
し
ょ
に
写
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
と
み
ん
な
の
自

然
な
表
情
を
捉
え
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
ふ
う
の
写
真
も
撮
っ
て
お
き
た
い
。

あ
え
て
声
を
か
け
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を

撮
る
こ
と
で
、
た
ん
な
る
記
念
写
真
を

超
え
た
ア
メ
リ
カ
生
活
の
記
録
と
な
る

し
、
そ
こ
に
自
分
の
心
情
を
重
ね
ら
れ

れ
ば
、
な
に
げ
な
い
ひ
と
コ
マ
が
心
に

残
る
思
い
出
の
シ
ー
ン
に
昇
華
す
る
こ

と
も
あ
る
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
例
。
卒
業
式
、

ス
ポ
ー
ツ
、
習
い
事
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
も
応
用
で
き
る
の
で
参
考
に
し
て
ほ

し
い
。

　

家
族
旅
行
で
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
写
真
係
と
い
う
場
合
が
多
い
だ
ろ

う
。
僕
自
身
の
子
ど
も
時
代
の
写
真
も

そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
場
合
、
よ

ほ
ど
写
真
撮
影
に
長た

け
た
両
親
で
な
い

か
ぎ
り
、あ
り
き
た
り
な
「
記
念
写
真
」

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
に
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
だ
。
す
な
わ
ち
、
訪
れ
た
名
所
旧
跡

や
食
事
を
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
看
板
の

前
か
な
ん
か
で
、
つ
く
り
笑
い
を
し
て

い
る
自
分
た
ち
の
写
真
。
そ
れ
も
十
分

に
よ
い
思
い
出
に
な
る
け
れ
ど
、
ち
ょ

っ
と
味
気
な
い
。

　

せ
っ
か
く
海
外
を
旅
し
た
の
だ
か
ら
、

取
り
す
ま
し
た
自
分
た
ち
の
姿
だ
け
で

な
く
、
訪
れ
た
土
地
の
生
の
姿
も
残
し

た
い
。
僕
な
ら
「
は
い
チ
ー
ズ
」
の
記

イ
ベ
ン
ト
で
は

参
加
者
の
自
然
な
様
子
も

旅
行
先
で
は

街
角
の
ス
ナ
ッ
プ
も

ベルリンの街角で

「
特
別
」を
撮
る

実
践
編
①
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年
も
い
れ
ば
海
外
生
活
も
退
屈
な
日
常

の
連
続
か
も
し
れ
な
い
が
、
カ
メ
ラ
を

手
に
し
て
少
し
だ
け
意
識
を
集
中
す
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ
る
は
ず
だ
。

現
地
校
や
日
本
人
学
校
の
学
校
生
活
に

も
、
日
本
の
み
ん
な
か
ら
す
れ
ば
写
真

で
見
た
い
シ
ー
ン
が
た
く
さ
ん
あ
る
だ

ろ
う
。
日
常
的
に
カ
メ
ラ
を
学
校
に
持

っ
て
い
っ
て
撮
影
す
る
の
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
帰
国
前
の

記
念
に
一
日
学
校
の
様
子
を
撮
り
た
い

と
先
生
に
お
願
い
し
て
み
る
の
も
一
興

だ
。
ス
ポ
ー
ツ
や
ピ
ア
ノ
な
ど

の
習
い
事
の
日
々
も
し
か
り
。

帰
国
後
に
見
返
せ
ば
、
海
外
で

の
「
い
つ
も
の
日
々
」
こ
そ
が

人
生
の
か
け
が
え
の
な
い
時
間

だ
っ
た
と
、
思
い
を
強
く
す
る

は
ず
だ
。

　

治
安
の
よ
く
な
い
国
で
家
か

ら
あ
ま
り
出
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

大
っ
ぴ
ら
に
写
真
を
撮
る
の
が

難
し
か
っ
た
り
す
る
暮
ら
し
も

あ
る
と
思
う
。
で
も
、
家
族
と

の
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
ス
ナ
ッ

プ
も
気
が
つ
い
た
ら
撮
っ
て
お

こ
う
。
そ
ん
な
究
極
の
日
常
も
、

大
切
な
思
い
出
と
な
る
。

　

見
方
を
変
え
れ
ば
、「
海
外

の
日
常
」
は
一
種
の
非
日
常
と

も
い
え
る
。
帰
国
後
の
日
常
だ

っ
て
、
根
本
は
変
わ
ら
な
い
。
特
に
海

外
生
活
が
長
か
っ
た
帰
国
生
に
と
っ
て

は
、
帰
国
後
の
方
が
大
き
な
カ
ル
チ
ャ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。

そ
ん
な
「
珍
し
い
日
本
」
を
記
録
す
る

の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
や
が
て

日
本
（
あ
る
い
は
海
外
）
の
生
活
に
も

慣
れ
て
「
日
常
」
と
し
て
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
写
真
が
ど
う
変

わ
る
か
、
変
わ
ら
な
い
の
か
。
そ
ん
な

帰
国
生
・
海
外
生
の
日
常
ス
ナ
ッ
プ
、

僕
は
激
し
く
見
て
み
た
い
な
あ
。

　

写
真
を
撮
れ
る
人
、
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
い
る
人
が
少
な
か
っ
た
時
代
は
、
写

真
は
特
別
な
と
き
に
写
真
館
な
ど
に
行

っ
て
撮
る
も
の
だ
っ
た
。
戦
後
に
な
っ

て
か
ら
も
フ
ィ
ル
ム
代
と
現
像
代
は
バ

カ
に
な
ら
ず
、
日
常
的
に
写
真
を
撮
る

人
は
少
な
か
っ
た
。
い
ま
は
違
う
。
一

度
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
手
に
す
れ
ば
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
ま
っ
た
く
か
か

ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、「
無
制
限
」

に
近
い
感
覚
で
撮
影
で
き
る
。
そ
の
恩

恵
は
は
か
り
知
れ
な
い
。
ふ
だ
ん
か
ら

「
息
を
吸
う
よ
う
に
」
写
真
を
撮
っ
た

っ
て
構
わ
な
い
の
だ
。

　

僕
は
、
日
常
に
こ
そ
物
事
の
本
質
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
写
真
を
撮

り
に
有
名
な
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
に
行
っ
た

り
、
珍
し
い
自
然
現
象
を
追
い
求
め
て

特
定
の
場
所
に
通
っ
た
り
、
お
祭
り
の

よ
う
な
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
を
追
っ
た
り

と
い
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
し
な
い
。
そ

の
か
わ
り
、
日
常
生
活
の
な
か
に
あ
る

一
期
一
会
や
毎
日
の
飼
い
犬
と
の
散
歩

風
景
を
、
心
が
動
い
た
瞬
間
に
ス
ッ
と

撮
る
と
い
う
こ
と
を
、
毎
日
の
よ
う
に

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で

い
わ
れ
る
「
映ば

え
る
」
写
真
は
非
日
常

を
追
っ
て
い
る
が
、
僕
は
そ
の
逆
に
魅

力
を
感
じ
る
。

　

僕
の
日
常
は
も
う
何
十
年
も
暮
ら
し

て
い
る
地
味
な
日
本
の
日
常
だ
。
そ
れ

で
も
十
分
に
写
真
が
撮
れ
る
の
だ
か
ら
、

海
外
生
活
を
送
っ
て
い
る
み
ん
な
は
被

写
体
に
困
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
何

念
写
真
は
そ
こ
そ
こ
に
し
て
、
街
角
の

風
景
や
現
地
の
人
々
の
様
子
を
捉
え
た

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
る
。
そ

の
な
か
で
、
自
分
が
興
味
あ
る
テ
ー
マ

を
追
う
の
も
よ
い
。
た
と
え
ば
僕
は
犬

が
好
き
な
の
で
、
旅
先
で
は
犬
が
い
る

街
角
風
景
を
意
識
し
て
撮
っ
て
い
る
。

街
角
に
犬
を
連
れ
て
歩
い
て
い
る
人
が

い
れ
ば
、
美
し
い
情
景
に
溶
け
込
ん
だ

そ
の
姿
を
狙
う
し
、
印
象
的
な
犬
を
連

れ
た
飼
い
主
さ
ん
に
は
、
声
を
か
け
て

カ
メ
ラ
目
線
で
撮
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
る
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
記
念
写
真
や
絵
葉
書

ふ
う
の
写
真
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
自

分
だ
け
の
旅
行
写
真
を
撮
っ
て
み
よ
う
。

筆
者
の
家
族
ス
ナ
ッ
プ
。か
け
が
え
の
な
い
日
常
も
写
真
に
残
し
た
い
。

日
常
こ
そ
が
人
生
の

か
け
が
え
の
な
い
時
間 日

常
を
撮
る

実
践
編
②

プロカメラマンが伝授する
帰国生向け写真術
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「
ス
ナ
ッ
プ
写
真
」
と
い
う
と
、
み

ん
な
は
ど
ん
な
写
真
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

だ
ろ
う
か
。
イ
ベ
ン
ト
撮
影
の
項
で
触

れ
た
、
友
人
た
ち
の
自
然
な
様
子
を
捉

え
た
写
真
？　

旅
行
先
で
の
街
角
の
な

に
げ
な
い
光
景
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

「
ス
ナ
ッ
プ
写
真
」
に
明
確
な
定
義
は

な
く
、
ま
た
写
真
は
自
由
な
の
で
定
義

づ
け
す
る
必
要
も
な
い
の
だ
が
、
僕
は

あ
え
て
そ
の
な
か
に
「
心
象
ス
ナ
ッ
プ
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
を
加
え
た
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
こ
そ
が
、
特
に
若
い
み
ん
な

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
写
真
だ
。

　

最
初
の
「
写
真
か
光
画
か
」
と
い
う

部
分
で
触
れ
た
よ
う
に
、
写
真
は
た
ん

な
る
現
実
の
写
し
鏡
で
は

な
く
、
撮
り
手
の
心
を
反

映
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア

ー
ト
だ
。
同
じ
目
の
前
の

一
本
の
木
を
撮
っ
て
も
、

撮
っ
た
人
の
「
心
」
に
よ

っ
て
、
ま
っ
た
く
違
う
写

真
に
な
り
得
る
。
そ
し
て
、

写
真
撮
影
の
技
術
は
、

「
心
」
を
適
切
に
写
真
表

現
に
反
映
す
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
、
写
真
の
よ

し
悪
し
は
技
術
の
高
さ
だ
け
で
決
ま
る

わ
け
で
は
な
い
。
最
も
大
事
な
の
は

「
心
」
な
の
だ
。

　

日
常
の
移
動
中
で
も
い
い
し
、
休
日

に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
日
帰
り
の
撮
影
小

旅
行
に
行
っ
て
も
い
い
。
路
上
に
伸
び

る
影
、
寂
し
げ
な
廃は

い
き
ょ墟
の
一
角
、
お
気

に
入
り
の
街
角
を
行
き
交
う
群
衆
。
何

で
も
い
い
。
何
か
を
見
て
心
が
動
い
た

瞬
間
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
み
て
ほ

し
い
。
最
初
は
「
な
ん
で
こ
ん
な
も
の

撮
っ
た
の
？
」「
汚
い
ゴ
ミ
を
撮
っ
て

楽
し
い
の
？
」
な
ど
と
い
う
感
想
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ア
ル
と
心
象
の

狭は
ざ
ま間
を
行
き
交
う
の
は
写
真
の
宿
命
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
写
真
に
込
め
た
自
分
の

「
心
」
は
、
絵
画
や
音
楽
以
上
に
な
か

な
か
人
に
は
伝
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
で
も
続
け
て
い
く
う
ち
に
、「
目
の

前
の
光
景
と
自
分
の
心
が
シ
ン
ク
ロ
す

る
瞬
間
」
が
か
な
ら
ず
訪
れ
る
は
ず
だ
。

そ
の
と
き
に
、
深
呼
吸
し
て
ス
ッ
と
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
み
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
、「
心
」
は
つ
ね
に
成
長
す
る
。

何
十
年
後
か
に
心
象
ス
ナ
ッ
プ
を
見
返

し
た
と
き
、
十
代
の
自
分
の
「
心
」
を

思
い
出
す
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
大

人
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
。

写
真
を
撮
り
続
け
る
こ
と
は
心
の
成
長

を
促
す
と
て
も
有
効
な
手
段
だ
と
、
僕

は
信
じ
て
い
る
。

昨年の筆者の心象風景。写真を始めた15歳のときから、50代になったいまも撮り続けている。写真を撮ることは、心の成長につながる。

コラム3

撮
っ
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
上
げ
る
人
は

多
い
と
思
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、「
撮
っ
た

写
真
を
人
に
見
せ
る
」
と
い
う
点
で
も
、

最
強
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
注
意
も
必
要
だ
。

基
本
的
に
、
街
角
の
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
で

見
知
ら
ぬ
通
行
人
を
撮
る
こ
と
自
体
は

違
法
で
は
な
い
が
、
特
に
海
外
で
写
真

を
撮
る
場
合
は
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い

よ
う
、
撮
影
禁
止
エ
リ
ア
や
被
写
体
の

置
か
れ
た
状
況
な
ど
に
十
分
注
意
し
て

撮
影
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

一
方
、
撮
っ
た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載

す
る
場
合
は
、
写
っ
て
い
る
人
が
友
達

や
家
族
で
も
、
原
則
的
に
は
当
人
の
許

可
を
得
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
法
解
釈

は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
一
概
に
は
い

え
な
い
が
、
写
真
に
写
っ
た
「
顔
」
そ

の
も
の
は
個
人
情
報
で
は
な
い
も
の
の
、

写
真
を
公
表
さ
れ
た
く
な
い
と
主
張
す

る
権
利
（
肖
像
権
）
は
誰
に
で
も
あ
る

と
考
え
て
お
こ
う
。「
撮
る
」
行
為
自

体
は
「
表
現
の
自
由
」
の
観
点
か
ら
、

む
や
み
に
制
約
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
広
く
公
表

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
写
っ
て
い
る

人
や
も
の
の
権
利
者
の
気
持
ち
を
よ
く

考
え
て
か
ら
行
う
べ
き
だ
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
と
個
人
情

報
や
肖
像
権
に
ま
つ
わ
る

注
意
点

心
の
記
録
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ま
ず
家
探
し
か
ら

　

設
計
関
係
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
直
樹
は

東
京
か
ら
神
戸
に
転
勤
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
教
会
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
生
粋

の
神
戸
っ
子
の
唯
と
知
り
合
い
結
婚
。

　

十
一
年
後
の
あ
る
日
、
直
樹
は
突
然
上
司
に

呼
ば
れ
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
行
か
な
い
？　

家
族
い
っ
し
ょ

だ
よ
」

　

そ
の
場
で
唯
に
電
話
で
報
告
し
た
。

　

唯
は
「
神
戸
か
ら
出
た
こ
と
も
な
い
し
、
英

語
も
で
き
な
い
の
に
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と

頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

　

九
月
に
直
樹
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
渡
り
、

二
カ
月
後
、
唯
と
六
歳
の
春
樹
が
渡
米
。
Ｄ
Ｃ

は
特
別
自
治
区
で
居
住
地
が
少
な
い
う
え
家
賃

が
高
い
。
子
ど
も
の
学
校
環
境
も
あ
ま
り
整
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
近
郊
の
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
・
ペ
ン
タ
ゴ
ン
シ
テ
ィ
に
住
む
こ
と
に
し
た
。

　

会
社
が
紹
介
す
る
不
動
産
屋
に
は
思
う
よ
う

な
物
件
が
な
く
、
直
樹
は
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て

歩
い
て
探
し
た
。
日
曜
日

に
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
る

と
い
い
ア
パ
ー
ト
が
見
つ

か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
契
約

し
て
ひ
と
晩
泊
ま
っ
た
の
だ
が
、
朝
の
五
時
ご

ろ
、
大
き
な
音
に
叩た

た

き
起
こ
さ
れ
た
。
ア
パ
ー

ト
の
裏
に
あ
る
駅
に
入
構
す
る
貨
物
列
車
が
警

告
音
を
発
し
て
い
た
の
だ
。
管
理
人
は
「
列
車

は
め
っ
た
に
通
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
そ

れ
は
う
そ
で
、
し
か
も
貨
物
列
車
は
駅
に
近
づ

く
ご
と
に
警
笛
を
鳴
ら
し
て
い
た
。

　

幸
い
リ
ロ
ケ
ー
ト
の
条
件
は
三
十
日
以
内
な

ら
同
系
列
の
ア
パ
ー
ト
に
移
動
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
、
他
の
ア
パ
ー
ト
に

即
座
に
移
動
し
た
。

　

次
に
決
め
た
の
は
二
十
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
。

そ
の
周
辺
で
は
ご
く
一
般
的
な
ア
パ
ー
ト
だ
っ

た
。
四
部
屋
の
ほ
か
バ
ス
ル
ー
ム
が
二
つ
あ
り
、

屋
上
に
は
プ
ー
ル
や
ジ
ャ
グ
ジ
ー
な
ど
が
あ
る
。

　
「
少
し
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
が
私
た
ち
に
と
っ

て
は
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
ア
パ
ー
ト
で
し
た
」

　

徒
歩
圏
内
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
、
銀
行
、
郵
便
局
、
病
院
、
レ
ス

ト
ラ
ン
等
が
あ
る
。
ア
パ
ー
ト
の
裏
手
に
は
ホ

テ
ル
が
あ
り
、
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
隣
接
し
て
い
て
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
お
土

産
用
の
雑
貨
店
ま
で
そ
ろ
っ
て
い
た
。
冬
に
は

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
る
。
地
下
鉄
の

駅
か
ら
徒
歩
二
分
で
、
Ｄ
Ｃ
中
心
部
へ
の
移
動

に
も
便
利
だ
っ
た
。

Illustrated by 
Reona Nishinaga

ワシントンＤＣ　連邦議会議事堂前にて

　
結
婚
し
て
十
一
年
、
突
然
直な
お
き樹

に
ア
メ
リ
カ
駐
在
の
辞
令
が
下
る
。

　
神
戸
か
ら
出
た
こ
と
が
な
く
、

英
語
も
得
意
で
は
な
い
妻
の
唯ゆ

い
は

動
揺
し
た
。
け
れ
ど
も
「
行
く
か

ら
に
は
何
に
で
も
首
を
突
っ
込
も

う
」
と
覚
悟
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
人
の
仕
事
ぶ
り
に
戸

惑
う
直
樹
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
も
知
ら
ず
に

現
地
校
に
飛
び
込
ん
だ
長
男
の
春は

る

樹き

。
家
族
の
ア
メ
リ
カ
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
　
　
　
　（
仮
名
）

前
編

千
の
経
験
も
「
は
じ
め
の
一
歩
」
か
ら

取材・文　髙田 和子
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都
会
の
暮
ら
し

　

ア
パ
ー
ト
内
で
は
学
校
の
友
達
の
家
族
以
外

と
は
つ
き
合
い
が
な
く
、
隣
近
所
に
誰
が
住
ん

で
い
る
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
い
か
に
も
都

会
ら
し
い
暮
ら
し
方
だ
っ
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
頻
繁
に
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
華
や
か
だ
。
イ
ー
ス
タ
ー

に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
る
エ
ッ
グ
ハ
ン

ト
は
と
て
も
有
名
で
、
選
ば
れ
た
人
や
抽
選
で

当
た
っ
た
子
ど
も
は
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
国
防
総
省
が
近
か
っ
た
の

で
、
軍
関
係
の
制
服
を
着
た
人
が
歩
い
て
い
た

の
も
日
本
で
は
見
な
い
光
景
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
生
活
に
は
車
の
運
転
は
必
須
だ
。

唯
は
運
転
免
許
の
ペ
ー
パ
ー
試
験
は
ク
リ
ア
で

き
た
が
、
実
技
試
験
は
受
付
窓

口
の
人
の
英
語
が
聞
き
取
れ
な

く
て
苦
労
し
た
。
聞
き
返
す
と

「
だ
か
ら
！
」
と
、け
ん
か
腰
で

対
応
さ
れ
る
。
ひ
ど
い
と
き
は

机
を
叩
き
な
が
ら
怒
ら
れ
た
。

　

直
樹
い
わ
く
「
役
所
関
係
の

人
は
特
に
態
度
が
悪
い
で
す
。

『
英
語
が
話
せ
て
あ
た
り
ま
え

な
の
に
、
な
ん
で
話
せ
な
い
』

と
い
う
感
じ
で
怒
り
ま
す
」

　

店
で
も
英
語
が
苦
手
な
人
に

対
す
る
対
応
が
と
て
も
冷
た
か

っ
た
。
国
際
都
市
だ
か
ら
ま
さ
に
人
種
の
坩る

堝つ
ぼ

。

外
国
人
は
珍
し
く
な
い
の
に
、
こ
と
ば
が
で
き

な
い
と
ば
か
に
さ
れ
る
。

　

唯
は
「
買
い
物
に
行
く
に
も
ど
こ
行
く
に

も
『
絶
対
負
け
な
い
！
』
と
気
合
い
が
入
り
ま

し
た
」
と
言
う
。

　

食
生
活
に
は
困
ら
な
か
っ
た
。
韓
国
系
ス
ー

パ
ー
が
車
で
三
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

値
段
は
日
本
の
四
倍
ほ
ど
し
た
が
日
本
食
も
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ー
ド
と
し
て
少
し
扱
っ
て
い
た
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
牛
肉
に
「kobe 

beef

」
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
も
売
っ
て
い
た

が
、味
は
神
戸
牛
と
は
似
つ
か
な
い
ア
メ
リ
カ

の
味
だ
っ
た
。フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
は「oyakodon

」

と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
豚

肉
が
入
っ
た
甘
い
野
菜
炒
め
が
ご
飯
の
上
に
乗

っ
て
い
た
。
し
か
し
き
ち
ん
と
し
た
日
本
の
味

の
店
や
安
く
て
お
い
し
い
韓
国
料
理
、
中
国
料

理
、
メ
キ
シ
コ
料
理
の
店
も
近
辺
に
あ
っ
た
。

現
地
校
に
通
い
は
じ
め
て

　

春
樹
は
現
地
校
の
一
年
生
に
な
っ
た
。
初
日
、

唯
は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
初
め
て
運
転
し
た
。

　
「
英
語
も
う
ま
く
な
く
、
運
転
も
お
ぼ
つ
か

な
い
の
で
、
春
樹
よ
り
私
が
テ
ン
パ
っ
て
い
ま

し
た
」

　

生
徒
は
三
分
の
一
が
ア
メ
リ
カ
人
以
外
だ
っ

た
が
日
本
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
春
樹
に

と
っ
て
一
日
が
わ
け
も
わ
か
ら
ず
過
ぎ
て
い
く
。

　

の
ち
に
春
樹
は
軽
い
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ

る
が
、
当
時
唯
た
ち
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

唯
は
宿
題
を
手
伝
っ
た
の
だ
が
、
春
樹
は
放
っ

て
お
く
と
三
時
間
で
も
四
時
間
で
も
ぼ
ー
っ
と

し
て
い
る
。
一
つ
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
の
に

と
て
も
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
唯
は
強
く
怒

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
春
樹
も
声
を
上
げ
て
泣
い

た
り
し
て
、
数
カ
月
間
は
ふ
た
り
共
限
界
に
達

し
た
状
態
だ
っ
た
。

　
「
そ
の
時
点
で
は
、
な
ん
と
か
追
い
つ
か
な

く
て
は
、
現
地
に
馴な

れ
な
く
て
は
と
必
死
で
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
も
や
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
参

加
さ
せ
ま
し
た
が
、
も
し
か
し
た
ら
負
担
だ
っ

た
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
発
達
障
害
に
気
が

つ
い
て
い
た
ら
も
う
少
し
違
う
対
応
を
し
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

ア
メ
リ
カ
で
は
チ
ェ
ス
は
脳
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
集
中
力
も
つ
く
と
い
わ
れ
て
い
て
、
ど

こ
の
学
校
に
も
チ
ェ
ス
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
春
樹

も
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
。

　

幸
い
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
先
生
が
と
て
も
丁
寧
に
や
さ

し
く
指
導
し
て
く
れ
た
。
同
じ
バ
ス
停
の
友
達

と
プ
レ
イ
デ
イ
ト
も
で
き
、
少
し
ず
つ
英
語
も

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

昼
食
は
お
弁
当
を
持
参
し
た
。
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
は
缶
を
温
め
て
出
し
た
だ
け
の
イ
ン
ゲ
ン
や

ニ
ン
ジ
ン
、
そ
れ
に
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い
た
ペ
ラ

ペ
ラ
の
ピ
ザ
な
ど
だ
っ
た
か
ら
だ
。
お
に
ぎ
り

と
卵
焼
き
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
だ
が
、
ア
メ
リ

カ
で
は
き
れ
い
な
お
弁
当
は
珍
し
く
、
友
人
た

小学1年のクラス　バレンタイン
のイベントでＥＳＬの先生と話す
春樹（中央）
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ち
が
の
ぞ
き
に
来
た
。「
海の

苔り

は

体
に
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
流
行

り
は
じ
め
た
こ
ろ
で
、
奇
異
に
思

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

い
じ
め
に
遭
う

　

二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
様
子
が

お
か
し
く
な
っ
た
。
春
樹
は
ス
ラ

ス
ラ
と
し
ゃ
べ
れ
ず
言
い
返
せ
な

い
。
そ
れ
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
が
い
じ
め
て
く
る
の
だ

と
い
う
。
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
い
て

も
、
つ
ね
に
鬼
に
さ
れ
た
り
、
無

視
さ
れ
て
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
。「
あ

っ
ち
へ
行
け
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
「
先
生
に
相
談
し
た
ら
次
の
日
に
先
生
が
生

徒
全
員
の
前
で
名
前
は
出
さ
ず
に
い
じ
め
に
対

し
て
注
意
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
後

い
じ
め
の
こ
と
は
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
や

は
り
、
何
で
も
相
談
す
る
の
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
唯
。

　

い
じ
め
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
「
学

校
に
か
か
わ
っ
て
先
生
と
信
頼
関
係
を
つ
く
ろ

う
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
願
し
た
り
先
生
の

手
伝
い
を
し
た
り
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
来
る
前

に
決
め
た
「
何
に
で
も
首
を
突
っ
込
む
」
精
神

を
発
揮
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
行
事
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
ク

リ
ス
マ
ス
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
、
学
年
末
の
学
級

委
員
主
催
の
お
楽
し
み
会
が
あ
り
、
シ
ン
グ
ア

ロ
ン
グ
（
ミ
ニ
音
楽
会
）
や
ダ
ン
ス
ナ
イ
ト
は

夜
間
に
行
わ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
福
引
き
な

ど
も
あ
り
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

春
樹
は
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ
る
の
が
楽

し
く
、
特
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
仮
装
し
て
友
達
と

い
っ
し
ょ
に
お
菓
子
を
も
ら
い
に
行
く
の
を
楽

し
ん
で
い
た
。

ア
メ
リ
カ
人
の
思
考
回
路
は  

合
理
的

　

直
樹
の
職
場
で
働
く
人
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ

人
で
、
日
本
的
な
感
覚
か
ら
す
る
と
ド
ラ
イ
だ
。

　

職
場
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
場
で
あ
り
、
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
と
に
転
職
し
給
料
を
上
げ

て
い
く
。
い
ま
の
会
社
よ
り
高
い
給
料
を
提
示

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
ら
転
職
す
る
。

　
「
入
社
し
て
自
分
に
合
わ
な
い
と
一
週
間
で

辞
め
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
し
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
な
っ
た
ら
辞
め
る
と
公
言
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
ラ
ン
チ
で
も
ど
こ
の
会
社
で
ど
う
い

う
仕
事
が
あ
っ
て
、
い
い
か
悪
い
か
を
つ
ね
に

情
報
交
換
し
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
文
化
で
す
」

　

仕
事
を
受
注
し
た
会
社
が
、
発
注
し
た
会
社

に
向
か
っ
て
ク
レ
ー
ム
を
入
れ
る
こ
と
は
あ
た

り
ま
え
で
、
万
事
契
約
至
上
主
義
的
だ
。
し
か

も
契
約
書
の
内
容
を
偏
っ
た
解
釈
で
判
断
し
た

仕
事
を
す
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
自
分
た
ち
の
仕

事
の
仕
方
を
「
合
理
的
」
と
言
う
が
、
直
樹
は

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か
な
じ

め
な
か
っ
た
。

　
「
文
化
的
に
違
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
ま
で
違
う
の
か
と
思
い
ま
し
た
」

日
曜
日
は
教
会
へ

　

日
曜
日
は
家
族
で
教
会
に
行
く
日
だ
っ
た
。

そ
こ
で
は
子
ど
も
の
交
流
の
場
が
あ
り
現
地
に

溶
け
込
む
場
に
も
な
っ
た
。

　

唯
は
、
ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
と
い
う
ハ
ン
ド
ベ

ル
演
奏
の
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
教
会
併

設
の
プ
リ
ス
ク
ー
ル
で
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
と
し
て
ク
ラ
フ
ト
や
ラ
ン
チ
時
の
補

助
、
公
園
遊
び
の
引
率
等
の
手
伝
い
を
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
教
会
で
毎
年
、
夏

に
開
催
さ
れ
る
Ｖ
Ｂ
Ｓ
（V

acation B
ible 

Study

）
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ク
ラ
フ
ト
教

室
の
手
伝
い
も
し
た
。

　

直
樹
は
、
毎
週
日
曜
日
の
礼
拝
時
に
行
わ
れ

る
聖
歌
隊
の
一
員
に
な
り
、
平
日
の
木
曜
日
の

練
習
に
参
加
し
た
。

　

唯
に
と
っ
て
は
、
ど
ん
な
場
に
も
積
極
的
に

参
加
し
「
現
地
に
溶
け
込
も
う
」「
英
語
も
う

ま
く
な
ろ
う
」
と
努
力
し
た
二
年
間
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
家
族
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
に
引
っ

越
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
同
じ
ア
メ
リ
カ

で
も
都
会
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
は
ひ
と
味
違

う
暮
ら
し
が
あ
っ
た
。　
　（

次
号
、
後
編
に
続
く
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
50
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

空軍の航空ショーにて　さまざまな
航空機が展示されていて試乗できる



reference

３
び
き
の
か
わ
い
い
オ
オ
カ
ミ

　
『
三
匹
の
仔こ

豚
』
の
パ
ロ
デ
ィ
だ
が
、
英

語
で
読
む
と
一
目
瞭
然
。『T

he T
hree 

Little Pigs and the Big Bad W
olf

』

『T
he T

hree Little W
olves and the 

Big Bad Pig

』
とPig

とW
olf

が
入
れ

替
わ
る
だ
け
。
英
語
版
を
入
手
で
き
る
な

ら
、
ぜ
ひ
読
み
比
べ
て
ほ
し
い
。
パ
ロ
デ

ィ
絵
本
を
薦
め
る
時
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物

語
を
話
し
て
お
く
よ
う
条
件
を
付
け
る
が
、

こ
の
本
は
そ
れ
な
し
で
も
、
大
人
と
子
ど

も
が
各
々
の
世
界
で
楽
し
め
る
。

　

母
親
に
言
わ
れ
て
旅
に
出
た
三
匹
の
可か

愛わ
い

い
狼
お
お
か
みは
、
三
人
協
力
し
て
先ま

ず
煉れ
ん
が瓦

の
家
を
建
て
る
。
す
る
と
悪
い
大
豚
が
や

っ
て
き
て
、
ふ
う
っ
と
吹
い
て
も
倒
れ
な

い
の
で
、
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
き
壊
す
。
二

番
目
に
建
て
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
家
も
電

気
ド
リ
ル
で
壊
さ
れ
、
三
番
目
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
家
も
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
飛

ば
さ
れ
る
。
今い

ま
ま
で迄
、
間
違
っ
た
材
料
で
家

を
建
て
て
い
た
の
で
は
と
気
付
い
た
兄
弟

が
最
後
に
建
て
た
の
は
？　
　
　
　
（
Ｋ
）

ト
マ
ト
さ
ん

　

真
夏
の
昼
下
が
り
、
真
っ
赤
に
熟
れ
た

ト
マ
ト
さ
ん
が
ど
た
っ
と
落
ち
た
。
ぎ
ら

り
と
照
り
付
け
る
太
陽
が
暑
く
て
た
ま
ら

な
い
ト
マ
ト
さ
ん
は
、
本
当
は
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
よ
う
に
身
軽
に
小
川
へ
飛
び
込
み
た

い
。
で
も
、
体
が
重
く
て
動
け
な
い
の
だ
。

　

田
中
清
代
が
描
く
ト
マ
ト
さ
ん
は
、
絵

本
か
ら
は
み
出
す
ほ
ど
の
大
き
さ
で
迫
力

満
点
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
喜
怒
哀
楽
の

表
情
も
独
創
的
だ
。「
ぶ
く
ぶ
く　

ぷ
っ

く
り
」
の
よ
う
な
沢
山
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
も

絵
に
ぴ
っ
た
り
で
リ
ズ
ム
が
あ
り
面
白
い
。

　

ト
マ
ト
さ
ん
の
切
な
い
気
持
ち
を
知
っ

た
畑
の
虫
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
ト
マ
ト

さ
ん
を
転
が
す
姿
は
心
温
ま
る
場
面
だ
。

そ
し
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
小
川
で
泳
ぐ

こ
と
が
出
来
た
時
の
ト
マ
ト
さ
ん
の
何
と

も
言
え
ぬ
気
持
ち
よ
さ
そ
う
な
顔
は
爽
快

で
、
こ
ち
ら
の
頬
を
も
緩
ま
せ
る
。

　

ト
マ
ト
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
な
り
の

涼
を
楽
し
み
な
が
ら
、
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

０歳から５歳の子どもに読み聞かせる本。 ５歳から14歳の子どもと共に楽しむ本。 10歳以上の子どもも大人も、一人で
読んでも、読み聞かせても楽しめる本。

選・文　国際子ども文庫の会

お
ば
け
の
も
り

　

ヒ
ロ
シ
は
友
達
と
神
社
の
夏
祭
り
に
出

か
け
た
。
突
然
、
食
べ
て
い
た
タ
コ
焼
き

が
飛
び
出
し
、
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
転
が
っ

て
、
着
い
た
所
は
、
お
化
け
の
世
界
の
入

口
。
ろ
く
ろ
首
、
一
つ
目
小
僧
、
人
だ
ま
、

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
等
、
お
化
け
が
大
集
合
。

　

長
谷
川
義
史
の
大
き
く
迫
力
あ
る
お
化

け
の
絵
が
迫
っ
て
く
る
が
、
な
ぜ
か
親
し

み
の
あ
る
お
化
け
達
、
一
緒
に
日
本
の
夏

祭
り
を
味
わ
え
る
。

　

ま
た
絵
だ
け
で
な
く
、
こ
と
ば
遊
び
た

っ
ぷ
り
の
絵
本
で
も
あ
る
。「
た
こ
や
き
」

な
ら
、
た
べ
る
と　

こ
ん
な
に　

や
さ
し

い　

き
も
ち　

の
よ
う
に
、
あ
い
う
え
お

作
文
（
折
句
）
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く

る
の
だ
。
読
ん
で
い
る
子
ど
も
達
か
ら
も

思
い
っ
き
り
自
由
な
こ
と
ば
が
溢あ

ふ

れ
出
て

く
る
に
違
い
な
い
。

　

夜
、
い
つ
も
は
真
っ
暗
な
神
社
に
夜
店

が
立
ち
並
ぶ
。
綿わ

た
あ
め飴
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

金
魚
す
く
い
、
輪
投
げ
、
射
的
等
、
日
本

の
夏
は
祭
り
の
季
節
！　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

こ
そ
あ
ど
の
森
の
物
語
⑫

水
の
森
の
秘
密

　

食
べ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
プ
ニ
ョ

プ
ニ
ョ
タ
ケ
が
、
美
味
し
く
保
存
可
能
な

キ
ノ
コ
と
知
っ
て
、
森
の
住
人
達
は
夢
中

に
な
っ
て
採
り
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。
暫

し
ば
ら

く
し
て
、
森
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
水
が
湧
き

出
し
、
家
も
水
没
し
そ
う
な
勢
い
に
。
ボ

ー
ト
に
乗
り
、
湖
に
原
因
を
探
り
に
行
く

と
、
何
と
そ
こ
に
い
た
の
は
…
…
。

　

こ
そ
あ
ど
の
森
と
点
在
す
る
五
つ
の
家

が
舞
台
の
物
語
の
最
終
巻
。
ガ
ラ
ス
び
ん

の
家
、
湯
わ
か
し
の
家
な
ど
、
想
像
す
る

だ
け
で
愉
快
だ
が
、
自
然
と
の
共
生
を
考

え
抜
い
た
内
部
設
計
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ

の
本
で
は
、
人
間
の
小
さ
な
欲
が
自
然
界

の
生
態
系
を
壊
し
て
し
ま
う
。
自
然
の
恵

み
を
必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け
頂
く
こ
と

が
大
事
だ
と
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

　

互
い
の
考
え
方
を
尊
重
し
、
程
よ
い
距

離
感
を
保
ち
な
が
ら
も
助
け
あ
う
森
の
暮

ら
し
。
そ
こ
に
は
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

ヒ
ン
ト
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
る
。
夏
休
み

に
全
十
二
巻
読
破
を
勧
め
た
い
。　
（
Ｒ
）

石津ちひろ　作
長谷川義史　絵
小学館

税込価格　1,540円

岡田淳　作
理論社

税込価格　1,870円

ユージーン・トリビザス　文
ヘレン・オクセンバリー　絵

こだまともこ　訳
冨山房　税込価格1,650円

The Three Little Wolves and the Big Bad Pig
by Eugene Trivizas

田中清代　作
福音館書店

税込価格　990円

月刊 海外子女教育 2022.825 発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。
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プ
ロ
野
球
・
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
本

拠
地
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
の
す
ぐ
南
に
、

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学
校
は
あ
る
。

一
九
一
二
年
に
名
古
屋
電
気
学
講
習
所

と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
ず
っ
と「
名

電（M
eiden

）」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

き
た
。

　

周
囲
は
ト
ヨ
タ
・
グ
ル
ー
プ
を
は
じ

め
多
く
の
製
造
業
が
集
ま
る
我
が
国
屈

指
の
工
業
地
帯
。
そ
こ
に
古
く
か
ら
工

業
大
学
並
み
の
工
作
機
械
や
電
子
機
器
、

情
報
デ
ザ
イ
ン
室
、Ｃ
Ａ
Ｄ
室
、実
験
・

実
習
室
な
ど
を
贅ぜ

い

沢た
く

に
整
備
し
て
子
ど

も
た
ち
を
育
て
、
も
の
づ
く
り
の
人
財

を
輩
出
し
て
き
た
。

　

一
九
四
七
年
、
新
制
の
名
古
屋
電
気

中
学
校
が
開
校
。
そ
の
二
年
後
に
新
制

の
名
古
屋
電
気
高
等
学
校
が
開
校
し
た
。

一
九
六
二
年
に
は「
電
気
科
・
電
子
科
・

機
械
科
」と
並
ん
で「
普
通
科
」が
設
置

さ
れ
る
に
伴
い
共
学
校
と
な
る
。
以
後
、

幾
度
か
の
校
名
変
更
を
経
て
、
現
在
の

校
名
と
な
っ
た
。

　

最
近
は
生
産
拠
点
を
海
外
に
展
開
す

る
地
元
企
業
が
多
い
た
め
、
海
外
か
ら

の
体
験
入
学
や
見
学
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
と
い
う
。
国

際
的
な
視
野
が
広
く
、
得
意
分
野
が
明

確
な
生
徒
が
集
ま
っ
て
く
る
現
在
の

「
名
電
」を
訪
ね
て
み
た
。

高
大
一
貫
で

技
術
者
を
養
成
す
る

　
「
も
の
づ
く
り
=
男
子
校
」
の
印
象

は
、
も
は
や
過
去
の
も
の
で
、
女
子
の

入
学
者
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
帰

国
生
は
、
一
般
入
試
で
入
学
し
て
く
る

の
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
だ
。

　
「
そ
う
は
い
っ
て
も
、
二
〇
一
八
年

か
ら
帰
国
生
入
試
も
始
め
ま
し
た
。﹃
専

門
学
科
﹄（
科
学
技
術
科
・
情
報
科
学

科
）
は
、
技
術
的
な
も
の
を
基
礎
か
ら

学
ん
で
愛
知
工
業
大
学
に
つ
な
げ
て
い

く
“
七
年
の
課
程
”
の
発
想
で
す
。
一

方
﹃
普
通
科
﹄
は
、
部
活
動
と
勉
強
と

を
両
立
さ
せ
た
い
生
徒
と
か
、
国
公
立

な
ど
の
他
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
最

初
か
ら
専
門
学
科
を
選
ん
で
入
学
し
て

き
ま
す
」
と
渉
外
部
の
中
山
智
明
先
生

は
話
す
。

　

専
門
学
科
生
の
約
八
割
は
愛
知
工
業

大
学
に
進
学
し
て
い
く
。

　
「
時
間
を
か
け
て
研
究
さ
せ
て
く
れ

る
大
学
だ
と
知
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

高
校
で
も
こ
ん
な
に
施
設
が
整
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
大

学
の
先
生
が
定
期
的
に
授
業
を
し
に
来

て
く
れ
ま
す
」

　

ひ
と
握
り
の
エ
リ
ー
ト
で
は
な
く
、

企
業
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
真
の
技

術
者
を
育
て
る

と
い
う
姿
勢
は
、

創
立
以
来
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

　
「
で
す
か
ら

高
大
一
貫
で
最

先
端
の
こ
と
を

教
え
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
挑
戦
で

き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
、
私
た
ち
は

考
え
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
も
学
校
に
残
っ
て
、
自
分
の

研
究
開
発
を
し
た
り
電
気
工
事
士
な
ど

の
国
家
資
格
の
勉
強
を
し
た
り
す
る
生

徒
が
多
い
で
す
ね
。
教
員
は
そ
れ
に
つ

き
合
う
し
、
補
習
も
し
て
い
ま
す
…
…

根
が
同
じ
で
す
か
ら
」

　

教
員
の
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る
時

代
だ
が
、「
帰
ら
な
い
ん
で
す
よ
、
コ

イ
ツ
ら
…
…
」
と
中
山
先
生
は
苦
笑
す

る
。
横
で
生
徒
た
ち
が
笑
い
転
げ
た
。

人
に
喜
ば
れ
る
も
の
を

創
り
出
す

　

情
報
科
学
科
の
三
年
生
と
話
が
で
き

た
。
入
学
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
Ａ
さ

ん
は
「
見
学
会
に
来
て
、
Ｃ
Ｇ
の
モ
ー

シ
ョ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
見
て
格
好

い
い
！
と
思
っ
た
」、
Ｂ
さ
ん
は
「
中

学
時
代
か
ら
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
や
動
画

を
駆
使
し
た
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
が
好

き
で
し
た
」と
言
う
。

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

校舎
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愛
知
工
業
大
学
名
電
高
等
学
校
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Ｃ
さ
ん
は
、
学
校
説
明
会
で
見
た
映

像
・
音
楽
が
マ
ッ
チ
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
魅
せ
ら
れ
た
そ
う
だ
。「
そ

れ
に
個
性
的
な
先
生
や
生
徒
が
多
い
で

す
ね
。
オ
タ
ク
っ
ぽ
い
人
や
、
筋
肉
盛

り
盛
り
の
人
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
で
遊
ん

で
い
る
人
な
ど
…
…
。
二
年
経
っ
た
い

ま
で
も
キ
ラ
キ
ラ
感
じ
る
場
面
が
多
く

て
、
す
ご
く
楽
し
い
で
す
」と
話
す
。

　

Ｂ
さ
ん
も
「
趣
味
が
合
う
友
達
が
た

く
さ
ん
い
て
、
わ
か
り
合
え
る
の
が
う

れ
し
い
で
す
。
部
活
で
ウ
ェ
ブ
を
つ
く

る
の
も
楽
し
い
け
ど
、
学
校
や
生
徒
会

な
ど
か
ら
頼
ま
れ
た
動
画
や
ポ
ス
タ
ー

を
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
創
り
上
げ
る
の

も
い
い
」と
楽
し
そ
う
だ
。

　

Ａ
さ
ん
は
「
一
年
生
か
ら
電
子
・
理

学
な
ど
の
専
門
を
学
べ
る
し
、
実
際
に

も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
作
業
が
あ
り
ま

す
。
後
輩
が
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

あ
あ
自
分
は
あ
の
こ
ろ
よ
り
は
成
長
し

て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
実
感
で
き
ま
す
」

と
言
っ
て
笑
っ
た
。

　

三
人
共
「
い
ろ
ん
な
分
野
の
こ
と
を

学
ん
で
、
自
分
の
視
野
や
価
値
観
が
広

が
っ
て
い
く
」「
お
互
い
に
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
出
し
合
う
の
で
、
自
分
ひ
と

り
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
実
現
で
き

る
」「
人
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
創
っ
て

い
き
た
い
」と
繰
り
返
し
言
う
。

好
き
だ
か
ら
こ
そ
が
ん
ば
れ
る

　

校
訓
は
「
誠
実
・
勤
勉
」
だ
が
、
そ
れ

が
先
生
に
も
生
徒
に
も
徹
底
さ
れ
て
い

る
の
を
感
じ
る
。

進
学
で
あ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
・
芸
術
・

音
楽
で
あ
れ
、
も

ち
ろ
ん
工
学
・
情

報
で
も
、
お
の
お

の
が
目
的
を
持
っ

て
集
ま
る
か
ら
だ

ろ
う
が
、“
場
”が

整
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
協
力
し
て
く

れ
る
先
生
が
い
て
、

や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き
る
学
校
で

す
」（
Ｃ
さ
ん
）

　
「
専
門
学
科
の
生
徒
は
愛
知
工
業
大

学
に
進
学
す
る
の
で
、
入
試
が
あ
り
ま

せ
ん
（
定
期
考
査
や
ふ
だ
ん
の
学
び
方

で
決
ま
る
）。
そ
の
分
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
主
性
の
あ

る
人
な
ら
、
す
ご
く
楽
し
い
学
校
生
活

が
送
れ
る
と
思
う
」（
Ｂ
さ
ん
）

　
「
将
来
の
夢
が
定
ま
っ
て
い
る
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
、
一
年
生
か
ら
い
ろ

ん
な
分
野
を
広
く
教
え
て
も
ら
え
る
の

で
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
り
や
す

い
と
思
う
。
電
気
、
電
子
、
物
理
…
…

理
系
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
そ
ろ
っ
て
い

る
と
思
う
」（
Ａ
さ
ん
）

　
“
ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
”
ら
し
く
、
体

育
館
・
武
道
場
を
は
じ
め
サ
ッ
カ
ー
場
、

野
球
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
、
相
撲
場
、

卓
球
場
な
ど
の

施
設
も
、
贅
沢

に
そ
ろ
っ
て
い

る
。
ロ
ボ
ッ
ト

競
技
や
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
全
国

コ
ン
テ
ス
ト
で

も
常
連
校
だ
。

　

全
国
大
会
で

活
躍
す
る
部
活
動
は
い
く
つ
も
あ
る
の

だ
が
、
専
門
学
科
の
三
年
生
が
「
ま
だ

“
七
年
間
の
三
年
目
”
に
入
っ
た
ば
か

り
」
と
話
す
精
神
的
な
ゆ
と
り
に
、
圧

倒
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
た
と
え
他
大
学
に
進
学
す

る
に
し
て
も
、
皆
好
き
な
こ
と
だ
か
ら

こ
そ
が
ん
ば
れ
る
の
だ
。

　
「
上
級
生
が
下
級
生
を
教
え
る
、
あ

る
い
は
生
徒
同
士
が
教
え
合
う
こ
と
は

あ
た
り
ま
え
だ
し
、
教
え
る
こ
と
が
最

も
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
楽
し

い
し
、
皆
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
き

ま
す
。
教
師
が
き
っ
か
け
を
考
え
刺
激

を
与
え
る
こ
と
で
、
生
徒
が
勝
手
に
走

っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
中

山
先
生
は
話
し
て
く
れ
た
。

（
取
材
・
文　

小
山 

和
智
）

所在地	：	〒464-8540 名古屋市千種区若水3-2-12
TEL	：	 052-721-0311
FAX	：	 052-722-8302
URL	：	 https://www.meiden.ed.jp
交通	：	地下鉄東山線「池下」駅からバス5分、または

徒歩15分
	 	 地下鉄名城線「砂田橋」駅からバス7分、徒歩

18分
生徒数（中高一貫含む）：男子＝1314人、女子＝684人
	 	 ※帰国生のみの人数は数えていない。
教職員数：専任109人（うち外国人 2人）
　　　　　非常勤 64人
帰国生入試の出願資格：
　�原則として、海外生活経験2年以上、帰国後2年以
内の者。

インタビューに答えてくれた生徒たち

情報コンテンツ実習で自分の名刺をデザイン中。印刷
業者に100枚発注して、自分の手元に届くまでが授業。

https://www.meiden.ed.jp
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D
avos N

ext

に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
？

髙
島　

私
た
ち
の
正
式
名
称
は
「
グ
ロ

ー
バ
ル
な
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
留

学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
で
す
。
現
在
は

サ
ポ
ー
ト
が
手
薄
な
海
外
進
学
と
若
者

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
も
に
支
援
し

て
い
ま
す
が
、
主
体
的
な
学
び
の
デ
ザ

イ
ン
を
通
じ
て
世
界
の
課
題
を
解
決
す

る
仲
間
づ
く
り
、
場
づ
く
り
が
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
留
フ
ェ
ロ
の
活
動
も

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
僕
も
模

擬
授
業
を
し
ま
し
た
が
、
横
浜
、
滋
賀
、

世
界
中
の
小
・
中
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
き
る
な
ん
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。

　

帰
国
子
女
っ
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
こ
と
」
を
期
待
さ
れ
が
ち

で
す
よ
ね
。
帰
国
後
に
そ
ん
な
自
分
と

向
き
合
い
、
次
の
学
び
へ
の
原
動
力
に

な
る
よ
う
な
体
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

髙
島　

僕
は
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
十

八
歳
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
し
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い
る
と
、
日
本
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
が
落
ち
て
い
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
る
ん
で
す
。
で
も
，
社
会

課
題
を
解
決
し
た
い
と
考
え
る
若
者
は

意
外
と
少
な
く
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

十
年
後
二
十
年
後
に
い
っ
し
ょ
に
世
界

を
よ
り
よ
く
す
る
次
の
世
代
の
仲
間
の

た
め
に
、
主
体
的
な
学
び
の
場
を
つ
く

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
小
・
中
学
生
の
う
ち

の
ひ
と
り
で
も
、
た
と
え
ば
数
年
後
に

「
あ
ん
な
話
を
聞
い
た
な
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
た
な
」
と
思
い
出
し
て
く

れ
て
、
進
路
選
択
や
勉
強
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
将
来
、
日
本
・
地
球
規
模
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
い
っ
し
ょ
に
仕

事
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
ま
ず

は
今
回
、
よ
い
場
を
つ
く
り
ま
す
！

ハ
ワ
イ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
っ
し
ょ
に
学

び
を
深
め
ま
し
た
。
し
か
も
住
ん
で
い

る
場
所
の
違
い
で
、
視
点
も
違
う
ん
で

す
。
対
面
に
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能

性
と
ニ
ー
ズ
を
実
感
し
ま
し
た
。

D
avos N

ext

は
、
僕
た
ち
が
目
指

す
若
者
に
よ
る
主
体
的
な
課
題
解
決
の

き
っ
か
け
に
な
る
大
き
な
機
会
。
知
人

か
ら
の
紹
介
で
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
綿
引
理
事

長
に
会
っ
て
す
ぐ
、「
い
い
で
す
ね
！

や
り
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
ど
ん
な
人
？

ど
ん
な
思
い
で
参
加
し
ま
す
か
？

林　

海
外
の
大
学
に
在
籍
し
て
い
る
大

学
生
で
、
帰
国
子
女
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
子
ど
も
時
代
に
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
に
お
世

話
に
な
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
ん
で
す

よ
。
私
自
身
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
育
ち
、

日
本
で
の
中
・
高
時
代
に
は
自
分
を
異

質
な
存
在
だ
と
感
じ
て
い
て
ア
メ
リ
カ

の
大
学
に
進
学
し
た
経
験
を
持
っ
て
い

ま
す
。

D
avos N

ext

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
テ
ー
マ
は
、
児
童
の
発
達
や
医
療
人

類
学
を
専
攻
し
て
い
る
私
が
、
い
ま
ま

さ
に
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を

Davos Next 2022に向けて　　に向けて　　

D
avos N

ext2022

の
パ
ー
ト
２
協
働

作
業
で
は
、
世
界
中
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
い
だ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
世
界
の
人
た
ち
が
健
康
で
幸
せ

に
暮
ら
す
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
よ
う
」。
山
中
伸
弥
教
授
の
基
調
講

演
か
ら
刺
激
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、ど

ん
な
話
し
合
い
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、
留
学
を
切
り
口
に
主
体
的
な

学
び
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
留
学
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ
プ
」（
留
フ
ェ
ロ
）か
ら
、
海
外
の
大
学
に

在
籍
中
の
大
学
生
も
参
加
し
ま
す
。
代
表

理
事
と
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

（
只
木
良
枝
）

7

第6回 JOES Davos Nextを語る
特定非営利活動法人　留学フェローシップ

代表理事　髙島崚輔さん
コアメンバー 林　佑香さん

林
佑
香
さ
ん（
右
）、友
人
と

髙
島
崚
輔
さ
ん
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検索

愛 のある指導
文教学院のネット塾
ライフスタイルに合わせて
世界中どこにいても、あなたの生活時間に
合わせて授業スケジュールを組めます。

安心・気軽
家庭教師のように家族が気を使わなくても大丈夫！
塾のような、行き帰りの心配もいりません！

Face to Face
顔をみながら紙とペンで授業を進めるので、
大事なところが記憶に残ります。

生徒さんは自分の
ノートに書き込みます 生徒さんのノート 講師のノート

海外日本人学校・日本語補習校宿題コース好評開講中！

なんとこちらは、兄弟姉妹は授業料無料

兄弟
姉妹は

入
会
金無料！

小・中・高対応 考える力と勉強する姿勢 愛のある塾
文教学院 塾東京都世田谷区3-12-11

　03-5799-6031
文教学院ウェブサイト ▶ http://www.jyuku.info/
お問い合わせ先 ▶ info@jyuku.info
Facebook ▶ https://www.facebook.com/setagaya.bunkyo.gakuin文教学院

我が子のように
向き合い続けて
祝 開校 40 年

http://jyuku.info/


次 代 を 創 る 人 材 に―

攻玉社 検索

攻玉社中学校 併設/高等学校
〒141 0031 東京都品川区西五反田5 14 2　
東急目黒線不動前駅より徒歩2分　
TEL .03（3493）0331（代）　https ://kogyokusha .ed . jp

国際学級
募集人員　男子40名
（国語・算数 20名/英語 20名)
※詳細はHPをご覧ください

159
Since 1863

創立159年

その先の「学び」へ

×立正大学法学部コラボ企画

「法 …」義講いし難「」ドーレパンオの語用門専いなれ慣き聞「」記暗丸の文条「 ？かすで何はのもるすジーメイてい聞と」学
こんなイメージから、なかなか親しみが持てないのも事実でしょう。

しかし実は、コンビニでパンを買ったり、電車やバスに乗るといったごく日常的な行為すべてが、
法律に定められたルールに従っておこなわれていることをご存知ですか？
法律は、私たちの実生活と切っても切れない、とても密接なものです。

「法学」を学ぶということは、法の考え方を理解し、現実の社会で生かすことです。
ここでは、「難しい」「硬い」という印象の強い「法学」が、
実は「身近で親しみやすい」学問であることを、
立正大学法学部の教員が紹介します。

実
高校生のための「法学」講座

法学 のハナシ」「
はやさしい

画面内どこでも
クリックすると

専用サイトが出ます

例えば・・・
●カンニングは罪に問われるの？
●約束と契約ってどう違うの？
●無期懲役って軽い刑罰なの？

▶気になる回答は
　大学通信HP専用サイトへ

https://kogyokusha.ed.jp/
https://www.univpress.co.jp/university/rissho_law/13th_lecture/


合格者の声　東京大学 文科2類 合格
7年間米国に住んでいた私にとって一番の壁は日本語小論文でした。オンラインで国立大学の小論文対策を行っている塾を調べている時に、
GLICCに出会いました。毎回の授業は、先生と対話しながら進められるのですが、この対話によって自分とは異なる考え方に気づき、よりレベ
ルの高い小論文にするための視点が得られました。また、別の国で過ごしていた受験生と一緒に学んだことも、自分が暮らした国についてより
よく知る機会となりました。お互いが書いたものを批評し合う「ピアレビュー」では、相手の書いたものを指摘するスキルを上げることを通じ
て、結果的に自分の表現力を向上させることにつながったように感じます。さらに、GLICCの先生は親身になって受験の悩み事や話を聞いてく
ださいました。何か心配事を抱えていた際に先生に連絡すると、すぐにズームを開いてくださり、相談にのってくださいました。この様なサ
ポートは、他では得られないものだと思います。

１）志望理由書サポート＋文系小論文／理系数学／早稲田国教CW対策
２）G11生対象 TOEFL対策／基礎小論文／数学

帰国枠
大学受験対策コース

1）三田国際・広尾学園 国際生入試対策 （GLICC桜新町教室）
　・Reading＋Listening＋Writing＋Grammar＋Math/Reasoning
2）フィクションリーディング＆ライティング（オンライン）
　・7月第1週から全6週 8月の講座終了後から8月末まで課題添削つき

中学受験対策 
夏期集中特別講座

1）難関高校受験英語・TOEFL
2）難関高校受験数学・広尾学園 Math
3）帰国生国語・日本語作文対策

高校受験
英数国3教科対策

中学受験
三田国際学園中 
国際生入試＋英語入試 合格者18名！

大学受験
東京大学帰国生入試 合格者2名！
（国立コース合格率100%）

2022年度合格実績（一部）

グローバル・アドミッションの時代

https://glicc.jp/


❶ 鳥
とっとり

取市
しな い

内にある飛
ひこうじょう

行場の名
なまえ

前は何
なん

でしょう？ 

●Ａ バードキャッチ空
くうこう

港 ●Ｂ 鳥
とっとり

取砂
さきゅう

丘コナン空
くうこう

港 ●Ｃ 鳥
とっとり

取ドリーム空
くうこう

港 ●Ｄ 砂
すな

かぶり空
くうこう

港

❷ 「こんばんは」を意味する鳥取県の方言とは？

●Ａ ひるおわり　　 ●Ｂ ひがくれた　　 ●Ｃ くれえくれ　　　●Ｄ ばんなりました

中
ちゅうごく

国地
ち ほ う

方にあり、日
に ほ ん

本で人
じんこう

口がいちばん少
すく

ない都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

。日
に ほ ん

本海
かいがわ

側気
き こ う

候で、冬
ふゆ

は雪
ゆき

がよく降
ふ

ります。自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かで、スイカやラッキョウ、ナシなどの農
のう

産
さん

物
ぶつ

や、
カニやイワシなどの海

かいさんぶつ

産物も有
ゆうめい

名。県
けんちょう

鳥は「オシドリ」、
県
け ん か

花は「二
にじゅっせいき

十世紀梨
なし

の花
はな

」、県
けんちょう

庁所
しょざいち

在地は鳥
とっとりし

取市。

なんで、「鳥
とっとり

取」っていうの？

鳥
とっとり

取の地
ちめ い

名はその字
じ

の通
とお

り、「鳥
とり

を取
と

る人
ひと

た
ちが住

す

んでいた」ことに由
ゆらい

来します。千
せんだいがわ

代川、
袋
ふくろ

川
がわ

の合
ごうりゅう

流地
ちて ん

点は水
みずどり

鳥の猟
りょうば

場として知
し

られて
いて、朝

ちょうてい

廷はこの地
ち

に、鳥
とり

を獲
と

って朝
ちょうてい

廷へ献
けんじょう

上
する仕

しご と

事を任
まか

せた部
べ

民
みん

「鳥
と

取
とり

部
べ

（鳥
とりかいべ

飼部）」を置
お

きました。その鳥
と

取
とり

部
べ

の人
ひと

たちが住
す

んでいた
場
ばしょ

所が「鳥
とっとり

取」です。

さて、鳥
とっとりけん

取県の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

大
おお

きな油
あぶら

揚
あ

げの中
なか

に生
なま

の米
こめ

や野
やさ い

菜を詰
つ

めて、だし汁
じる

で炊
た

き上
あ

げた古
ふる

くから

伝
つた

わる郷
きょうど

土料
りょうり

理。「いただき」という名
なまえ

前の由
ゆらい

来は諸
しょせつ

説あり、米
こめ

が貴
きちょう

重な時
じだい

代

にはたいへんなごちそうとされ、「もらう」ではなく「いただく」という感
かんしゃ

謝

の気
き も

持ちが、そのまま名
なまえ

前になったという説
せつ

や、鳥
とっとりけん

取県を代
だいひょう

表する山
やま

、「大
だいせん

山」

の頂
いただき

に形
かたち

が似
に

ているので、という説
せつ

もあります。昔
むかし

は、特
とくべつ

別な行
ぎょうじ

事があった

際
さい

に近
きんじょ

所にふるまわれていたとか。貴
きちょう

重な米
こめ

が少
すく

なくてもおなかがいっぱい

になるようにと、たくさんの具
ぐざい

材を入
い

れてつくられたといわれています。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 50）をご覧
らん

ください。

身
み

を乗
の

り出
だ

すハムスター？

北海道北海道

青森県青森県

岩手県岩手県
秋田県秋田県

宮城県宮城県山形県山形県

福島県福島県新潟県新潟県

栃木県栃木県

茨城県茨城県

千葉県千葉県
埼玉県埼玉県

群馬県群馬県

東京都東京都
神奈川県神奈川県

山梨県山梨県

長野県長野県
富山県富山県

石川県石川県

福井県福井県

滋賀県滋賀県

三重県三重県
奈良県奈良県

岐阜県岐阜県

愛知県愛知県 静岡県静岡県

和歌山県和歌山県

大阪府大阪府

京都府京都府
兵庫県兵庫県

岡山県岡山県

香川県香川県

高知県高知県愛媛県愛媛県

島根県島根県

広島県広島県

徳島県徳島県山口県山口県

福岡県福岡県
佐賀県佐賀県

長崎県長崎県 熊本県熊本県
宮崎県宮崎県

鹿児島県鹿児島県

沖縄県沖縄県

大分県大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

　　  と 　   　   どう     ふ　　　　  けん1都1道2府43県
～ め・ぐ・り ～

とっとりけん

鳥取県

ク イ ズ

鳥鳥
と っ と り
と っ と り

取取のの名名
め い ぶ つめ い ぶ つ

物物料料
り ょ う りり ょ う り

理理
をを紹紹

しょうしょう

介介
か いか い

するよ～するよ～ いただき 具
ぐざい

材はいろいろで、まさにおふくろ
の味
あじ

。「いただきます！」

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。
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海
運
を
通
じ
た

人
々
の
交
流
の
盛
ん
な
国

　
パ
ナ
マ
共
和
国
は
中
米
の
最
南
端
に
あ
り
、
北

緯
約
九
度
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
熱
帯
の
国
で

あ
る
。
世
界
三
大
運
河
の
一
つ
で
あ
る
パ
ナ
マ
運

河
が
あ
り
、
世
界
の
海
運
の
中
心
地
に
も
な
っ
て

い
る
。
首
都
パ
ナ
マ
シ
テ
ィ
の
新
市
街
に
建
ち
並

ぶ
高
層
ビ
ル
群
か
ら
パ
ナ
マ
湾
を
望
む
と
、
運
河

の
通
航
を
待
つ
貨
物
船
が
列
を
な
す
様
子
が
見
ら

れ
る
。

　
北
米
と
南
米
、
ま
た
太
平
洋
と
大
西
洋
の
交
差

点
と
も
い
え
る
こ
の
国
に
は
、
大
航
海
時
代
以
前

か
ら
住
む
先
住
民
族
に
加
え
、
十
六
世
紀
に
始
ま

っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
、
パ
ナ
マ
運
河
や

鉄
道
建
設
な
ど
に
従
事
し
た
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
労

働
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
が
集
ま
っ
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。
海
運
に
よ
る
他
国
と
の
交
流
を
深

め
る
な
か
で
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
共
に
暮
ら
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
種
間
で
混
血
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

パ
ナ
マ
共
和
国
は「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
と
な
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
支
え
ら
れ
、

の
び
の
び
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

　
本
校
は
一
九
七
三
年
に
開
か
れ
た
日
本
語
補
習

校
を
前
身
と
し
、
七
四
年
に
全
校
児
童
九
人
で
開

校
し
た
。
そ
の
後
、
八
〇
年
代
に
は
日
系
企
業
の

進
出
に
よ
り
、
在
籍
児
童
生
徒
が
一
三
〇
人
を
超

え
る
時
期
も
あ
っ
た
。
開
校
当
初
は
草
原
が
広
が

る
な
か
に
建
ち
、
二
〇
〇
㍍
先
に
パ
ナ
マ
湾
を
一

望
す
る
学
校
で
あ
っ
た
が
、
新
市
街
と
し
て
周
辺

の
開
発
が
進
ん
だ
現
在
は
、
高
さ
一
五
〇
㍍
を
超

え
る
高
層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
児
童
生
徒
の

増
加
に
伴
っ
て
、
校
舎
の
二
階
部
分
や
屋
内
運
動

場
、
二
十
五
㍍
プ
ー
ル
な
ど
の
増
築
を
経
な
が
ら
、

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

り
続
け
て
い
る
。
開
校
四
十
八
年
目
を
迎
え
た
現

在
、
十
四
人
の
全
校
児
童
生
徒
が
元
気
な
声
を
響

か
せ
の
び
の
び
と
生
活
し
て
い
る
。

　
本
校
で
は
、
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
た
個

に
応
じ
た
指
導
に
よ
る
学
力
の
向
上
、
異
年
齢
集

団
で
の
活
動
に
よ
る
互
い
を
尊
重
す
る
態
度
の
育

成
、
年
間
を
通
し
て
の
水
泳
授
業
を
中
心
と
し
た

心
身
共
に
健
康
な
児
童
生
徒
の
育
成
、
校
外
学
習

や
現
地
校
と
の
交
流
学
習
な
ど
の
体
験
活
動
に
よ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
い
う
四
つ
の
柱
を

立
て
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
全
教
員
の
連

携
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
駐
在
員
な
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ど
の
か
た
が
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
育
活
動
を

支
援
し
て
い
た
だ
く
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
を
設
け
て
い
る
。
水
泳
で
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
経
験
者
に
、
教
科
指
導
で
は
教
諭
免
許
取
得

者
に
指
導
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

個
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ
る
大
き
な
助
け
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
の
読
み
聞
か
せ
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
か
か
わ
る
講
話
で
は
、
児
童
生
徒
が
熱

心
に
聞
き
入
り
、
活
発
に
質
問
を
す
る
な
ど
、
ふ

だ
ん
で
は
見
ら
れ
な
い
一
面
を
見
せ
る
機
会
と
な

っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
か
た
が
た

も
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
さ
ら

に
趣
向
を
凝
ら
し
た
講
話
を
ご
用
意
い
た
だ
く
な

ど
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
質
を
高
め
よ
う
と
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
あ
る
各
種
行
事

を
継
承
、
発
展
さ
せ
る
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
近
年
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
パ
ナ
マ
共
和
国

で
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
厳
し
い
外
出
規
制

が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
。
本
校
で
も
一
年
五
カ
月

間
の
休
校
措
置
が
取
ら
れ
、
学
習
は
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
で
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
行
事
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
前
の

学
校
の
姿
を
知
る
学
校
関
係
者
の
多
く
が
日
本
へ

帰
国
し
、
伝
統
を
つ
な
ぐ
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　
現
在
、
パ
ナ
マ
共
和
国
は
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し

た
経
済
活
動
を
再
開
し
は
じ
め
て
い
る
。
本
校
で

も
引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
日
本

人
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
盛
り
上
が
る
運
動
会
や
、

文
化
の
違
い
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
現
地
校
と
の
交

流
な
ど
の
行
事
の
再
開
に
向
け
て
、
学
校
内
外
で

調
整
を
続
け
て
い
る
。
四
十
八
年
の
伝
統
の
継
承

と
、
未
来
に
向
け
て
の
創
造
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
は
こ
の
国
と
同
様
に
世
界
を

つ
な
ぐ
人
々
の
か
け
橋
と
な
っ
て
貢
献
す
る
役
割

を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
な
が
ら
、
日
々

の
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
二
〇
二
二
年
五
月
現
在
）

子 ど も た ち か ら

学
習
発
表
会　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

現
地
校
と
の
３
年
ぶ
り
の
交
流　

集
合
写
真

休校中のオンライン全校集会

運動会　けん玉発表

スクールサポーターによる
校内での乗馬体験

スクールサポーターとの水泳授業

宿泊行事　カレーづくり
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ワ
イ
ン
で
知
ら
れ
る		

	

素
晴
し
い
住
環
境
の
都
市

　
ボ
ル
ド
ー
は
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
大
西
洋
海
岸

に
ほ
ど
近
い
、
フ
ラ
ン
ス
屈
指
の
観
光
都
市
で
あ

る
。
三
日
月
型
に
湾
曲
し
た
ガ
ロ
ン
ヌ
川
沿
い
の

「
月
の
港
」
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
美

し
い
街
並
み
は
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
続
け
て

い
る
。

　
重
厚
で
深
み
の
あ
る
ボ
ル
ド
ー
ワ
イ
ン
や
そ
れ

に
付
随
す
る
食
文
化
は
す
で
に
世
界
的
に
有
名
だ

が
、
こ
の
都
市
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
そ
の
立
地

に
も
あ
る
。
首
都
パ
リ
ま
で
は
高
速
列
車
Ｔ
Ｇ
Ｖ

で
約
二
時
間
十
分
、
大
西
洋
岸
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な

避
暑
地
ア
ル
カ
シ
ョ
ン
ま
で
は
車
で
一
時
間
、
冬

に
は
ス
キ
ー
を
満
喫
で
き
る
壮
大
な
ピ
レ
ネ
ー
山

脈
ま
で
は
車
で
約
三
時
間
と
、
豊
か
な
大
自
然
に

囲
ま
れ
な
が
ら
、
か
つ
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良

好
と
い
う
、
居
住
に
非
常
に
適
し
た
素
晴
し
い
環

境
を
持
つ
都
市
な
の
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
と	

	

未
来
を
見
つ
め

　
一
九
九
九
年
発
足
の
ボ
ル
ド
ー
日
本
語
補
習
授

業
校
が
二
〇
〇
一
年
に
文
部
科
学
省
の
認
可
を
受

け
て
か
ら
は
や
二
十
年
。
当
時
通
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
は
す
で
に
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
児
童
生
徒
数
が
激
減
し
て
閉
校
を
も

考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
時
期
を
乗
り
越
え
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
未
曽
有
の
事

態
に
見
舞
わ
れ
つ
つ
も
、
現
在
は
三
十
三
人
の
子

ど
も
た
ち
が
通
う
に
ぎ
や
か
で
活
気
あ
る
補
習
授

業
校
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
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ボルドー

フランス

ボ
ル
ド
ー
市
街
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
走
れ
ば

こ
の
よ
う
な
ブ
ド
ウ
畑
が
見
ら
れ
る

ボ
ル
ド
ー
で
い
ち
ば
ん
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
、

ブ
ル
ス
広
場
の
水
鏡
（
ミ
ロ
ワ
ー
ル•

ド
ー
）

借用校舎外観

新年会恒例の書き初め　餅つきや
羽子板遊びも行う

幼稚部　お店屋さんごっこ　
昨年はコロナにより遠隔授業も多かったので、
リアルで授業できるときにはできるだけふれあ
いの場を考えた

ボルドー日本語補習授業校
Association Bordeaux Nihongo Hosyu Jugyoko
URL  https://bdx-nihongo-hoshuko.asso-web.com
児童生徒数　幼＝5人　小＝28人

海外校シリーズ
●フランス●

ボルドー
補習授業校

https://bdx-nihongo-hoshuko.asso-web.com
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本
校
は
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
で
暮
ら
す
日
本
国
籍

を
有
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
日
本
語
教
育

の
振
興
と
継
承
を
目
的
に
、
幼
稚
園
児
か
ら
中
学

生
ま
で
を
対
象
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
ボ
ル
ド

ー
市
内
の
小
学
校
を
借
り
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後

に
一
時
間
か
ら
一
時
間
半
の
授
業
が
行
わ
れ
る
。ふ

だ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
の
現
地
校
な
ど
に
通
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
も
、
こ
の
と
き
だ
け
は
号
令
係
や
黒

板
消
し
係
を
務
め
る
な
ど
、
日
本
の
学
校
生
活
を

模
擬
体
験
し
な
が
ら
友
達
と
楽
し
く
学
ん
で
い
る
。

　
授
業
は
す
べ
て
日
本
語
。
講
師
は
桃
の
節
句
や

端
午
の
節
句
、
七
夕
な
ど
伝
統
的
な
季
節
行
事
を

積
極
的
に
授
業
に
と
り
入
れ
、
高
学
年
で
は
難
し

く
な
り
す
ぎ
た
漢
字
の
レ
ベ
ル
を
あ
え
て
下
げ
て

低
学
年
の
漢
字
を
復
習
さ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
勉
学
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と

が
な
い
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
る
。
継
続
は
力
な

り
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
に
寄
り
添

う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
書
き
初
め
、
学
芸
会
、

運
動
会
な
ど
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
も
、
子
ど
も
た
ち

に
日
本
の
学
校
行
事
を
体
験
さ
せ
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
。

　
本
校
で
は
保
護
者
が
和
文
化
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
地
校
に
お
け
る
日
本
文
化

の
発
信
と
理
解
に
貢
献
し
て
い
る
。 

今
年
は
一
年

生
か
ら
五
年
生
ま
で
の
各
ク
ラ
ス
で
日
本
語
講
習

を
開
催
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
子
ど
も
た
ち
や
先
生

か
ら
は
日
本
や
日
本
語
に
つ
い
て
の
質
問
が
続
出

し
、
漢
字
や
日
本
語
の
文
章
の
構
成
に
つ
い
て
ま

で
興
味
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
の
文
化
交
流
会
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
フ

ラ
ン
ス
の
子
ど
も
た
ち
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
本

校
で
は
こ
の
よ
う
に
地
域
で
の
文
化
交
流
や
絆き

ず
なを

大
切
に
し
て
お
り
、学
校
の
特
徴
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
笑
顔
が
絶
え
る
こ

と
な
く
、
そ
し
て
彼
ら
の
人
生
と
未
来
が
よ
り
豊

か
に
な
る
こ
と
を
日
々
祈
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

（
二
〇
二
二
年
五
月
現
在
）

小学部２年　国語　毎週日直当番が決まっていて、
授業は「起立、礼！」の号令から始まる

幼稚部　こどもの日に向けて、新聞で兜
かぶと

をつくり
ました。新聞紙は貴重な日本の新聞！

フランスの現地校での日本語講習
（交流会）

小学部３・４年生の発表

年
度
末
の
お
楽
し
み
、
６
月
に
市
内
の
公
園
の
芝
生
広
場
で
行

う
運
動
会　

本
校
に
通
う
児
童
生
徒
以
外
の
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方

に
住
む
日
本
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る

（
写
真
は
２
０
２
０
年
度
）

2021年度はコロナの規制も緩和され、全
学年で発表、観客もいっぱいだった── 学芸会── 

子 ど も た ち か ら
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シ
カ
ゴ
双
葉
会
日
本
語
学
校
は
、
シ

カ
ゴ
商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
を
設

置
母
体
と
し
て
一
九
六
六
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
創
立
五
十
六
周
年

を
迎
え
た
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。
小
・

中
学
生
四
十
九
人
の
補
習
校
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、十
二
年
後
に
日
本
人
学
校（
全

日
校
）
が
開
校
し
ま
し
た
。
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
全
日
校
が
校
舎
を
使
い
、

土
曜
日
に
補
習
校
が
校
舎
を
使
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
補
習
校
に
は
幼
稚
部
か

ら
高
等
部
ま
で
三
十
四
学
級
約
六
〇
〇

人
が
、
全
日
校
に
は
幼
稚
園
年
少
か
ら

中
学
部
ま
で
十
二
学
級
一
五
〇
人
ほ
ど

の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
通
っ
て
い
ま

す
。

　

一
九
八
九(

平
成
元)

年
に
両
校
共

通
の
校
歌
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

シ
カ
ゴ
は
ミ
シ
ガ
ン
湖
に
面
し
た
全

米
第
三
位
の
規
模
を
誇
る
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な

大
都
市
で
す
。
ア
メ
リ
カ
中
部
に
あ
り
、

山
地
の
多
い
日
本
か
ら
来
る
と
、
山
が

恋
し
く
思
え
る
ほ
ど
ど
こ
ま
で
も
平へ

い

坦た
ん

な
大
平
原
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
校
は

シ
カ
ゴ
郊
外
の
落
ち
着
い
た
住
宅
地
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
に
は
、
住
宅

の
庭
に
も
公
園
に
も
、
道
路
脇
の
歩
道

沿
い
に
も
芝
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
そ

れ
は
そ
れ
は
緑
が
豊
か
で
す
。
し
か
し

冬
の
寒
さ
は
厳
し
く
、
十
一
月
ご
ろ
か

ら
雪
が
降
り
は
じ
め
、
十
二
月
に
な
る

と
氷
点
下
の
日
々
が
続
き
ま
す
。
こ
う

し
た
情
景
が
校
歌
の
歌
詞
に
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
大
地
か
ら

「
世
界
に
向
か
っ
て
巣
立
ち
」、
世
界

の
平
和
と
共
生
社
会
の
担
い
手
と
し
て

育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
期
待
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

●

「
シ
カ
ゴ
の
学
舎
」
か
ら
始
ま
り
、
だ
ん
だ

ん
「
世
界
に
向
か
っ
て
」
と
ス
ケ
ー
ル
が

大
き
く
な
る
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
ぼ
く
は
こ
の
校
歌
を
ほ
こ
り
に
思
っ

て
い
る
し
、
こ
こ
で
の
学
び
を
生
か
し
て
、

こ
の
校
歌
の
通
り
希
望
を
む
ね
に
だ
い
て

世
界
に
羽
ば
た
き
た
い
で
す
。（
小
５
）

●

私
は「
世
界
に
向
か
っ
て
巣
立
ち
ゆ
く
」
と

い
う
部
分
が
特
に
好
き
で
す
。
海
外
で
学

ん
で
い
る
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
心
に
響
く

歌
詞
で
あ
り
、
皆
の
未
来
へ
の「
可
能
性
」

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。（
中
3
）

●

最
初
に
校
歌
を
聞
い
た
と
き
に
、
明
る
く

穏
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
照
ら
す
力
強
い
歌
詞
が
、
本
校
で

素
直
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
ぴ
っ
た
り
だ

と
思
い
ま
し
た
。 (

小
学
部
教
諭)

●

W
hen I first heard our school 

song, I becam
e a little em

otional. 

It’s very w
ell thought out and 

beautiful. (English teacher)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
詞
　
菊
竹
暁
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
池
辺
晋
一
郎

１大
平
原
に　

は
ぐ
く
ま
れ　

豊
か
に
育
つ　

み
ど
り
の
芽

友
を
励
ま
し　

助
け
合
い　

シ
カ
ゴ
の
学に

舎わ

に　

寄
り
集
う

あ
あ　

双
葉　

わ
れ
ら
が
母
校

２ミ
シ
ガ
ン
湖
か
ら　

吹
き
つ
け
る　

凍い

て
つ
く
風
に　

負
け
な
い
で

明
る
く　

清
く　

た
く
ま
し
く　

ア
メ
リ
カ
大
地
に　

育
ち
ゆ
く

あ
あ　

双
葉　

わ
れ
ら
が
母
校

３澄
ん
だ
シ
カ
ゴ
の　

空
の
も
と　

日
本
の
未
来
を　

夢
見
つ
つ

あ
ふ
れ
る
希
望
を　

胸
に
だ
き　

世
界
に
向
か
っ
て　

巣
立
ち
ゆ
く

あ
あ　

双
葉　

わ
れ
ら
が
母
校

こ
こ
を
タ
ッ
プ
し
て
校
歌
を
聞
い
て
み
よ
う

   

大
平
原
に

　
　
　

は
ぐ
く
ま
れ

校歌の広場
各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を
紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました
各校自慢の校歌を
紹介してもらいました

シ
カ
ゴ
双
葉
会
日
本
語
学
校
校
歌

（
シ
カ
ゴ
日
本
人
学
校
・
シ
カ
ゴ
補
習
授
業
校
）

https://youtu.be/6qvf3PC4YP8
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は
じ
め
に

　

海
外
で
過
ご
し
て
き
た
お
子
さ
ん

が
帰
国
後
に
選
ん
だ
学
校
に
う
ま
く

適
応
で
き
る
か
ど
う
か
、
保
護
者
と

し
て
不
安
を
持
つ
の
は
当
然
で
す
。

お
子
さ
ん
と
意
見
が
合
わ
な
い
場
合

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
当
惑
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
場
合
、
大
切
な
の
は
お

子
さ
ん
が
「
ど
ん
な
学
校
で
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
か
」、「
な
ぜ
、

そ
の
学
校
を
選
ん
だ
の
か
」、
お
子

さ
ん
の
思
い
を
理
解
す
る
た
め
に
時

間
を
か
け
て
話
し
合
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

理
由
と
し
て
校
風
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
ほ
か
「
そ
の
学
校
に
が
ん
ば
り

た
い
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
る
」、「
制
服

が
好
み
に
合
う
」
な
ど
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
い
っ
し
ょ
に
学
校
選
択
を
し

て
い
く
な
か
で
お
子
さ
ん
の
希
望
を

尊
重
し
つ
つ
、
保
護
者
の
思
い
を
伝

え
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

帰
国
後
の
学
校
選
択
は
お
子
さ
ん

の
今
後
の
進
路
に
か
か
わ
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
慎
重
を
極
め
た
い
も
の

で
す
。

学
校
選
択
の
ポ
イ
ン
ト

　

学
校
選
択
の
第
一
歩
は
お
子
さ
ん

の
特
性
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
帰

国
生
と
い
っ
て
も
海
外
で
の
滞
在
期

間
や
通
学
し
た
学
校
種
に
よ
っ
て
学

習
体
験
も
生
活
体
験
も
異
な
り
ま
す
。

　

海
外
で
の
滞
在
経
験
を
踏
ま
え
、

「
帰
国
後
の
学
校
選
択
で
配
慮
す
べ
き

点
は
何
か
」、「
帰
国
後
伸
ば
し
て
い

き
た
い
も
の
は
何
か
」
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
お
子
さ

ん
の
性
格
、学
習
に
対
す
る
姿
勢
、将

来
に
対
す
る
希
望
、
得
意
・
不
得
意

と
す
る
も
の
、
こ
れ
ま
で
の
趣
味
や

ス
ポ
ー
ツ
等
で
打
ち
込
ん
で
き
て
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
も
の
な
ど
を

客
観
的
に
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

帰
国
生
受
入
校
の
タ
イ
プ

　

帰
国
生
受
入
校
は
入
学
・
編
入
学

試
験
の
方
法
や
入
学
後
の
指
導
に
お

い
て
帰
国
生
に
対
し
て
特
別
な
配
慮

を
す
る
学
校
の
こ
と
で
す
が
、
入
学

後
の
帰
国
生
へ
の
配
慮
の
仕
方
は
学

校
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

１　

帰
国
生
へ
の
適
応
教
育
を
重
視

し
て
行
う
か

２　

帰
国
生
の
海
外
生
活
を
重
視
す

る
か

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
き
く
四
つ
の
タ

イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
（
分
類
図
参

照
）。
ど
の
タ
イ
プ
の
学
校
が
帰
国

＜プロフィール＞（はしもと　よしと）
大阪府の公立小・中学校で教諭、教頭、校
長を歴任。大阪府大東市教育委員会指導主
事として3 年間勤務。1995 年の広州日本人
学校（中国）創立時に教諭として、2016 年
からはヨハネスブルグ日本人学校（南アフリカ）
に校長として勤務。2019 年より海外子女教
育振興財団の教育アドバイザーを務めている。

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

橋
本

芳
登

帰国が決まりました。
学校選択において子どもと
親で意見が合いません。
どうしたらよいでしょうか
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後
の
指
導
・
支
援
を
受
け
る
学
校
と

し
て
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
マ
ッ

チ
す
る
か
を
押
さ
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

〈
四
つ
の
タ
イ
プ
〉

タ
イ
プ
Ⅰ
は
、
海
外
生
活
が
豊
か

な
帰
国
生
を
受
け
入
れ
、
身
に
つ
け

て
き
た
特
性
を
伸
ば
す
こ
と
に
力
を

注
ぎ
つ
つ
、
日
本
語
を
は
じ
め
、
日

本
の
勉
強
で
遅
れ
て
い
る
部
分
を
個

別
の
補
習
や
教
科
ご
と
の
習
熟
度
別

指
導
で
補
う
学
校
で
す
。

タ
イ
プ
Ⅱ
は
、
海
外
で
の
経
験
を

生
か
す
こ
と
よ
り
も
、
日
本
の
学
習

へ
の
適
応
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

学
校
で
、
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
イ
プ
Ⅲ
は
、
帰
国
生
の
受
け
入

れ
は
行
い
ま
す
が
、
帰
国
生
の
属
性

を
さ
ほ
ど
重
視
せ
ず
、
海
外
経
験
を

生
か
す
教
育
や
日
本
へ
の
適
応
教
育

な
ど
特
別
な
指
導
は
行
わ
な
い
学
校

で
す
。

タ
イ
プ
Ⅳ
は
、
海
外
で
の
成
績
や

英
語
力
、
さ
ら
に
は
海
外
体
験
を
重

視
し
た
指
導
を
行
い
、
日
本
へ
の
適

応
教
育
は
重
視
し
な
い
学
校
で
す
。

　

教
育
内
容
や
形
式
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
帰
国
生
が
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
ま

と
ま
り
、
日
本
国
内
か
ら
入
学
し
た

生
徒
と
は
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

学
校
、
高
度
な
英
語
の
授
業
が
受
け

ら
れ
る
学
校
、
帰
国
生
と
国
内
生
が

い
っ
し
ょ
に
学
び
な
が
ら
、
帰
国
生

の
特
性
を
生
か
そ
う
と
す
る
学
校
、

国
内
生
と
ま
っ
た
く
同
じ
授
業
を
受

け
る
学
校
、そ
の
ほ
か
、ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
授
業
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充

実
し
て
い
る
学
校
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
性
格
を
持
つ

数
多
く
の
学
校
か
ら
自
分
に
合
う
学

校
を
選
ぶ
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ

と
で
す
。

学
校
選
択
の
ポ
イ
ン
ト

　

学
校
選
び
で
は
、
お
子
さ
ん
と
学

校
の
相
性
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
性
格
、
興
味
・
関
心
、

学
習
に
対
す
る
姿
勢
、
将
来
へ
の
希

望
、海
外
で
の
学
習
経
験
・
生
活
体
験

［帰国生徒の受け入れ方針］

添付図：帰国生の受け入れタイプによる4つの分類
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等
か
ら
、「
学
校
生
活
で
何
を
学
ん

で
ほ
し
い
か
、学
び
た
い
か
」、「
ど
の

よ
う
な
学
校
生
活
を
送
ら
せ
た
い
か
、

送
り
た
い
か
」を
家
庭
で
よ
く
話
し

合
い
、
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
重
視
す

べ
き
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

学
校
を
選
ぶ
う
え
で
チ
ェ
ッ
ク
し

た
い
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
項
目
で
す
。

教
育
目
標
と
教
育
方
針
／
教
育
課
程

と
学
習
内
容
・
授
業
の
進
度
／
部
活

や
学
校
行
事
／
校
則
や
生
徒
指
導
／

帰
国
生
の
在
籍
数
／
入
学
・
編
入
の

選
抜
方
法
／
卒
業
生
の
進
路
／
施
設

設
備
・
寮
の
有
無
／
通
学
の
時
間
等
。

　

教
育
目
標
と
教
育
方
針
を
確
認
す

る
と
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
す
学
校
で
あ
る
の
か
が
わ
か

り
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
授
業
内
容
、
授

業
の
レ
ベ
ル
と
進
度
、
日
々
の
課
題

や
予
習
の
量
、
補
習
の
有
無
、
進
路

選
択
の
方
法
、
学
校
行
事
へ
の
生
徒

の
取
り
組
み
状
況
、
ク
ラ
ブ
の
活
動

状
況
を
調
べ
る
と
ふ
だ
ん
の
学
校
生

活
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

ま
た
入
学
・
編
入
の
選
抜
方
法
か

ら
は
、
学
校
が
帰
国
生
に
何
を
期
待

し
て
い
る
か
が
推
し
は
か
れ
ま
す
。

情
報
収
集
の
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
書
籍
等
で
情

報
を
収
集
す
る
ほ
か
、
学
校
説
明
会

に
参
加
し
た
り
、
実
際
に
学
校
を
訪

問
し
て
担
当
の
先
生
の
説
明
を
聞
い

た
り
、
在
校
生
の
様
子
を
見
学
し
た

り
す
る
と
学
校
の
雰
囲
気
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

帰
国
後
の
学
校
で
は
お
子
さ
ん
が

滞
在
し
た
国
の
文
化
を
誇
り
に
思
い

な
が
ら
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る

生
活
を
送
ら
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で

す
。そ
の
た
め
に
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
が
「
ど
の
よ
う
な
意
図
で
帰
国
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
の
か
」、「
帰
国

生
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
」、情

報
収
集
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

情
報
収
集
の
基
本
的
な
資
料
と
し

て
下
記
等
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①　

本
財
団
が
発
行
す
る
『
帰
国
子

女
の
た
め
の
学
校
便
覧
』

②　

公
立
高
校
に
関
し
て
は
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

③　

私
立
学
校
に
つ
い
て
は
、
日
本

私
学
教
育
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト

③　
「
フ
レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会
」

や
「
関
西
帰
国
生
親
の
会
か
け

は
し
」
が
発
行
す
る
保
護
者
の

視
点
で
取
材
し
た
学
校
案
内　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
入
手
で
き
ま
す
が
、
情
報
に

ふ
り
回
さ
れ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

お
子
さ
ん
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
を
選

択
す
る
に
は
、
収
集
し
た
情
報
を
も

と
に
ご
家
庭
で
十
分
話
し
合
う
と
と

も
に
、
お
子
さ
ん
自
身
が
思
い
描
い

て
い
る
学
校
生
活
と
合
致
す
る
か
ど

う
か
、
学
校
説
明
会
に
参
加
し
た

り
、
実
際
に
訪
問
し
た
り
し
て
確
認

し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

終
わ
り
に

　

帰
国
生
に
力
を
入
れ
て
い
る
学
校

だ
か
ら
よ
い
、
帰
国
生
が
多
い
か
ら

安
心
、
と
判
断
す
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
の
特
性
を
よ
く

理
解
し
、
家
庭
の
教
育
方
針
と
も
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に

い
ろ
ん
な
学
校
を
訪
問
す
る
な
ど
し

て
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
結
果
、
こ
の
学
校
へ
「
行
っ

て
み
た
い
」、
通
っ
て
み
た
ら
こ
の

学
校
は
「
楽
し
い
」、
卒
業
後
こ
の

学
校
へ
「
来
て
よ
か
っ
た
」。
こ
の

三
つ
の
思
い
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
お

子
さ
ん
に
合
う
学
校
で
あ
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

学
校
が
合
う
、
合
わ
な
い
は
一
朝

一
夕
に
判
断
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
面
だ
け
を
見
て
の
判
断

は
間
違
い
を
起
こ
し
ま
す
。
受
け
身

で
は
な
く
、
選
ん
だ
学
校
で
お
子
さ

ん
が
ど
れ
だ
け
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
い
く
か
、
ど
う
い
う
姿
勢
で
学
校

生
活
を
過
ご
そ
う
と
す
る
か
が
大
切

で
す
。

　

学
校
選
択
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、

最
後
は
お
子
さ
ん
の
選
択
に
任
せ

て
、
お
子
さ
ん
が
前
向
き
な
姿
勢
に

な
れ
る
よ
う
に
支
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
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理
解
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

＜

理
解
力＞

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
の
理
解
力
と
は
、
た

だ
音
と
し
て
聞
き
流
す
の
で
は
な
く
「
理

解
し
よ
う
と
し
て
聞
く
力
」。
人
の
話
を

聞
く
態
度
を
身
に
つ
け
、
相
手
の
話
を
受

け
止
め
て
聞
く
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

＜

ワ
ー
ク＞

　

子
ど
も
に
伝
え
る
と
き
、
次
の
よ
う
に

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
集
中
し
て
聞
く
力
が

理
解
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

①　

�「
大
事
な
こ
と
を
話
す
よ
」「
一
回
し

か
言
わ
な
い
か
ら
よ
く
聞
い
て
」
と

言
っ
て
、
間
を
あ
け
て
か
ら
話
す
。

②　

�

そ
の
後
、
子
ど
も
に
「
い
ま
、
ど
ん

な
こ
と
を
言
っ
た
か
教
え
て
」
と
復

唱
し
て
も
ら
う
。

　

知
り
合
い
の
N
さ
ん
は
、
二
歳

の
息
子
が
「
わ
ら
、
わ
ら
」
と
言

っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
「
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
し
ら
？　

こ
こ
に

藁わ
ら

は
な
い
し
…
…
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
子
の
二

歳
上
の
姉
が
「
は
い
、
お
水
ね
」

と
言
っ
て
弟
に
水
の
入
っ
た
コ
ッ

プ
を
差
し
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
て
、「
あ
っ
、w

ater

の
こ

と
か
」
と
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
耳
に
はw

ater

は

「
わ
ら
」
と
聞
こ
え
る
ん
だ
と
、

ハ
ッ
と
し
た
の
で
す
。
N
さ
ん
は
、

子
ど
も
が
乳
幼
児
の
こ
ろ
か
ら
英

語
の
音
声
を
い
っ
し
ょ
に
聞
い
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
子
ど
も

の
耳
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

の
発
音
を
そ
の
ま
ま
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
ん
だ
、
と
実
感
し
た

そ
う
で
す
。

　

お
子
さ
ん
は
「
聞
く
力
」
が
あ

り
ま
す
か
？　

人
の
話
を
聞
く
力

が
な
い
と
、
学
校
へ
行
っ
て
も
先

生
の
話
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
い
ま

す
。
昔
か
ら
「
聞
き
上
手
」
と
い

う
よ
う
に
、
よ
い
人
間
関
係
を
結

ぶ
に
は
聞
く
力
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
で
も
「
人
の

話
を
聞
け
な
い
」「
な
か
な
か
集

中
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
子
ど
も

の
悩
み
を
聞
き
ま
す
。
そ
う
い
う

子
ど
も
に
い
き
な
り
「
集
中
し
て

聞
き
な
さ
い
！
」
と
注
意
し
て
も

難
し
い
の
で
す
。
で
は
、
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？　

　

そ
れ
に
は
「
小
さ
な
集
中
」
を

重
ね
て
い
く
こ
と
。
短
く
て
い
い

の
で
「
耳
に
集
中
す
る
」
時
間
を

味
わ
い
、
集
中
す
る
機
会
を
増
や

し
て
い
く
の
で
す
。

　

ご
家
庭
で
で
き
る
練
習
と
し
て
、

絵
の
少
な
い
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、

映
像
の
な
い
音
だ
け
の
お
話
を
聞

か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
常
会
話
の

な
か
で
も
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば

子
ど
も
に
何
か
を
伝
え
る
と
き
に

「
こ
れ
か
ら
大
事
な
こ
と
を
言
い

ま
す
。
一
回
し
か
言
わ
な
い
か
ら

し
っ
か
り
聞
い
て
ね
」
と
言
っ
て
、

子
ど
も
の
反
応
を
見
て
お
話
し
し

ま
す
。「
大
事
な
こ
と
を
言
う
よ
」

「
一
回
し
か
言
わ
な
い
」
と
釘く

ぎ

を

刺
す
こ
と
で
「
集
中
」
の
体
勢
が

生
ま
れ
、
聞
く
耳
が
鍛
え
ら
れ
る

の
で
す
。

　

い
ま
の
子
ど
も
た
ち
の
周
り
に

は
、
テ
レ
ビ
やYouTube

な
ど

の
映
像
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
大
き
な
音
や
激
し
い
動

き
な
ど
、
視
覚
的
に
強
烈
な
刺
激

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

じ
っ
く
り
「
耳
だ
け
に
集
中
す
る
」

機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
貴
重
だ
と

思
う
の
で
す
。

ことばキャンプとは、７つの力で話す力、聞く力、考える力を育て
るトレーニングプログラム

～ ７つの力 ～
　　　度胸力：恐れずに言う　論理力：話を組み立てる
　　　理解力：話を理解する　応答力：受け答えする
　　　語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
　　　プレゼン力：アピールする

「自立して生き抜ける子に」https://ameblo.jp/t-shizuka/
幸せになれる子に育てたい　https://www.takatori-shizuka.com

聞く力のない子どもには、どうしたらいい？

1717

「ことばキャンプ」主宰

高取しづか

https://ameblo.jp/t-shizuka/
https://www.takatori-shizuka.com
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Kanji Are an Adventure! ②

This month, we have another example of a character considered 
to be a Japanese original. This one is found far up north in Iwate 
prefecture in a town called Shizukuishi.

The fi rst character means ‘droplet’ 雫 shizuku and combines the kanji for ‘rain’ 雨 and 
‘fall down’ 下. The second character is ‘rock’ 石 ishi.

The town’s name comes from a secluded spot within Shizukuishi Shrine. The legend 
goes that many, many ages ago, the area was covered in pine, oak and cedar trees so 
dense, it would be pitch black even in the daytime. Townspeople often spoke of a 
strange sound that rung through the forest, like a wooden flute. One day, a brave 
lumberjack decided to search for the source of the noise, and there, in a tiny cave (right 
photo, behind the tree trunk) he found it was a rock that made the peculiar sound. Rain 
water would drip, drip, drip onto the rock and it would resonate with a unique ring that 
was amplifi ed, like a speaker, by the small cave in which it sat.

Sadly, the rock stopped producing this sound almost 30 years ago, but the shrine has 
set up a small area where you can make the sound yourself!
If you take the ladle and pour water upon the white rocks below, the water will drip 
through between the rocks and strike a metal apparatus that emulates the original 
sound of Shizukuishi.

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/

月刊 海外子女教育 2022.839 発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

https://www.facebook.com/BretMayer/
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「
今
、役
に
立
っ
て
い
る
か
？
」

　

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
合

算
す
る
と
十
二
年
を
超
え
る
海
外
駐
在

を
経
験
し
た
。
直
近
七
年
間
の
中
国
駐

在
時
は
長
男
も
長
女
も
大
学
生
に
な
っ

て
い
た
の
で
単
身
赴
任
で
あ
っ
た
が
、

ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
は
家
族
帯
同
で

の
駐
在
で
あ
っ
た
。

　

家
族
に
と
っ
て
海
外
で
暮
ら
す
こ
と

は
、
そ
こ
で
の
日
常
が
日
本
で
の
生
活

と
は
違
う
非
日
常
で
あ
る
。
言
葉
の
壁

に
加
え
て
、
生
活
習
慣
、
文
化
、
価
値

観
も
日
本
と
異
な
る
た
め
、
何
か
と
苦

労
が
多
い
。
ま
し
て
や
幼
少
期
、
そ
し

て
十
代
の
多
感
な
年
頃
の
子
ど
も
に
と

っ
て
、
こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所

を
離
れ
、
友
達
に
さ
よ
な
ら
を
告
げ
る

こ
と
は
辛つ

ら

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
親

の
仕
事
の
都
合
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
と
子
ど
も
た
ち
に
も
自
分
に
も
言
い

聞
か
せ
て
い
た
が
、
本
当
に
家
族
を
海

外
に
連
れ
て
き
て
良
か
っ
た
の
か
な
と

思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

数
年
前
、
長
男
が
社
会
人
、
長
女
が

卒
業
直
前
の
大
学
生
だ
っ
た
頃
、
二
人

に
聞
い
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
振
り
返
っ
て
み
て
、
海
外
で
生
活

し
、
そ
こ
の
学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
は
、

今
、
役
に
立
っ
て
い
る
か
？
」

　

す
る
と
、「
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
経
験
は
役
に
立
つ
」
と
の
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
親
と
し
て
は
正
直
、

嬉う
れ

し
か
っ
た
。
彼
ら
の
思
い
と
私
自
身

の
親
と
し
て
の
考
え
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
三
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

長
男
と
長
女
に
と
っ
て
は
①
海
外
な

ら
で
は
の
多
様
な
経
験
が
で
き
た
、
②

海
外
な
ら
で
は
の
友
達
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
親
に
と
っ
て
は
③
家
族
の
絆き

ず
なを

強
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
海
外
な
ら
で
は
の
多
様
な
経
験

　

海
外
で
生
活
し
、
日
本
人
学
校
な
ど

で
学
ぶ
こ
と
で
、
異
文
化
に
対
す
る
寛

容
度
が
高
ま
り
、
多
様
性
を
重
ん
じ
る

感
性
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
ま
た
、
赴
任
地
の
み
な
ら
ず
海
外

に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
持
つ
こ
と
、

す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
高

め
る
こ
と
も
で
き
た
。
パ
リ
の
日
本
人

学
校
は
、
そ
の
国
の
歴
史
や
言
葉
を
教

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
れ
ば
、
近
隣
住

民
や
現
地
校
と
の
交
流
も
あ
り
、
大
い

に
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
醸
成
に
役
立

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

実
際
、
子
ど
も
た
ち
は
帰
国
し
て
か

ら
も
英
語
に
対
し
て
は
か
な
り
執
着
し

て
勉
強
を
し
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

イ
ン
ド
に
は
英
語
が
欠
か
せ
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
だ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

長
男
は
大
学
生
時
代
に
は
、
海
外
で
の

経
験
を
さ
ら
に
積
む
た
め
に
、
大
学
の

交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
抜
を
勝
ち

取
り
ス
イ
ス
に
留
学
し
た
。
留
学
先
の

大
学
の
ド
ミ
ト
リ
ー
（
寮
）
で
、
様
々

な
国
の
学
生
と
の
交
流
、
自
作
の
日
本

食
を
振
る
舞
う
な
ど
の
日
本
文
化
の
発

信
を
通
じ
、
貴
重
な
経
験
を
得
た
そ
う

で
あ
る
。

②
海
外
な
ら
で
は
の
友
達

　

学
業
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
の
生
活

は
子
ど
も
な
り
に
苦
労
や
不
安
が
あ
り
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
同
じ
教
室
の
友
達

非
日
常
の
中
で
得
た
も
の

一
般
社
団
法
人
　
日
本
在
外
企
業
協
会

専
務
理
事  

坂
部  

隆

寄  稿

モンサンミッシェル
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と
活
発
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
と

い
う
。
特
に
引
っ
越
し
た
ば
か
り
の
頃

に
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
友
達

や
乗
っ
て
あ
げ
た
友
達
は
、
大
き
く
な

っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
。

　

中
に
は
親
の
赴
任
の
た
め
別
の
国
に

引
っ
越
し
た
友
達
も
い
た
が
、
長
女
は

今
で
も
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
る
。
高
校
生
の
時
に
は
、

そ
の
友
達
に
会
い
に
海
外
へ
の
一
人
旅

を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
現
地
校

と
の
交
流
で
知
り
合
っ
た
友
達
と
は
今

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
繋つ

な

が
っ
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
日
本
で
は
経
験
で
き
な
い
交
友
関

係
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
で
大
い
に

刺
激
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

③
家
族
の
絆
を
強
め
る

　

日
本
で
は
子
ど
も
だ
け
で
も
外
出
す

る
。
そ
れ
は
日
本
が
極
め
て
安
全
な
国

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
海
外
か
ら
見
れ

ば
非
常
に
特
殊
な
状
況
で
あ
る
。

　

海
外
で
は
、
日
本
人
で
あ
れ
現
地
の

住
民
で
あ
れ
、
小
学
生
や
中
学
生
が
自

分
た
ち
だ
け
で
通
学
し
た
り
、
遊
び
に

行
っ
た
り
、
出
掛
け
た
り
す
る
こ
と
は

ま
ず
な
い
。
安
全
へ
の
配
慮
か
ら
、
必

ず
親
や
誰
か
大
人
が
一
緒
で
あ
る
。
ま

た
土
日
や
休
日
に
は
、
家
族
で
演
劇
・

美
術
館
鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
に
出
掛
け
た
り
、

泊
ま
り
掛
け
で
観
光
地
を
旅
行
し
た
り

す
る
機
会
も
多
い
。

　

私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
も
一
緒
に
い

る
時
間
は
日
本
よ
り
も
長
く
、
そ
こ
で

の
触
れ
合
い
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
親
に
と
っ
て
も
大
切
な
思
い
出
に
な

っ
て
い
る
。
海
外
生
活
な
ら
で
は
の
家

族
の
絆
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

に
通
い
だ
し
た
頃
、
時
間
の
許
す
限
り

英
語
の
勉
強
に
付
き
合
っ
た
こ
と
も
、

親
子
の
絆
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
と
共
に

　
「
家
族
帯
同
か
単
身
赴
任
か
」

　

海
外
駐
在
の
辞
令
が
発
令
さ
れ
た
方

か
ら
も
し
こ
の
よ
う
に
相
談
さ
れ
た
ら
、

私
は
前
述
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、

状
況
が
許
す
限
り
家
族
帯
同
を
お
勧
め

す
る
。
ま
た
現
在
、
家
族
帯
同
で
海
外

に
駐
在
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
今
た
い

へ
ん
な
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
非
日

常
の
日
々
の
生
活
は
、
必
ず
や
子
ど
も

の
多
様
性
を
育
む
と
共
に
、
家
族
の
絆

が
強
ま
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　

現
在
、
私
は
一
般
社
団
法
人
日
本
在

外
企
業
協
会
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
当

協
会
は
日
本
企
業
の
海
外
活
動
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
掲
げ
、
変
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
へ

の
対
応
や
様
々
な
問
題
解
決
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　

海
外
で
事
業
展
開
を
す
る
日
本
企
業

の
海
外
駐
在
員
で
、
就
学
期
の
お
子
さ

ん
を
帯
同
す
る
方
に
と
っ
て
、
赴
任
地

の
在
外
教
育
施
設
、
す
な
わ
ち
日
本
人

学
校
や
補
習
校
は
、
海
外
で
の
重
要
な

生
活
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国

に
よ
る
在
外
教
育
施
設
へ
の
支
援
な
ど

海
外
子
女
教
育
の
振
興
策
は
、

駐
在
員
を
派
遣
す
る
企
業
に

対
す
る
重
要
な
支
援
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
在
外
企
業

協
会
は
、
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
と
共

に
、
国
や
政
府
に
対
し
提
言

を
行
っ
て
き
た
。
海
外
で
生

活
し
、
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
今
後
も
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ

と
協
働
し
在
外
教
育
施
設
の

イ
ン
フ
ラ
拡
充
と
海
外
子
女

教
育
の
振
興
に
役
立
つ
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。
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理
事
会
と
評
議
員
会
を
対
面
で

開
催（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
二
〇
二

二
年
度
の
第
一
回
と
な
る
理
事
会
を
六

月
十
日
に
経
団
連
会
館
に
て
、
同
じ
く

評
議
員
会
を
二
十
七
日
に
六
本
木
ア
カ

デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
に
て
行
っ
た
。

　

理
事
会
で
の
お
も
な
議
案
は
二
一
年

度
の
事
業
報
告
と
決
算
書
類
の
承
認
に

つ
い
て
、
評
議
員
会
で
の
お
も
な
議
案

は
評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
選
任
、
お

よ
び
二
一
年
度
決
算
の
承
認
、
さ
ら
に

定
款
の
変
更
と
代
表
理
事
・
業
務
執
行

理
事
の
選
定
の
件
で
、
そ
の
後
の
臨
時

理
事
会
と
臨
時
評
議
会
も
経
て
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　

二
一
年
度
の
収
支
決
算
は
、
経
常
収

益
が
十
三
億
四
九
五
五
万
四
七
〇
六
円

で
、
経
常
費
用
が
十
二
億
六
一
三
〇
万

五
〇
九
三
円
と
な
っ
た
。

　

事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
に
つ
い

て
は
本
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（https://

w
w
w
.joes.or.jp/gaiyo/report/

）に

掲
載
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
辞
任
、
退
任
、
就
任
し
た

評
議
員
・
理
事
・
監
事
、
さ
ら
に
定
款

の
変
更
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

《
評
議
員
》

　

下
記
五
名
の
評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、

そ
の
補
充
と
し
て
評
議
員
五
名
を
選
任

す
る
。
そ
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
定
款

第
十
二
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
現
評
議

員
の
定
款
上
の
任
期
の
残
り
の
期
間

（
二
〇
二
三
年
六
月
ま
で
）と
す
る
。

【
選
任
】

○
但
田
昌
嗣
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社
人
事
サ

ー
ビ
ス
事
業
部
人
事
シ
ェ
ア
ー
ド

ユ
ニ
ッ
ト
海
外
人
事
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

○
人
見
誠
（
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

執
行
理
事
人
事
業
務
部
長
）

○
古
本
陽
荘
（
株
式
会
社
毎
日
新
聞

社
外
信
部
長
）

○
松
本
信
明
（
本
田
技
研
工
業
株
式

会
社
人
事
部
給
与
厚
生
課
長
）

○
宮
地
信
貴
（
株
式
会
社
東
芝
人
事
・

総
務
部
人
事
企
画
第
二
室
労
働
・

制
度
企
画
グ
ル
ー
プ
長
）

【
辞
任
】

○
河
野
隆
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
イ
ベ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
）

○
松
原
真
（
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
）

○
草
野
和
彦（
株
式
会
社
毎
日
新
聞
社
）

○
橋
本
和
也
（
本
田
技
研
工
業
株
式

会
社
）

○
今
西
剛
久
（
株
式
会
社
東
芝
）

《
理
事
の
選
任
》

　

下
記
十
名
の
任
期
満
了
お
よ
び
辞
任

に
伴
い
、
再
任
お
よ
び
補
充
と
し
て
、

理
事
十
名
を
選
任
す
る
。
そ
の
任
期
に

つ
い
て
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
は

定
款
第
二
十
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、

選
任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年

度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時

評
議
員
会
の
終
結
時
ま
で
、
ま
た
辞
任

に
伴
う
選
任
は
定
款
第
二
十
六
条
第
三

項
に
基
づ
き
、
現
理
事
の
定
款
上
の
任

期
の
残
り
の
期
間
と
す
る
。

【
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
】

（
二
〇
二
四
年
六
月
ま
で
）

○
浅
原
賢
（
公
益
財
団
法
人
海
外
子

女
教
育
振
興
財
団
業
務
執
行
理
事
）

○
岩
田
康
之
（
国
立
大
学
法
人
東
京

学
芸
大
学
教
授
兼
学
長
補
佐
）

○
小
林
栄
三
（
伊
藤
忠
商
事
株
式
会

社
名
誉
理
事
）

○
小
林
由
紀
子
（
株
式
会
社
日
立
製

作
所
人
財
統
括
本
部
人
事
勤
労
本

部
ト
ー
タ
ル
リ
ワ
ー
ド
部
長
）

〇
篠
塚
肇
（
公
益
社
団
法
人
経
済
同

友
会
常
務
理
事
）

〇
常
森
賢
行
（
株
式
会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
執
行
役
員
人
事
部
長
）

〇
的
場
佳
子
（
伊
藤
忠
商
事
株
式
会

社
執
行
役
員
人
事
・
総
務
部
長
）

〇
綿
引
宏
行
（
公
益
財
団
法
人
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団
理
事
長
）

【
任
期
満
了
前
の
辞
任
に
よ
る
交
代
】

（
二
〇
二
三
年
六
月
ま
で
）

【
選
任
】

○
尾
中
俊
之
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ナ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ス
株
式
会

社
エ
ン
プ
ロ
イ
ー
サ
ク
セ
ス
セ
ン
タ

ー
人
事
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
画
室
長
）

○
田
元
英
樹
（
三
菱
商
事
株
式
会
社　

人
事
部
次
長
）

〈
辞
任
〉

○
清
水
慶
太
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）

○
池
松
扇
（
三
菱
商
事
株
式
会
社
）

《
監
事
の
選
任
》

　

下
記
一
名
の
辞
任
に
伴
い
、
補
充
と

し
て
、
監
事
一
名
を
選
任
す
る
。
そ
の

任
期
に
つ
い
て
は
、
定
款
第
二
十
六
条

第
三
項
に
基
づ
き
、
現
監
事
の
定
款
上

の
任
期
の
残
り
の
期
間
と
す
る
。

【
任
期
満
了
前
の
辞
任
に
よ
る
交
代
】

（
二
〇
二
五
年
六
月
ま
で
）

【
選
任
】

○
渡
邉
貴
彦
（
株
式
会
社
三
井
住
友

銀
行
人
事
部
長
）

【
辞
任
】

○
小
林
喬（
株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
）

《
定
款
の
変
更
》

　

定
款
第
三
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
変

更
す
る
。

【
変
更
】
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第
八
章　

顧
問

（
顧
問
及
び
そ
の
職
務
）

第
三
十
七
条　

こ
の
法
人
に
、
顧
問
を

若
干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

二　

顧
問
は
、
理
事
会
に
お
い
て
選

任
し
、
任
期
は
四
年
と
す
る
。

　

三　

顧
問
は
、
無
報
酬
と
す
る
。
た

だ
し
、
そ
の
職
務
を
行
う
た
め

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
第

二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項

を
準
用
す
る
。

　

四　

顧
問
は
、
会
長
の
諮
問
に
応
え
、

会
長
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

【
現
行
】

第
八
章　

顧
問
及
び
相
談
役

（
顧
問
及
び
相
談
役
並
び
に
そ
の
職
務
）

第
三
十
七
条　

こ
の
法
人
に
、
顧
問
を

若
干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

㈠　

顧
問
は
、
理
事
会
に
お
い
て
選

任
し
、
任
期
は
四
年
と
す
る
。

　

㈡　

顧
問
は
、
無
報
酬
と
す
る
。
た

だ
し
、
そ
の
職
務
を
行
う
た
め

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
第

二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項

を
準
用
す
る
。

　

㈢　

顧
問
は
、
会
長
の
諮
問
に
応
え
、

会
長
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

二　

こ
の
法
人
に
、
相
談
役
を
若
干
名

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

㈠　

相
談
役
は
、
理
事
会
に
お
い
て

選
任
し
、
任
期
は
二
年
と
す
る
。

　

㈡　

相
談
役
は
、
海
外
子
女
教
育
の

専
門
性
を
有
す
る
者
と
す
る
。

　

㈢　

相
談
役
に
は
、
そ
の
職
務
執
行

の
対
価
と
し
て
別
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
報
酬
等
を
支
払
う
。

　

㈣　

相
談
役
は
、
会
長
の
諮
問
に
応

え
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
会
長
の
指
示
に
従

い
、
こ
の
法
人
の
特
定
業
務
を

分
掌
す
る
。

《
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
選
定
》

１・  
小
林
栄
三
を
代
表
理
事
に
選
定

し
、
会
長
と
す
る
。

２・  

綿
引
宏
行
を
代
表
理
事
に
選
定

し
、
理
事
長
と
す
る
。

３
・  

浅
原
賢
を
業
務
執
行
理
事
に

選
定
す
る
。

第
十
四
回
子
ど
も
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
文
学
賞
（
北
九
州
市
）

募
集
内
容　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
旅
行
記
、
伝
記
、

記
録
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
）

応
募
部
門　

小
学
校
の
部
（
四
〇
〇
字

詰
め
縦
書
き
原
稿
用
紙
三
〜
二
十
枚
）

　

中
学
校
の
部（
同
五
〜
五
十
枚
）

応
募
期
間　

二
〇
二
二
年
九
月
一
日
〜

十
一
月
三
十
日
（
必
着
）

賞　

各
部
に
、
最
優
秀
賞
、
佳
作
、
選

考
委
員
特
別
賞
、
学
校
団
体
賞

結
果
発
表

　

二
〇
二
三
年
三
月
上
旬
、
北
九
州
市

立
文
学
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
九
州
市
立
文
学
館
「
子
ど
も
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
賞
」
係

０
９
３
│
５
７
１
│
１
５
０
５

０
９
３
│
５
７
１
│
１
５
２
５

URL
 https://w

w
w
.kitakyushucity-

bungakukan.jp

第
二
十
六
回
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

要
項
（
公
益
財
団
法
人
図
書
館

振
興
財
団
）

目
的

　

図
書
館
の
利
用
促
進
と
調
べ
る
学
習

の
普
及

募
集
内
容

①
調
べ
る
学
習
部
門

　

小
学
生
の
部
（
低
学
年
・
中
学
年
・

高
学
年
）、
中
学
生
の
部
、
高
校
生

の
部
、
大
人
の
部
、
子
ど
も
と
大
人

の
部
。
図
書
館
を
使
っ
て
調
べ
、
ま

と
め
た
作
品
。
テ
ー
マ
は
自
由

②
調
べ
る
学
習
指
導
・
支
援
部
門

　

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
の
指

導
・
支
援
の
実
践
を
ま
と
め
た
作
品

留
意
点

・
応
募
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
る
。

・
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
の
二
重
応
募
は

不
可
で
、
日
本
語
の
作
品
に
限
る
。

・
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
。

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
公
益
財
団
法

人
図
書
館
振
興
財
団
に
帰
属
。

募
集
期
間　

九
月
十
二
日
〜
十
月
三
日

必
着
。

賞　

文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど
多
数
。
応

募
者
全
員
に
参
加
賞
。

結
果
発
表

　

二
〇
二
三
年
一
月
十
一
日　

図
書
館

振
興
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
図
書
館
振
興
財
団

U
RL

 https://concours.toshokan.
or.jp帰

国
生
の
た
め
の
国
内
学
校
説

明
会
・
相
談
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
・

無
料
）開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

国
内
外
の
お
も
な
帰
国
子
女
受
入
校

等
（
約
一
四
〇
）
の
担
当
者
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
学
校
紹
介
を
は
じ
め
帰
国
生

の
進
学
に
関
す
る
説
明
会
を
六
月
か
ら

八
月
初
旬
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　

特
設
サ
イ
ト
に
は
学
校
選
択
に
関
す
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る
各
種
情
報
が
掲
載
さ
れ
、
十
月
末
ま

で
閲
覧
可
能
で
す
。
利
用
す
る
に
あ
た

っ
て
は
事
前
に
参
加
の
登
録
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
状
況
等
の
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
内
で
随
時
案
内
す
る
ほ
か
、

Facebook
やT

w
itter

、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細

　

二
〇
二
二
年
度　

帰
国
生
の
た
め
の

学
校
説
明
会

U
RL  https://w

w
w
.joes-event.jp

海
外
で
使
用
す
る
教
科
書
の

無
償
配
付
に
つ
い
て

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
滞
在
予
定
が
一
年
以
上
（
永
住

は
除
く
）
の
日
本
国
籍
を
持
つ
小
・
中

学
生
は
無
償
で
教
科
書
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
地
到
着
当
初
に
使
用
す

る
教
科
書
は
海
外
で
は
用
意
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
か
な
ら
ず
出
国
前
に
海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
海
外
滞
在
中
の

教
科
書
に
関
し
て
は
在
留
地
を
管
轄
す

る
在
外
公
館（
大
使
館
・
総
領
事
館
等
）

が
配
付
を
統
括
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
に
到
着
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か

に
在
外
公
館
に
「
在
留
届
」
を
提
出
し
、

教
科
書
受
領
の
た
め
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
本
財

団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

０
３
│
４
３
３
０
│
１
３
４
９

E-m
ail textbook@

joes.or.jp
U
RL 

http://w
w
w
.joes.or.jp/

kojin/kyokasho

「
関
西
分
室
」
業
務
体
制
変
更

の
お
知
ら
せ

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
業
務
効

率
化
策
の
一
環
と
し
て
、
関
西
分
室
の

オ
フ
ィ
ス
を
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
閉

室
し
ま
す
。

　

十
月
以
降
の
関
西
分
室
の
業
務
は
、

東
京
本
部
に
一
部
移
管
し
、
現
・
関
西

分
室
職
員
が
東
京
本
部
と
一
体
と
な
り
、

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
連
絡
先
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
各
サ
ー
ビ
ス
の
お
問
い
合
わ
せ

一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト

U
R
L  https://w

w
w
.joes.or.jp

Instagram

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
開
設

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

Instagram

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

本
財
団
の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
の

ご
案
内
、
最
新
情
報
な
ど
、
海
外
赴
任

前
、
滞
在
中
、
帰
国
後
の
ご
家
族
に
と

っ
て
役
立
つ
情
報
を
随
時
配
信
し
て
い

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ

さ
い
。
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
、

皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
財
団
を
目
指
し
ま
す
。

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
名　

joes_koho

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・
親
和
女
子
高
等
学
校
・
中
学
校

・
聖
セ
シ
リ
ア
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

・
近
江
兄
弟
社
中
学
校
高
等
学
校

八
月
十
二
日
夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
八
月
十

二
日
を
夏
季
休
業
日
と
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
学
校
会
員
掲
示
板

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の

学
校
会
員
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校

（
通
信
制
・
全
国
）

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
校
の
特
色
や
卒
業
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
、
他
の
通
信
制
高
校
と
の

相
違
点
を
三
十
分
ほ
ど
で
簡
潔
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
面
談

の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

U
RL  https://docs.google.com

/
form

s/d/1eniConH
57F2p1ynJJ_

W
wd1BdxDkRde5wJJUNSt9DVM

Y/edit

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
等
学
校

　
　（
東
京
都
渋
谷
区
）

　

学
び
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

２
０
２
２
」を
八
月
十
八
日（
木
）に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「SD
Gs

〜
私
た
ち
の
つ
く
る
未
来
〜

今
、
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
」。

国
内
外
の
中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

U
RL  https://sola2022.com

/

ニュースニュース
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もうしこ
み  

申込
うけつけ

ちゅう  
 

受付中！

～GLOBAL STUDENT SUMMIT～～
グローバル

GLOBAL
ステューデント

STUDENT
サミット

SUMMIT～
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  き　  ちょう　こう　  えん

基調講演
にほんじかん
日本時間
 ご ぜん
午前 10:30～12:00

インタビュアー
くわはら
桑原りさ
キャスター

３
かい
回

てい ど 
程度

1～1.5
じかん
時間
くらい

 せ   かい かっ こく

世界各国に
す

住む
なか   ま  たち

仲間達とオンライン
でのグループディスカッションなど
を

とお

通して、
まな

学びを
ふか

深めましょう。

20
22/

1

きょう   どう  　  さ    ぎょう

協働作業2
パ ー ト

PART
こう    りゅう   かい

交流会3
パ ー ト

PART

やまなかせんせい
山中先生に
しつもん
質問できる
チャンス！

にほんじかん
日本時間
①10

じ
時～②19

じ
時～

①②どちらか
えら
選んでね

2012
ねん
年

ノーベル
せい り が

く

生理学・
い　がく　しょう

         じゅ        しょう

医学賞受
賞

12/18
SUN　　

  せ　  かい

世界の
ひと

人たちが
 けん　 こう

健康で
しあわ

幸せに
く

暮らすために
わたし

私たちができることを
かんが

考えよう

オンラインで
  き  がる

気軽に
たの

楽しく
こう りゅう

交流しましょう！

こう 　　 し

講　師
きょう と  だい がくアイピーエス さいぼうけんきゅうしょ

京都大学ｉPS細胞研究所
　　　 

めい  よ しょちょう

名誉所長
やま　なか    しん　 や  

山中伸弥
きょうじゅ

教授

テーマ 
ゆめ

夢を
かな

叶える
ちから

力

たい      　しょう

対　象
こ

子どもから
おとな

大人まで
どなたでも
（

はなし
話のレベル：

ちゅうがくせいむ
中学生向け）

ほう　    ほう

方　法 ライブ
はい しん

配信・
ろく  が  はい しん

録画配信

たい      　しょう

対　象
パ  ー  ト

PART１に
さん　か

参加した
しょうがく

小学５
ねん せい

年生～
ちゅうがく

中学３
ねん せい

年生
（
パ  ー  ト
PART２に

さいご
最後まで

さんか
参加できる

ひと
人）

たい      　しょう

対　象
パ  ー  ト

PART２に
さい  ご 

最後まで
さん　か

参加できた
ひと 

人

しゅ                さい        ぜん   せ   かい   に    ほん じん  がっ  こう こうちょうかい

主　　   催 /全世界日本人学校校長会
うんえい  じ  むきょく　    こうえき ざいだんほうじん  かい がい  し  じょきょういくしんこうざいだん

運営事務局 / 公益財団法人 海外子女教育振興財団

お
と
問い

あ
合わせ

さき
先 / 

        ダ　ボ　ス              ネ  ク  ス  ト      じ         む   きょく

Davos Next事務局

ジョーズ

JOES
ダボス

Davos
　ネクスト

Next
2022

お
もう

申し
こ

込みはこち
ら

エントリー
きげん

期限：8/31
にほんじかん

しょうご

日本時間正午

https://www
.joes.or.jp/k

ojin/jdnext/

９がつ

月～
11がつ月

9/6TUE

テーマ

オンライン
イベント

さん  か
  むり

ょう    

参加無料！

きちょうこうえん
基調講演のみの
さんか
参加も OK ！

jdnext@joes .o r . jp +81-(0)3-4330-1351

パ ー ト

PART

©京都大学 i
PS 細胞研

究所

①1しく
しましょう！しましょう！

パ  ー  ト

PART２
さん　か

参加でき

も
う
し
こ
み
し
め
き
り
ず
み

申
込
締
切
済たちができることをたちができることを

に
す

住む
なか   ま  たち

仲
グループディスカッショ

たちができることをたちができることをたちができることをたちができることをも
う
し
こ
み
し
め
き
り
ず
み

申
込
締
切
済

https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext/
https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext/
https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext/
https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext/
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４

５

公式キャラクター
にほごん

【
漢
字
編
】

出題：

★
「
日
本
語
検
定
」
は
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
検
定
で
す
。
検
定
問
題
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
日
本
語
の
運
用
能
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

級
（
中
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

級
（
小
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問

一
、
二
の
ア
・
イ
の（
　
　
）
に
入
る
漢
字
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
【
　
　
　
】
の
中
か
ら
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ

さ
い
。
同
じ
番
号
を
二
度
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一
　【
①
事
　
　
②
示
　
　
③
辞
】

ア

明
日
の
卒
業
式
で
は
、
生
徒
会
長
の
私
が
、
在
校
生
代
表
と
し

て
送
（
　
　
）
を
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

イ

万
が
一
、
館
内
で
火
災
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
係
員
の
指（
　
　
）

に
従
っ
て
避ひ

難な
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

二
　【
①
開
　
　
②
空
】

ア

駅
前
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
夜
の
十
時
ま
で
（
　
　
）

い
て
い
る
の
で
便
利
だ
と
、
母
が
言
っ
て
い
る
。

イ

手
が
（
　
　
）
い
て
い
る
人
は
、
体
育
倉
庫
に
用
具
を
し
ま
う

の
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
。

問

一
〜
三
の
（
　
　
　
）
に
入
る
正
し
い
漢
字
を
選
ん
で
、
番
号
で
答

え
て
く
だ
さ
い
。

一
　
学
校
の
す
ぐ
近
く
で
起
き
た
交
通
事
故
の
原
（
　
　
）
は
、
運
転
手

の
不
注
意
だ
っ
た
そ
う
だ
。

﹇
①
印
　
　
②
因
　
　
③
員
﹈

二
　
朝
の
（
　
　
）
歩
を
続
け
て
い
た
ら
、
今
で
は
毎
日
あ
い
さ
つ
す
る

人
も
で
き
た
。

﹇
①
酸
　
　
②
賛
　
　
③
散
﹈

三
　
早
く
食
べ
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
ご
ち
そ
う
が
（
　
　
）
め
て
し
ま

う
よ
。

﹇
①
覚
　
　
②
冷
﹈

令
和
4（
２
０
２
2
）年
度
第
2
回
日
本
語
検
定（
準
会
場
）│
日
本
語
検
定
委
員
会
主
催

11
月
11
日

（金）
・
12
日

（土）
（
海
外
は
10
日

（木）
・
13
日

（日）
も
実
施
可
）

申
込
期
間
：
8
月
1
日

（月）
〜
10
月
14
日

（金）

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
こ
ち
ら

Email  info@
nihongokentei.jp

  U
R
L  https://w

w
w
.nihongokentei.jp

後
援
：
文
部
科
学
省
／
全
国
連
合
小
学
校
長
会
／
全
日
本
中
学
校
長
会
／
全
国
高
等
学
校
長
協
会
／

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
／
日
本
商
工
会
議
所
／
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス　

他

特
別
協
賛
：
読
売
新
聞
社　
　

協
賛
：
時
事
通
信
社
／
東
京
書
籍

同じ読み方をする漢字を

　使い分ける問題だよ！

日
本
語
検
定

https://www.nihongokentei.jp
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６

７問

一
〜
四
の
（
　
　
）
に
当あ

て
は
ま
る
漢か
ん

字じ

は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

番ば
ん

号ご
う

で
答こ
た

え
て
く
だ
さ
い
。

一
　
学
校
の
中な
か

庭に
わ

に
あ
る
（
　
　
）
に
は
、
コ
イ
が
い
ま
す
。

﹇
①
池
　
　
②
地
﹈

二

町ち
ょ
う

内な
い

会か
い

の
お
祭ま
つ

り
で
、
金
（
　
　
）
す
く
い
を
し
ま
し
た
。

﹇
①
黒
　
　
②
魚
﹈

三

国こ
く

語ご

の
時じ

間か
ん

に
、
漢か
ん

字じ

の
テ
ス
ト
で
、（
　
　
）
点て
ん

を
と
り
ま
し
た
。

﹇
①
百
　
　
②
白
﹈

四
　
休
み
の
日
に
、
父ち
ち

と
（
　
　
）
車
で
、
は
く
物ぶ
つ

館か
ん

に
行い

き
ま
し
た
。

﹇
①
雪
　
　
②
電
﹈

答
え
は
50
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

級
（
小
学
校
4
年
生
レ
ベ
ル
）

級
（
小
学
校
2
年
生
レ
ベ
ル
）

問

一
〜
四
の
（
　
　
　
）
に
入
る
正
し
い
漢
字
を
選え
ら

ん
で
、
番
号
で
答

え
て
く
だ
さ
い
。

一
　
わ
た
し
の
家
か
ら
最も

寄よ

り
の
駅
ま
で
は
、（
　
　
）
歩
で
十
五
分
く

ら
い
だ
。

﹇
①
徒
　
　
②
登
﹈

二
　
外
国
の
絵
の
中
に
は
、
日
本
の
浮う
き

世よ

絵え

を
参さ
ん

（
　
　
）
に
し
て
か
か

れ
た
も
の
も
あ
る
そ
う
だ
。

﹇
①
広
　
　
②
考
﹈

三
　
妹
は
、
正
月
に
お
年
玉
を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
こ
と
を
期
（
　
　
）

し
て
い
る
。

﹇
①
体
　
　
②
待
﹈

四
　
キ
ャ
ン
プ
の
と
き
は
、
母
が
マ
ッ
チ
を
使
っ
て
コ
ン
ロ
に
（
　
　
）

火
し
た
。

﹇
①
点
　
　
②
転
﹈

「
い
け
」
と
読よ

む
の
は
ど
ち
ら
か
な
？
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●E-mail  kikanshi@joes.or.jp
● TEL 03-4330-1350／FAX 03-4330-1355 ●URL  https://www.joes.or.jp

挑戦！　にほごんの日本語検定　解答・解説

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答
① B　② D

＜４級＞
一　【正解／ア…③　イ…②】
音読みで「ジ」と読む漢字の使い分けです。アは、③「辞」を入れて、卒業式で在校生代表が卒業生に贈

おく

る
祝いの言葉をいう、「送辞」とするのが適切です。イは、②「示」を入れて、相手がしなければならないこ
とを具体的に言って聞かせることをいう、「指示」とするのが適切です。
二　【正解／ア…①　イ…②】
訓読みで「あ（く）」と読む漢字の使い分けです。アは、扉

とびら

が開かれて中に入れるようになる、また、店な
どが営業を始めるという意味を表す、①「開（く）」を入れて、「開いている」とするのが適切です。イは、
じゃまになっていたものがそこからなくなり、その物事や場所を自由に使えるようになるという意味を
表す、②「空（く）」を入れて、「空いている」とするのが適切です。
＜５級＞
一　【正解／②】
ある物事が起こるもととなることをいう、「原因」となる、②「因」が適切です。
二　【正解／③】
目的もなく、気晴らしや健康のためにぶらぶら歩くことをいう、「散歩」となる、③「散」が適切です。
三　【正解／②】
熱いものの温度が下がることをいう、「冷める」となる、②「冷」が適切です。
＜６級＞
一　【正解／①】
「徒」にも「登」にも、「と」という読み方があります。①「徒」を入れた「徒歩」が適

てき

切
せつ

です。「徒」は、ある
くという意味などを表す漢字です。「徒歩」は、乗り物を使わずにあるくことです。
二　【正解／②】
「広」にも「考」にも、「こう」という読み方があります。②「考」を入れた「参

さん

考
こう

」が適切です。「考」は、かん
がえるという意味を表す漢字です。「参考」は、ほかの物事や知

ち

識
しき

などと、引きくらべてかんがえることです。
三　【正解／②】
「体」にも「待」にも、「たい」という読み方があります。②「待」を入れた「期待」が適切です。「待」は、ま
つという意味を表す漢字です。「期待」は、望

のぞ

ましいことが実
じつ

現
げん

するのをまつことです。
四　【正解／①】
「点」にも「転」にも、「てん」という読み方があります。①「点」を入れた「点火」が適切です。「点」は、つけ
るという意味などを表す漢字です。「点火」は、マッチなどでストーブやコンロなどに火をつけることです。
＜７級＞
一　【正解／①】
①「池」を使って書

か

くのが正しい書
か

き方
かた

です。「池」は、「いけ」という読
よ

み方
かた

をする漢
かん

字
じ

で、地
じ

面
めん

がくぼん
で水のたまったところという意

い

味
み

を表
あらわ

します。
二　【正解／②】
②「魚」を使って書くのが正しい書き方です。「魚」は、「さかな」という読み方をする漢字で、川や海

うみ

など
の水中にすみ、うろことひれがあり、よく泳

およ

ぐことができる動
どう

物
ぶつ

のことです。「金
きん

魚
ぎょ

すくい」は、祭
まつ

りなど
で、水そうに入れられた金魚をすくう遊

あそ

びのことです。
三　【正解／①】
①「百」を使って書くのが正しい書き方です。「百」は、「ひゃく」という読み方をする漢字で、数

すう

字
じ

の
「100」という意味を表します。「百

ひゃくてん

点」は、全
ぜん

部
ぶ

の問
もん

題
だい

について正しく答
こた

えて満
まん

点
てん

になることです。
四　【正解／②】
②「電」を使って書くのが正しい書き方です。「電」は、「でん」という読み方をする漢字で、ものを動

うご

かす
力のもととなる、電気という意味を表します。「電車」は、電気でモーターを回

まわ

してレールの上などを走
はし

る乗
の

り物
もの

のことです。
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�日本人学校や補習校から帰国され
た先生に話を伺うと「かけがえのな
い体験になった」と目を輝かせてお
っしゃる方がとても多い。その顔を
見ているだけで「この先生の授業を
受けてみたいな」といつも思う。（松）
いまでも僕は対面取材の際には

１眼レフのフィルムカメラを持っ
ていくことがある。重いしその場
で画が確認できないし、経費もか
かるけど、愛着は強い。いい写真
が撮れているとうれしくなる。（淳）
�オフィスではmacなので、たまに
在宅勤務で家のwinのパソコンを使
うと非常に扱いづらい。画面も小さ
いので今もものすごい変換ミスをし
てしまった。早く慣れろ、老眼鏡かけ
ろという話ではあるのだが…。（然）
�関西分室は1974年、大阪市都島区
の地で業務を開始した。1981年に北区
梅田の大阪駅前第一ビル、2008年に同
じく梅田の毎日新聞ビルに移り現在に
至っている。長年のご愛顧に感謝。新
体制移行後も変わらぬご鞭撻を。（島）

9月号「特集」の予定は…

2022年8月号　No.594

海外子女教育月刊

●中学生の将来の夢
●９．１１ その後

https://www.joes.or.jp


●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
　理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

https://univpressnews.com/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/
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